JTBMySTYLE 日 本 に 、 も っ と 訟 し よう 。 
り Wl0/4| て っ 2.3/ SIY . バ ー ズ 


it- シ シシ ルル スイ 17 上 る ss 
店 舗 申込 限定 プラ ン 


私 だ け の ガイ ド で 私 だ け の 瞬間 を 感じ る 


感 日 本 


し ゅ ん か ん に っ ぱん 


北海 道 ・ 東 北 ・ 新 潟 ・ 十 葉 ・ 山 梨 ・ 三 






流氷 観 半 律 氷 船 お 一 ろ ら (北海 道人 冬 頃 イ メー ジ ) 


に 浅 胡 流水 最盛 期 の イメ ー ジ で す 。 流水 は 自然 現象 の 為 、 
ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 












22 に は と Safe 光信 に は 詳 8. サ ー ヒ 先天 還 旨 で 利用 する 場合 の 、、 
い 3 ! 2 エ 6 と 
た 2 国内 線 施設 使 有料 が 人 放 相 て お り ま す 。 
国内 宿泊 キャ ン ペ ー ン 圏 ( 泊 朱 は 含ま れ て お り ま せ 行 代金 と ほ 別に 「 宿 泊 税 」 が 必要 
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ー 閣 6 


: ススキ の 景観 (熊本 / 秋 人 頃 イ メー ジ ) (写真 提供 : 阿 区 市 ) 】 













プラ イベ ー ト ガイ ド 付 き 
個人 旅行 
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し ゅ ん か ん に っ ぱ ぽん 
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了 域 を 深く 知る こと 、 
角 に こだわ る こと 、 
ふれ あい を 感じ る こと 。 


観光 地 を 訪ね る だ け の 旅 か ら 、 
私 だ け の ガイ ド で 、 私 だ け の 瞬間 を 感じ 、 知 的 好奇 心 を 満た す 旅 へ 。 
新た な 日 本 の 魅力 を 探す 旅 へ 出かけ て み ま せ ん か が 。 


ニュ ー ノ ー マ ル 時 代 の 新た な 旅 の スタ イル 


参加 者 は あな た だ け 

参加 人 数 が 集まら な く て 催行 中 止 に な る 心配 は あり ませ ん 。 
ご 予約 成立 と 同時 に 催行 決定 。 ご 旅行 の 計画 が 立て や す 
い の も 特徴 で す 。 

※ 最 少 催行 人 員 ・ 最 少 受 付 人 員 は 各 コ ー ス を ご 覧 くだ さい 。 


安心 *・ 安 人 生 な 旅 へ の 取り 組み 


宿泊 施設 へ 弊社 が 定め る ガイ ドラ イン [新型 コロ ナウ 
イル ス 感 染 拡 大 防止 の 取り 組み ] へ の 協力 を お 願い し 
て お り ま す 。 宿 泊 施 設 で は コロ ナウ イル スズ 感染 予防 対 
策 と し て 、 ご 予約 時 の サー ビス 内 容 を 予告 な く 変 更 さ 
せ て いた だ く こ と が あり ます 。 予 め ご 了承 くだ さい 。 


旅先 で の 移動 も あな た だ け 安心 * 安 全 

混 乗 の 大 型 観光 バス で は な く 、 レ ンタ カー や タク シー を 利 旅行 サー ビス 提供 事業 者 は 原則 と し て 、 各 業界 団体 の 作 
用 し ます 。 ご 乗車 に な る の は あな た だ け 。 お 目当て の 名 物 成 し た ガイ ドラ イン が 周知 徹底 され て いる 事業 者 を 選定 し て 
グル メ や 気 に な る お 店 で 買い 物 な ど 、 時 間 配 分 も あな た いま す 。 ご 利用 いた だ く < 交通 機 関 や 宿泊 施設 へ は 、 弊 社 が 
次 第 で す 。 定め る ガイ ドラ イン 「 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 拡 大 防止 の 取 
※ 一 部 の プラ ン で は 路線 バス を 利用 し ます 。 り 組み ] へ の ご 協力 を お 願い し て いま す 。 

※ 行 程 表 に 記載 の な いも の は 旅行 代金 に 含ま れ ま せん 。 【 注 1] 


株 式 会 社 JTB は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 拡大 防止 と 、 旅 行者 へ 安心 感 を お 
伝え する こと を 目的 に 、 世 界 旅行 ツー リズ ム 協 会 (World Travel and Tourism 
Council) が 発行 する "Safe travels stamp" を 取得 し まし た 。 

JTB で は 、With コ ロナ 時 代 に お ける 感染 防止 と 安全 確保 を 最 優先 に 取り 組み つ 
つ 、 こ れ か ら も お 客 様 が 安心 し て 旅行 を 楽し め る 環境 づく り に 努め て まい り ま す 。 





[ 注 1] ※ コ ー ス 毎 の 行程 表 に は 移動 や 体験 の 目安 時 間 を 記載 し て いま す の で 、 お 客 様 ご 自身 で 移動 いた だ きま す 。 ※ コ ー ス に よっ て 含ま れる 交通 手段 が 異な り ま す 。※ 特 に 記載 の な い 限 り 、 有 料 道路 代 ・ 駐 車 代 ・ 食 事 代 ・ 記 載 以 外 の 乗物 代 
・ 入 場 料 等 は 含ま れ て お り ま せん 。 詳し く は 各 コ ー ス を ご 覧 くだ さい 。 ※ 旅 行 代 金 に 含ま れる 体験 を する た め に 時 間 の 指定 が ある 場合 は 行程 表 に 記載 し て いま す 。※ 別 途 、 交 通 付 プラ ン を お 申込 の 場合 、 到 着 ・ 出 発 の 航空 便 ( 列 車 ) 


は 出発 時 刻 の 45 分 以上 の 余裕 を も っ て お 申込 みく だ さい 。 
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則 感 日 本 で な 申込 いた だ く と … 


あぁ な た の ペー ス に 旅 を オー ダー メイ ド 華 観 られ る 、 体験 で きる 、 楽 し め る 


最初 か ら 最後 まで 1 人 の ガイ ド が 同行 する の で は な く 、 そ の 地 に 精通 観光 スポ ッ ト だ け で な く 、 旅 先 の 日 常に 触れ 、 人 々 と 心 を 通わ せる 。 そ 
し た ガイ ド が お 客 様 の た め だ け に ご 案内 し ます 。 心 惹か れる 場所 は 滞 の 時 期 に し か で き な い 体験 を ベス ト な 時 間 と 場所 で 。 一 般 的 な 添乗 
在 時 間 を 長く 、 お 天気 の 悪い 日 は 屋内 を 中 心 に 。 そ の 日 、 そ の 時 、 あ な 員 付 き ツ アー で は で き な い 体験 を ご 用 意 し て いま す 。 

た だ け の 旅 を 仕立 て ます 。 


※ マ ー ク の な い 行 程 は ガイ ド は 同行 し ませ ん 。 ※ 一 部 、 他 の お 客 様 と 一 緒 に ご 案内 する 場合 が あり ます 。 


P.4~23 現地 観光 コー ス 


現地 の 魅力 を 知る こと に と こと ん こだわ っ た 現地 観光 の み コ ー ス で す 。 現地 
まで の 交通 ・ 宿 泊 が 必要 な 場合 、 お 好み の プラ ン で 自由 に 旅行 が 組み 立て 





※ 体 験 場所 まで の 移動 や 体験 場所 で の 受付 等 は お 客 様 ご 目 身 で 行っ て いた だ きま す 。 


P.24~-29 宿泊 施設 限定 コー ス 
宿泊 十 交通 十 現 地 観 光 が セ ッ ト に な っ た コー ス で す 。 当 コー ス は お 申込 み 
いた だ く 日 時 に よっ て 旅行 代金 が 変動 する 商品 で す 。 旅行 代金 は 販売 店 





られ ます 。 係員 に お 問合せ くだ さい 。 

Na Np 
上 ーー P NG ぁ 明 ぁ 9 し ーー ee と We P P IO ぁ es 
現地 まで の 交通 観光 宿泊 現地 か ら の 交通 現地 まで の 交通 観光 宿泊 観光 現地 か ら の 交通 


( ※ 上 記 は 1 泊 2 日 プラ ン の 一 例 と な り ま す 。 赤字 箇所 が プラ ン に 含ま れ ま す 。 ) 


現地 観光 コー ス zMySTYLE の 組合 わせ で 旅 を も っ と 自由 に 


自分 で つく る JTB の ダイ ナミ ッ ク プ ライ シン グ (価格 変動 ) 赤い カタ ログ か ら の 


P.4~<23 JTB ダ イナ ミッ ク パ ッ ケ ー ジ 
現地 観光 コー ス 


ョ ーー MySIYLE 


旬 感 日 本 ie 
欄間 ” | イ |」 呈 | 国人 下 和 胡 に 
NT の 4 
に 記 5 "es (の ) 2 組み 人 台 わ せ ! 


※ 別 途 手 配 が 必要 と な り ま す 。 ※P.24…29 の コー ス は 、 宿 泊 施設 が 限定 され た コー ス で す 。 詳 し く は 、 販 売店 係員 に お 問合せ くだ さい 。 


る っ と 快適 に ご 旅行 いた だ く た め に 、 ご 希望 に あわ わせ て アレ ンジ で きま す 


型 旅行 商品 。 ホ テル も 航空 券 ・JR も 自由 自在 に 組合 せ で 防 二 時 2 刻 >E 放 2 め 
きる の で 、 あ な た の こだわ り の 旅行 が 作れ ます 。 


※ ご 希望 の 方 面 の 赤い 
カタ ログ より ご 確認 くだ さい 。 








各地 か ら 出 発 、 各 地 へ 到着 OK! 信 泊 先 ア レン ジ OK! ど ご 利 用 日 数 アレ ンジ OK! オプ ショナ ルプ ラン 追加 OK! 
現地 の 空港 や 駅 で 集合 ・ 解 散 の た め 、 ツ 高 品質 か ら ス タン ダー ド ま で お 宿 ・ 部 屋 タ ツア ー 参 加 前 後に 宿泊 追加 OK、 旅 行 期 現地 で 楽し め る オプ ショ ナル プラ ン を 追 
アー 参加 前 後 は 自由 に 旅行 アレ ンジ で き イプ が 選べ ます 。 実 家 や 友人 宅 へ の 宿 間 が 変更 で きま す 。 加 申 込 OK! 
まず 。 泊 を 含め て も OKI! ※ 追 加代 金 要 
※ーー 部 除く ※P.24 一 29 除 く 


目 次 
( 現地 観光 コー ス ) 


2022.2/1 ァ 3/9 


オホーツク 冬 景色 と アイ ヌ 文 化 に 触れ る 旅 一 45 


2021.10/1 2022.3/31 


卿 の 出雲 、 森 の 出雲 、 海 の 出雲 を 巡る 良縁 禄 願 と 出 委 神 話 の 旅 一 18・19 


2021.10/1 2022.3/31 





を: 生 証 要 秘境 「 祖 谷 」 で 出会う 絶景 と 人 々 一 一 一 一 一 20・21 
2021.10/1 多 2022.3/26 
央 手 ・ 宮 域 に と 生き る 三陸 : に 6・7 2021.10/1 区 11/29 2022.3/1 ・ 30 _ 

9 汚 海岸 悠久 の 阿 菊 大 自然 の 記憶 を 訪ね て ーーー22-23 


2021.10/2 11/20 


いま な お 地域 に 愛さ れる 会 津 の 廃 線 跡 の 旅 一 8.9 


人 


( 宿泊 施設 限定 コー ス 〉 


2021.10/16 2022.3/31 





「 江 戸 優 り ] の 町 に 陶酔 する 時 空 の 旅 10・11 
2021.10/1 ,12/24 
神 と 自然 と 人 が 共存 する 伊勢 志摩 一 一 一 一 12-13 
2021.10/1 11/23 

癒し と 祈り の 道 世界 遺産 熊野 古道 一 一 14.15 





2021.12/21 2022.3/30 


「 は じ ま り の 奈良 」 伝統 . 歴 史 に 触れ る 旅 一 16-17 


2022.1/6 P 3/31 
豪雪 に 育ま れ た 「" も の "が た り 」 の 世界 へ 一 24-25 


2021.10/1 2022.3/31 








ワイ ン の 里 で 醸す 至極 の 時 間 一 ーーーーーー 2627 
2021.10/16 区 2022.3/19 
直島 で 過ごす アー ト な 時 間 ーーーーーーー 28.29 
必ず お 読み くだ さい ・ レ ンタ カー 利用 コー ス の ご 注意 一 ーーーーーーーーー 31 


「JTB 宿 泊 ア ン ケ ー ト 評価 ] は JTB 商 品 の 品質 に 対し て JTB が 独自 に 定め た 評価 基準 で す 。 宿 泊 施 設 そ の も の の 格付 け や 他 の 旅行 商品 に 対し て の 品質 を 保証 する も の で は あり ませ ん 。 掲載 の ア 
ン ケ ー ト 点数 は 施設 全体 の 総合 点 で す 。 館 ご と に 点数 が 異な る 場合 が あり ます 。※ 掲 載 の 評価 ( 実 点数 ) に つい て は 、2019 年 4 月 一 2021 年 3 月 の エー ス JTB 宿 泊 ア ン ケ ー ト を 対象 と し て いま す 。 


エー ス ア ン ケ ー ト 枚数 が 30 枚 未満 の 場合 は 「 ア ン ケー ト 収 集中 ]、 カ タロ グ 制 作 段 階 で 施設 が オー プン し て いな か っ た た め デ ー タ が な い 施 設 は 「 新 規 オ ー プ ン 施 設 ] と 記載 し ます 。 


※ 掲 載 の 写真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
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北海 首 





オホーツク 人 景色 と アイ ヌ 又 化 に 


ー 面 銀 世 界 と な る 冬 の 北海 道 は 、 厳し 
い 環 境 故 の 独特 の 文化 が 根付 く 場所 。 
激しく も 美しい 大 自然 の 絶景 と 、 そ こ に 
生き る 動物 た ちの た くま し い 密 、 そ し て 
音 な が ら の 伝統 文化 を 守る 人 々 が 織り 
な す 奥 深い 3 日 間 の 旅 へ ご 案内 。 





ド | 。 < CEn、 6 NG oN アイ ヌ 文 様 入り 
流水 最 期 の イメ ー ー ジ で す 。 流水 は 自然 現象 の 作 、 ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 注水 観光 氷 租 お ー ろ ら ペン ダン ト 

0 
較 行 程 <@ ぬ > は ハイ ヤー、 掃 は 専属 ガイ ド が ご 案内 し ます 。 較 出 発 日 カレ ンダ ー 伯 表 頃 
※ 以 下 に 記載 の 行程 の うち 、 お 客 様 の 都合 で 一 部 利用 され な く て も 払戻 し は あり ませ ん 。 ーー 
一 最少 催行 人 員 :2 名 (最少 受付 人 員 : お と な 1 名 以上 を 含む 2 名 ) 上 





剛 較 回 還 因 園 還 - 国男 間 
回 回 回 回 回 加 田 国 田 固 因 田 田 罰 細 還 四国 四 四 四 四 四 EE 
が 放 :| 女 満 別 空港 又は 網走 駅 ooo-1zso 束 一 gy co)*a@ 一 一 旅 行 代金 ーー ※ 各 地 の 宿泊 代金 は 含ま れ ま せん 。 
一 オホーツク 流水 館 「 流 水 案内 人 soo-)F ァ ー8502 人 コ ] 名 1 台 | 3 名 1 台 | 4 名 1 台 | 5 名 1 台 | 6 名 1 台 | 7 名 1 台 
女満別 空港 *a@ ltzso-tsog) 一 gy ーー ーー 66,700|61,100|52,800|47,200|43,20 

流水 観光 砕氷 船 「 お 一 ろ ら ] 乗船 530g609)*@ こども |90,400|64.700|59.100|50.800|45.,2 


※2・3 名 様 は ハイ ヤー 利用 、4 名 様 以 上 は ジャ ン ボ タク シー 利用 (発生 手配 ) と な り ま す 。 
※ 未 就学 児 は ご 参加 いた だ け ま せん 。 


北海 道 で は ハイ ヤー と タク シー の 矯 密 な 区 別 は あり ませ ん 。 車内 は 禁煙 と な り ま す 。 ハイ 
に 二 ーー (2・3 名 ) 、 ジャ ン ボ タク シー 定員 (4 一 7 名 ) と な り 、 ジャ ン ボ タク シー を ご 希望 の 
台数 に 限り が ある た め 、 お 申込 後 の 手配 と な り ま す 。 
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ess (90 分 ) ニーーーーーーーーーー 一 ウト ロ 以 以 愉 









es 


EC 9 物 ウ 





CR 2 Sc Nr へ 本 ※ 行 程 表 に 記載 され て いな い 乗物 代 ・ 食 事 代 ・ 和香 和 は 旅人 会 に きま れ ま せん 。 

チン グ な ーー 流水 浴 (30 分 )※ 注 人 @ = 一 ※ 注 徐 : オ ホー ツク 流水 館 到 基 ま で お 時 間 の ある 場合 は [捕物 館 綱 走 監 狼 ]「 和 取 岬 | 等 に お 立ち 寄り いた 
過 け ます 。 但 し 、 入 館 料 科 は 和 代金 に 含ま れ ま せん 。 * 注 JAL567 便 ご 利用 の 場合 、 女満別 空港 
ーー ※ 自 由 恒 食 一 ww (60 分 ) 一 冬 の 摩周 湖 一 @ (eo 分 ) 王 阿寒 湖 旦 到着 後 すぐ の 出発 と な り ま す の で 、 手 荷物 は 機内 に 持ち 込み くだ さい 。 ※ 注 : 流 氷 の 状況 に 
より 、 最 大 1 時 間 30 分 で 運行 する 場合 が あり ます 。 航 路上 に 流水 が 見 られ な い 場合 は 海上 遊覧 と 
な り ま す 。 海 上 遊覧 の 場合 は 、、 お ひと りお と な 720 円 、 こ ども 360 円 を 現地 に て 返金 いた し ます 。 
荒天 時 、 欠 航 時 の 場合 は 「 朝 物 館 網走 監獄 ]「 能 取 細 ] 等 を ご 案内 いた し ます 。 ※ 注 人 : 送 迎 の ご 
案内 : ホ テル ロビ ー か ら 運 営 会 社 の 無料 送迎 が あり ます 。 目的 地 ま で は 公共 交通 機関 が な いた 
め 、 無 料 送 迎 を ご 利用 くだ さい 。 妊 婦中 の 方 は 参加 で きま せん 。 お 申込 時 に 参加 され る 方 の 全員 
の 年 齢 、 性 別 、 携 帯電 話 番号 (使用 目的 : お 客 様 と の 事前 連絡 、 緊 急 連絡 の 為 ) 、 持 病 等 健康 面 で 
心配 な 方 は 事前 に 販売 員 へ ご 相談 くだ さい 。 ※ 注 信 : 暖 か い 飲み 物 付 で す 。 体 験 中 に ドロ ー ン 
で 撮影 を させ て いた だ き 、 そ の デー タ を お 渡し いた し ます 。 天 候 に より 当日 催行 中 止 の 場合 が あ 
り ま す 。 流 ※ は 自然 現象 の 為 見 られ な い 場 合 が あり ます 。 そ の 場合 も 催行 中 止 と は な ら ず 、 返 金 
も あり ませ ん 。 ※ 注 人 別途 事前 お 申込 ・ 代 金 が 必要 で す 。 【 公 演 時 間 ・ 料 金 】 ア イヌ 古式 舞踊 : 
20:00 一 JTB 特 別 料 金 ( お と な 1.350 円 、 こ ども 700 円 ) 、 阿 穴 ユ ー カ ラ 「 ロ スト カム イ 」:21:00 一 
(お と な 1.900 円 、 こ ども 700 円 ) 詳 し く は 販売 店 係員 に お 尋ね くだ さい 。※ 公 演 時 間 は 変更 に 
な る 場合 が あり ます 。 ※ 注 仙 : 木 膨 り は 、 彫 刻 刀 を 使用 する た め 、 ガ イド の 判断 で お 子 様 は お 


ーーー ee た ん ちょ う 劉 路 空 港 と な と 一 緒 の 体験 と な る 場合 が あり ます 。 
本 oo | 中 駅 コロ 還 還 1^GB014.0( 史 15 昌 前 / 最 受付 人 員 う る) 


に 店 予約 方 や 注意 情報 は P.30 


叫 還 ト NO 





四 四 6 う 

















通す 宿泊 の セッ ト プ ラ ン ・ 宿 泊 プ ラン も ご 用 意 ! 田 お すす め の 宿 泊 施設 の ご 案内 





先 い た だ け ま す 。 1 泊 目 プ ウト ロ 1202.003 : 2 泊 目 阿寒 湖 畔 ” 1304.003 
< さだ ジン る あ が 
アー で s 田 空港 か ら 飛 行 機 で 約 1 時 間 45 
和 析 か 北 こ ぷ し 知床 HOTEL&RESORT : | 阿 遊 の 里 鈴 雅 
で の 所 要 時 間 (目安 ) | 中 部 国際 空港 か ら 飛 行 機 で 約 3 時 間 ( 羽 田 又は 新 千歳 秋 」 本 半 計 語ら は の 
記 展望 大 浴場 か ら は 一 8 0 
宿泊 プラ ン ・ 部 屋 タ イプ ・ 宿 泊 先 で の お 食事 条件 も ご 希望 に 合わ せ て ーーmー 画 に 広がる 流水 を ご 多彩 な 大 浴場 と 種 
自由 に お 選び いた だ け ま す 。 当 カ タロ グ と あわ せ て ご 覧 くだ さい 、。 | Si 2 
ーッ su PP ※ 流 水 は 自然 現象 グ が 自慢 。 
北海 道 の た ご 覧 いた だ 
/ に け な い 場合 が あり 
本 ss デジ タル す 。 
 ・・. 暫 語 パン フレ ッ ト は 大 浴場 ( 冬 需 ) 起 天 風 





宿泊 プラ ン ・ 部 屋 タ イプ の 詳細 は 販売 店 係員 に お 問合せ くだ さい 。 
※ 宿 泊 施 設 ・ 宿 泊 プ ラン に より 、 一 室 あ た り の 宿泊 利用 人 数 が 異な り ま す 。 





4 ※ 掲 載 の 写真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
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- 自然 N ガ イド と めぐ る 、 


自分 だ け 4 の 知 ジー 0 \ デ 








HIt 元 を よく 知る 目 然 ガ イド 同 

行 で 世界 遺産 知床 を 半 
日 観光 。 厳 か な 雰 囲 先 の 株 や た 
くま し く 生 きる 動物 た ちの 足跡 
を 探し て 目 分 た ち だ け の 知床 ツ 
アー に 出発 し まし ょ う 。 


※ 野 生 動 物 に は 適 遇 で き な い 場合 が あり ます 。 





流氷 体感 室 


オ ホ ー ツク : 芳 水 館 


当 プ ラン 専用 の ガイ ド 同 行 で 流氷 に つい て お 勉強 。 流 氷 の 成り 立ち や 生物 た ち 
と の 関わ りな ど 目 か ら ウ ロコ の 話し が 盛り だ くさ ん で す 。 


流水 冶 
海岸 線 か ら じ っ くり と 流氷 を 眺 


逢 床 自然 ガイ ド 同 行 半日 観光 め る 新しい スタ イル の 流 六 体 
験 。 一 面 に 広がる 真っ 白 な 氷 


普段 は 入る こと が 難し い 知床 の 大 自然 の 穴場 や 動物 た ちと の 遭遇 率 が 高い まま ミー レー ニー ビ ーー | 吾 寺 に 王 を すま せ ば 波 で 流 
場所 へ ご 案内 。 完 全 プ ライ ベー ト ツ アー な の で 、 体 力 や 要望 に 応じ て ガイ ド が ' 水 が き し む 音 が 聞こ え 、 ま る で 
お 客 様 だ け の オリ ジ ナ ルツ アー を ご 提案 し ます 。 自然 と 一 体 に な っ た よう な 不 
※ 野 生 動物 に は 遭遇 で き な い 場合 が あり ます 。 思 議 な 感覚 を 楽し め ま す 。 





アカ ゲラ (左上 ) エゾ モモ ン ガ (右上 ) キタ キツ ネ ( 下 ) ーーー 










| 


( 


誕 





( 
| 


| 


アイ ヌ 文 欄 
木彫り 体験 


| 


アイ ヌ 文 様 木彫 り 体験 

アイ ヌ の 伝統 楽器 [トン コリ 」 を 形 ど っ た 木製 
の チャ ー ム に 、 こ の アイ ヌ 文 様 を 施す 体験 を 
し て いた だ きま す 。 


アイ ヌ 伝 統 儀式 | カム イノ ミ 」 

昔 か ら こ の 地 の こ と を よく 知る アイ ヌ の 方 な ら 
で は の 伝統 文化 や 歴史 、 考 え 方 に つい て 講 
話 いた だ いた 後 は 、 参 加 者 の 歓迎 と 旅 の 安 
欄間 全 を 祈念 し た 儀式 「 カ ムイ ノミ ] ( 火 の 神様 へ 
ヵ ぅ ム ィ ノミ の 祈り ) を と り 行い ます 。 
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岩手 ・ 宮 城 


海 と 生き る 三 隊 海 岩 





一 行程 < 師 。 は レン タカ ー 又 は タク シー、 昌 は 専属 ガイ ド が ご 案内 し ます 。 
※ 以 下 に 記載 の 行程 の うち 、 お 客 様 の 都合 で 一 部 利用 され な く て も 払戻 し は あり ませ ん 。 
田 最 少 催行 人 員 :2 名 (最少 受付 人 員 : お と な 2 名 ) 


思 皿 - 王 


叫 加 ト S 


思 皿 GO う 


販売 活 


ES じょう ど が は ま 9 * みさ ん 
各地 か らい わ て 花巻 空港 | % 新 短 空 江 か ら 了 和 で 約 1 時 間 浄土 ヶ 浜 パ ー ク ホテ ル 南 三陸 ホテ ル 観 洋 


虐 アー 表 
本 3 Nr ン っ ゆで < 


(自由 昼食 盛岡 市 内 が お すす め ) - 一 


いわ て 花巻 空港 | oro 名 王 “ee 50) コ ] 上 
10:40 発 一 の (020 分 ) 上 


日本 三 大 鍵 乳 洞 ・ 龍 泉 洞 3:s0-/602)* 注 0 ーー 一 


2 負担) を お 済ま せ の 上 、 ご 集合 くだ きい 。) 。。 
ey (50 分 ) ー 邊 ? 北山 崎 : 選べ る 体験 (602)【 【 〇 者 づ くり 体験 又は 番屋 光 師 ガイ ド 


ー ズ 】 ※ 注 @ 一 一 ey (70 人) 一 浄土 ヶ 浜 
必 尼 


浄土 ヶ 浜 三 の 60 人 三 急 山田 町 復興 まち 歩き (9 人) 一 “y (6 三 
高田 松原 津 
祈念 公園 (602)※ 注 @ 一 一 > (0 分) 一 一 9 気仙沼: 選べ 

る 価 験 9 の DK 【① 男 山本 店 洒 和 見学 又は の 岡本 製 水 で の 製 ボ 見 学 】※ 注 @ ーーーーー 
em 30 分 ) ーーーーー 南 三 陸 ( 志 津川 ) 以 罰 軟 











ーー( 自 由 昼食 大 船渡 周辺 が お すす め ) 一 一 ww (30 分 ) 











南 三 陸 ( ぉ 滞 員 一 gy (eo 分) 三 


0 < (90 人) 王 か わ まち て ら す 賠 上 ・ 

psp se (15 分 ) 一 (14:15 頃 其 ) [個人 台 空 港 

ゆり あげ 和博 市 Go 
し る (So) 王 4:30 天 着 | 仙 台 駅 隊 及 | 罰 





予約 方 や 注意 情報 は P.30 








風光 明 婚 な 三陸 で 育ま れ た 自然 と 

の 土地 で 暮らす 人 々 の 生業 や 暮らし ロー 
じ ら れ る コー ス 。 専属 ガイ ド に よる 解説 
で 新た な 三陸 の 魅力 を 感じ る 3 日 間 。 





1 日 目 選べ る 体験 : 
北山 崎 ① 塩 づく り 体験 
ム A 
ーー ター ( 天 周 


1 還 

臣 四 還 是 還 加 回 回 回 回 較 回 男 軸 生 旨 還 MM 測 遇 画面 画面 画 還 国 間 時 
配 還 還 還 還 回 回 回 回 回 眉 還 固 軸 四 軸 証 軸 詳 男 吊 回 回 瑞 遇 軸 軒 
較 旅 行 代 金 レン タカ ーB ク ラス (1 組 に つき 1 台 ) 利 用 /1 日 目 選 べ る 体験 :① 塩 づく り 
RI 各地 の 論 泊 代金 は 含ま れ ませ ん 。 


| aoep We | 
sa | 36200 


※ 小 学生 以下 ( 未 就学 児 含む) は お 申込 いた だ け ま せん 。 

※ タ クシ ー を 利用 の 場合 は 旅行 代金 に 2 名 1 台 お ひと り +†60.700 円 、3 名 1 台 お ひと り +40.500 円 、4 名 1 台 お ひと り +30.400 円 

※【1 日 目 北 山崎 : 選 べ る 体験 ](② 番 屋 漁師 ガイ ド ③ サ ッ パ 船 ア ド ベ ンチ ャ ー ズ は 旅行 代金 に お ひと り +1.500 円 

※【2 日 目 気仙 沼 : 選 べ る 体験 】② 剛 本 製氷 で の 製氷 見 学 は 旅行 代金 に 2 名 1 台 お ひと り +7.200 円 、 
3 名 1 台 お ひと り +4.300 円 、4 名 1 台 お ひと り +2.900 円 


B ク ラス 禁煙 車 (予防 安全 機能 付 プ リウ ス 指 定 ) 【 乗 車 定員 】5 名 [積載 量 目安 】 ス ー ツ ケー ス 約 2 個 分 [ 貸 

出 : 返 却 場所 】 貸 出 : ト ヨタ レ ンタ カー いわ て 花巻 空港 受付 カウ ンタ ー・ 盛 岡 駅 南口 店 、 返 却 : ト ヨタ レン タ 
の 及 雪 が 園 カー 仙台 空港 店 仙台 駅 西口 店 [料金 に 含ま れる も の 】 レ ンタ カー 基本 料金 (走行 キロ 制限 な し ) 岩手 

宮城 問 乗 捨 料 金 、 保 険 補償 諸費 用 、 消 費 税 ※ そ の 他 の 注意 事項 は 、P.31 を ご 覧 くだ さい 。 








※ 有 料 道 路 代 ・ 駐 車場 代 、 レ ンタ カー 利用 時 の ガソリン 代 、 及 び 行 程 表 に 記載 され て いな い 乗 物 
代 ・ 食 事 代 ・ 入 場 料 等 は 旅行 代金 に 含ま れ ま せん 。 

※ 注 稚 : 衣 泉 洞 の 見 学 で は 、 洞 内 の 気温 は 通年 10C て 前 後 で す 。 上 か ら 落 ち て くる 水 満 が あり 、 通 路 が 濡れ 
て いま す の で 、 上 着 や 帽子 の 持参 、 通 路 が 滑り や す と ころ が ある た め 歩 きやすい 靴 で の ご 参加 を お 願い し 
ます 。 ま た 、 狭 い 通 路 階 段 が び ござ いま す 。10 月 一 1 1 月 は 一 方 通行 の ルー ト 、1 2 月 一 3 月 まで は 往復 引 一 ト 
と な り ま す 。 ※ 注 情 : お 申込 み 時 に ① 塩 づく り 体 験 ② 番 屋 光 師 ガイ ド ③ サ ッ パ 船 アド ペン チャ ー ズ か ら 
1 つの 体験 を お 選び くだ さい 。③②③ を お 選び の 場合 、 追 加代 金 が 必要 で す 。3③ サ ッ パ 船 アド ベン チャ ー ズ は 
10/20 一 1/28 出 発 の 設定 は あり ませ ん 。 ま た 天候 状況 に より 運休 と な る 場合 が あり ます 。 荒天 時 は 番屋 漁師 
ガイ ド へ ご 案内 し ます 。 ※ 注 倫 田 松原 津波 復興 祈念 公園 内 は 、 復 興 工事 の た め 一 部 立入 禁止 区 域 が あ 
り ま す 。 ガ イド の 指示 に 従っ て 見 学 く だ さい 。 ※ 注 ⑲: お 申込 み 時 に 、① 男 山 酒造 見 学 ② 岡 本 製氷 で の 製 
氷見 学 よ り 1 つ 体 験 を お 選び くだ さい 。② 製 氷見 学 を お 選び の 場合 、 追 加代 金 が 必要 に な り ま す 。① 男 山本 店 
で の 試飲 は 、20 歳 未満 の 方 は お 断り させ て いた だ きま す 。 ※ 注 條 :10/1・15、11/5・19:26、3/4・1 1・26 
出発 は 憎 信 が ご 案内 する 国宝 ・ 瑞 歳 寺 特 別 参拝 と な り ま す 。 出 発 時 間 の 10 分 前 に ご 集合 くだ さい 。 特 別 参 
拝 は 他 の ツア ー の お 客 様 と 一 緒 に な る 場合 が あり ます 。 上 記 以 外 の 出発 日 は 松島 観光 ガイ ド に よる 瑞 滅 寺 
見 学 と な り ま す 。 そ の 場合 、 瑞 誠 寺 内 の 「 室 中 (孔雀 の 間 )] へ の 入室 は で きま せん 。 








通す 宿泊 の セッ トブ ラン ・ 宿 泊 プ ラン も ご 用 意 ! 較 お すす め の 和 宿泊 施設 の ご 案内 





まで の 所 要 時 間 ( 目 安 ) | 。 名 古屋 (小牧 ) 空 港 か ら 飛 行 機 で 約 1 時 間 15 分 


宿泊 プラ ン ・ 部 屋 タ イプ ・ 宿 泊 先 で の お 食事 条件 も ご 希望 に 合わ せ て 
自由 に お 選び いた だ け ま す 。 ーー だ さい 。 


東北 = 東北 am 


パン フレ ッ ト は 





先 い た だ け ま す 。 1 沼 目 浄 土 ヶ 浜 ” 2312001 : 2 泊 目 南 三陸 (志津 川 ) 2454.001 
りく 
三陸 復興 国立 公園 志津 川 洪 が 眼下 に 
内 の 高台 に 建つ 宿 。 広がる 全 室 オー シャ 
三陸 海岸 の 雄大 な ン ピ ュ ー の 宿 。 ま る 
景観 を 心ゆく まで で 太平 洋 に 浸かっ 
場 能 で きま す 。 、 _。 て いる よう な 開放 
的 な 串 天 風呂 が 楽 
- し め ま す 。 
外観 人 天 周 ( 女 性 用 ) 


※ 掲 載 の 写真 は 全て イメ ー ジ で す 。 








宿泊 プラ ン ・ 部 屋 タ イプ の 詳細 は 販売 店 係員 に お 問合せ くだ さい 。 
※ 宿 泊 施設 ・ 宿 泊 プ ラン に より 、 最 少 受付 人 員 が 2 名 と な る 場合 が あり ます 。 ま た 、 一 室 あ た り の 宿泊 利用 人 数 が 異な り ます 。 
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に また FT 





っ 














を 興 工 事 が 進む 高田 松原 。 
人 作 の 広場 は 、 
風化 させ て は いけ な い 震 災 の 犠 
牧 者 へ の 追悼 と 鎮魂 、 復 興 へ の 
強い 意志 を 示し て いま す 。 


陸前 高田 登 蘭 の 一 本 松 





由 9 
マタ 日 本 三 大 凶 油 . 龍泉 油 ( 月 宮 陵 ) 
ーー ーー 上 る 重 豆 | ミ 。 さ 旨 声 ^E 
日 本 三 大 生乳 洞 ・ 龍 泉 洞 


あ v し Lj に コ 


途 興 が 進む 岩 


県 山田 町 で ぶら り 食 べ 歩 き 


三陸 沿岸 の ちょ うど 真ん中 に 位置 
する 山田 町 。 東 日 本 大 震 災 で 大 き 
な 被害 を 受け た 町 の ひと つ で す 。 
地元 商店 街 の ガイ ド が 賑わい と 
生業 が 再生 され た 街並み と 地元 な 
ら で は の グル メ を ご 案内 。 人 々 と 
の ふれ あい る も 楽し みな が らぶ ら り 
旅 を どう ぞ ! 





山田 町 食べ 歩き 





気仙 沼 の 伝統 と 産業 aaa 呈 く 


目 選べ る 体験 gj) 生 目 ご | 木 - 信 中 > 利 
還 記 詳 琵 汰 痕 (男山 本 店 酒造 見 学 ② 岡 本 製氷 で の 製氷 見 学 (ft 和 ) 


気仙 沼 で は 、 地 元 の 産業 に 迫る 体験 2 コー ス か ら お 選び いた だ け ま す 。100 年 以上 の 歴史 ある 酒蔵 
「 男 山本 店 ] で は 、 そ の 歴史 や 酒造 り に か ける 思い 、 須 災 時 の お 話 な ど を 、 ま た 「 岡 本 製氷 ] で は 、 
漁業 の 町 な ら で は の 製氷 技術 を 見 学 で きま す 。 





ek 師 ガ 「 ド (追加 代金 要 ) 


音 か ら 漁 業 の 拠点 と し て 活用 し て いた 小 
さ な 入 り 江 に 、 番 屋 と 呼ば れる 漁師 の 小 
屋 が 建て られ 、 盛 漁期 に は みん な で この 
番屋 に 寝 泊 ま り を し て 稼ぎ まし た 。 漁村 
の 暮らし や 生活 の 知恵 を 地元 漁師 が 楽 
し く ご 案内 し ます 。 


机 浜 番屋 漁師 ガイ ド 


ーー ニー ーー ニー 


ーー ーーー 』 
ーー 拓 「| 人 
| 1 日 日 遂 へ と 、 3 験 


3 北山 崎 サ ッ パ 船 
アド ベン チャ ー ズ 





(追加 代金 要 ) 


地元 漁師 の 案内 の も と 「 サ ッ パ 船 (小型 
の 磯 船 ) 」 で ダイ ナミ ッ ク な 海岸 線 を 満 
喫 で きる 迫力 の クル ー ズ で す 。 
※10/20 一 1/28 出 発 の 設定 は あり ませ ん 。 





瑞 組 寺 室 中 (孔雀 の 間 ) 


10/1・15、11/5・19・26、3/4・11・26 出 発 は 、 僧 但 が ご 
内 する 国宝 ・ 瑞 上 湖 寺 特別 参拝 と な り ま す 。 普 段 は 立ち 入る 
こと の で き な い 「 室 中 (孔雀 の 間 ) 」 へ の 入室 が 許さ れ て お 
り 、 責 重 な お 話 も 伺う こと が で きま す 。 


7 Of 32 


< 間 、 
< 
人 RS 1 io 油 語 ン ー コ 
mm 7 > トチ 
一 | ウツ プ マン ュ 引 が ' 劣 ! 
1- ゴ コ が ババ トー マン 
rI 。 ゝ DE、 130 ペペ 
ーー 
ん トー 「 す イキ ーー と 。 ズブ ズ ゃ 】 
ーー ユー トー ノブ プー テー ゴー ママ 
Ak ゃ 「 プ で MT 。 
mo > 回 内 』 電 】 2 き 
「 王 通 旧 上 肖 語 < 人 3 y 圭 ー I し < で 
PA に WE が 4 
8 自 ご アデ に 9/ kh 者 ココ 
LIN SS MI ドス 7/2 3 AI m の 2 
RT 2) を で = て 科 け で 
アッー 0 に HH し っ と el 3 | 
4 時 員 島 へ た に NM 
8 『 パ < 
を ププ や 8 や, =ー ヽ \ に 
、 ドク 
ーー  : 有 
ーー | ーー 
ーー デー テー 





2 日 間 
いま な お 地域 に 愛さ れる 会 津 の 廃 線 跡 の 旅 . 言 5 





は い せん あと 





福島 で か つて 地域 の 足 と し て 活躍 し た 
鉄道 の 跡地 を た どる 旅 。 現在 遊歩 道 と 
な っ た 日 中 線 や 、 い まな お ウォ ー ク イベ 
ント が 開催 され る 沼尻 軽便 鉄道 跡 を 専 
属 ガ イド が ご 案内 し ます 。 





か つて の 日 中 線 を 走る 蒸気 機関 車 か つて の 沼尻 軽便 鉄道 


還 行程 な ぶ 。 は タク シー、 は 専属 ガイ ド が ご 案内 し ます 。 
※ 以 下 に 記載 の 行程 の うち 、 お 客 様 の 都合 で 一 部 利用 され な く て も 払戻 し は あり ませ ん 。 
国 最 少 催 行人 員 :2 名 (最少 受付 人 員 : お と な 2 名 ) 


加 加 王 


思 四 NO 


(1030 発 ) 一 “5 (90②) 三 喜多 方 市 内 (自由 星 食 ) (0 分 ) …・…・ 
"の "全日 中 線 廃 線 跡 を 歩く ( 約 60 分 )※ 注 @ 
ーー 健 旧 熱 塩 駅 : 日 中 線 記念 館 (《45※ 注 @ 一 9 (5 分) = 一 
喜多 方 市 内 : 酒 蔵 見 学 (45 分 )※ 注 @ 一 一 の …- (45-60 分 ) = 一 

ーー 裏 盤 桶 ・ 表 磐 橘 / 猪 苗代 熱塩 温泉 ・ 盤 欄 高 原 











の mw (15 分 ) 








恨 四 | 
裏 般 和 ・ 表 般 様 / 猪 苗代 ・ 熱 塩 温泉 ・ 磐 和 高 原 一 “- Go2) 一 
一 生 猪苗代 町 : 川 本 駅 *@ 一 “で 02) 三 全 沼 尻 軽 便 鉄道 跡 
を 歩く (4km): 会 津 樋の口 … 会 津 下館 一 一 写 cs? 一 





一 猪苗代 緑 の 村 Go 王 <g> 5 王 川橋 駅 一 一 猪苗代 町 内 
(14:00 項 基 郡山 駅 ワカ 





(自由 昼食 ) (60 分 ) 一 一 一 の (60 分 ) 一 一 


往復 交通 宿泊 の セッ ト プ ラ ン ・ 宿 泊 プ ラン も ご 用 意 ! 





全国 どこ か ら で も ご 出発 いた lg 二 必 : 記 宿泊 熱塩 温泉 


各地 か ら 郡 山 駅 まで の @ 東京 駅 か ら 新幹線 で 約 1 時 間 30 分 


@ 新 大 阪 駅 か ら 東 京 駅 経由 で 約 4 時 間 15 分 


所 要 時 間 (目安 ) @ 名 古屋 駅 か ら 東京 駅 経由 で 約 3 時 間 30 分 


宿泊 プラ ン ・ 部 屋 タ イプ ・ 宿 泊 先 で の お 食事 楽 件 も ご 希望 に 合わ せ て 
自由 に お 選び いた lg た 記 : だ ニー ニニ ーー 


東北 = 東北 WW 


バ パンフ レッ ト は 





に も ETTEE 


※ 掲 載 の 写真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


あつ し お > 白 せん や ま が た 





取消 料 


ーー (大 央 
金 | 土 | 日 | 月 | 火 | 水 | 木 | 金 | 土 | 日 | 月 | 火 | 水 | 木 | 金 | 土 | 日 | 月 | 火 | 1 夫 本] 全日 月 1 


区 回 較 回 旧 国司 軸 較 に 較 国 罰 還 コ 回 四 
MEIHUMHUUUCLPUVLUPHCCMPPMLpls 


田 旅 行 代金 タフ クシ ー(1 組 に つき 1 台 ) 利 用 ※ 各 地 の 宿 泊 代金 は 含ま れ ま せん 。 
仙人 
証 計 29,600 








39.300 
39.700 


※ 小 学生 以下 ( 未 就学 児 合 お ) は お 申込 いた だ け ま せん 。 





※ 有 料 道路 代 、 駐 車場 代 、 及 び 行 程 表 に 記載 され て いな い 乗 物 代 ・ 食 事 代 ・ 入 場 料 等 は 旅行 代金 
に 含ま れ ま せん 。 

※ 雨 天 決行 で す が 、 行 程 や 安全 に 支障 を きた す 悪 天候 の 場合 は 一 部 行程 を 変更 又は 中 止 す る 場 
合 が あり ます 。 雨 天 時 用 に 雨中 (カッ パ 等 ) を ご 用 意 く だ さい 。 

※4 名 定員 の 普通 車 を 基本 と し ます 。 本 プラ ン で は 一 部 行程 で 観光 ガイ ド も 乗車 し ます の で 、 感 
染 症 対策 の た め 3 名 以上 申込 の 場合 は 、 ジ ャ ン ポ タクシー と な り ま す 。 

※ 注 答 : ガ イド と の 待ち 合わ せ は 、 喜 多 方 駅 失 光 案内 所 で す 。 歩 きやすい 靴 で ご 参加 くだ さい 。 約 

3km の 平坦 な 道 を ガイ ド と 一 緒 に 歩き ます 。 

※ 注 夫 : 日 中 線 記念 館 に て ガイ ド よ り ご 説明 が あり ます 。 

※ 注 輸 : 試 飲 は 、20 歳 未満 の 方 は お 断り させ て いた だ きま す 。 

※ 注 葵 : ガ イド と の 待ち 合わ せ は 、JR 川 桁 駅 前 「 沼 尻 軽 便 鉄道 記念 碑 前 で す 。 


za 人 11GXB02-0( 申 込 締切 日 :7 日 前 最少 受付 人 員 :2 名 ) 





2516-001 |7 ツ ツ - ト $| : 宿泊 盤 簿 高原 2512-017 
や ・ うら ら ば ん だ い 
泉山 形 屋 | 四 和 欄 レイ クリ ソー ト 

喜多 方 の 奥 座 敷 に : 裏 盤 様 を 代表 する 
建つ 「 一 流 の 田舎 」 景勝 地 五色 沼 まで 
を コン セプト に し た 徒歩 約 3 分 。 検 原 湖 
里山 の お 宿 。650 を 眼下 に 望む 絶景 
年 の 歴史 を 誇る 開 露天 風呂 を お 楽し 
ら か な 肌 当 た り の 剛 みく だ さい 
温泉 が 楽し め ま す 。 
露天 風呂 ( 秋 頃 ) 艇 天風 呂 (男性 用 ) 





宿泊 プラ ン ・ 部 屋 タ イプ の 詳細 は 販売 店 係員 に お 問合せ くだ さい 
※ 宿 泊 施 設 ・ 宿 泊 プ ラン に より 、 最 少 受付 人 員 が 2 名 と な る 場合 が あり ます 。 ま た 、 一 室 あ た り の 宿泊 利用 人 数 が 異な り ます 。 
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かみ ヽ つて 叶 多 方 駅 一 熱塩 駅 を 運 
/J「 行 し て いた 日 中 線 。 そ の 終 
盤 は | 日 中 走ら ぬ 日 中 線 」 と 言わ 
れ ま し た が 地域 の 重要 な 路線 と し 
て 、 い ま は 桜の 名 所 と な り 市 民 の 
避 い の 遊歩 道 と な っ て いま す 。 





ーーー-- 本 ー 
ンー シン ンー 
ジーン 2 > っ 守 
に エニ こう ro て ン ン ン ン 1 


冊 札 
“ HH 
田 盾 訂 」 
~ ) 放 


M 


: 和 | 6 





日 中 線 記 念 館 上 小原 酒造 (外観 
旧 熱 塩 駅 ・ 日 中 線 記念 館 喜多 酒蔵 見 学 (小原 酒造 ) 


旧 熱塩 駅 に は 、 貴 重 な 資料 が 残さ れ て いる 日 「 蔵 の まち 喜多 方 」 と し て 古く か ら 多 く の 旅人 た ち が 集 う 喜 多 方 。 
中 線 記念 館 が あり 、 そ の 歴史 や 価値 に つい て 現在 も 様々 な 用 途 の 蔵 が 数 多く あり 、 生 活 文化 の 中 に 息づい て 
ご 説明 いた だ け ま す 。 いま す 。 そ の 中 で も 小原 酒造 の 位置 する 南町 界隈 は 蔵 の 多い 町 
並 で 、 風 情 の ある 昔ながら の 店 も 集まっ て いま す 。 良 質 の 水 と 米 
旧 替 塩 駅 に 恵まれ た 土地 な ら で は の 酒造 り の 伝統 と 歴史 を 体感 くだ さい 。 








党 鉄道 人 
沼尻 軽便 鉄道 記念 人 

沼尻 軽便 鉄道 は 磐越 急行 電鉄 と も いい 、 川 桁 駅 一 沼 
尻 間 を 運行 し て いま し た 。 現在 は 道路 と な っ た 廃 線 跡 
に 、 看 板 設置 や 町 に よる 観光 活用 が され て お り 、 地 域 
の 愛 が 感じ られ ます 。 


猪苗代 緑 の 村 
猪苗代 緑 の 村 に は 、 治 尻 軽 便 鉄道 の 車両 が 保管 され て 


いま す 。 ま た 、 旧 扇 島 駅 ( 盤 越 西 線 ) の 駅 舎 を 移設 し た レス 
トラ ン ( 駅 舎 亭 ) も あり 、 地 域 の 憩い の 場 と な っ て いま す 。 





猪苗代 緑 の 村 
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江戸 優 り ] の 町 に 陶酔 する 時 空 の 旅 。 








較 行 程 < な > は タク シー、 昭 は 専属 ガイ ド が ご 案内 し ます 。 
※ 以 下 に 記載 の 行程 の うち 、 お 客 様 の 都合 で 一 部 利用 され な く て も 払戻 し は あり ませ ん 。 


還 最 少 催 行人 員 :1 名 


1 


皿 


叫 還 NO 





販売 店 





往復 交通 士 宿泊 の セッ ト プ ラ ン ・ 
宿泊 プラ ン も ご 用 意 ! 
全国 どこ か ら で も ご 出発 いた だ け ま す 。 


昔 地 か ら 成 田 駅 まで の 
所 要 時 間 (目安) 


宿泊 プラ ン ・ 
泊 先 で の お 食事 楽 件 も ご 和希 
に も Pac 生 三 EIC 叶 の 9 の 
た だ け ま す 。 当 カ タロ グ と あ 
わせ て ご 覧 くだ さい 。 


ビ ョ e 


(最少 受付 人 員 :1 名 ) 











JR 成田 駅 また は 京成 成田 駅 (11:00 発 ) 一 一 @ マ (30 分 ) 
ーー 一 香取 神宮 参拝 (自由 参拝) ( 約 50 分 )※ 注 介 一 一 一 @ (oO 分 一 


ー 一 「 手 打ち 蕎麦 香 蕎 庵 で 昼食 ( 季 委 の 12:30 頃 13:30 頃 )※ 注 人 @ 


ぃ ・… 昌 ブラン 専用 ガイ ド と 巡る 佐原 町 散策 ( 食 幼 小江 戸 さわ ら 舟 めぐ り 、 伊 能 敬 
記念 館 な ど ) ( 約 240 分 )※ 注 例 *… ぐ ・ | Restaurant LE UN| (佐原 商家 町 ホテ ル 
一 ee (30 分 ) 王 成田 


NIPPONIA で 夕食 (17:30 頃 -)※ 注 @ 取 1 


屋久 


る 鋼 店 神崎 酒造 蔵 見 学 
※ 注 人 





成田 Gioo 郭 一 一 会 Go②) 一 


& 試 飲 (日 本 酒 「 仁 田 」 「 不 動 ] の 醸造 元 の 酒蔵 を ガイ ド 付き で ご 案内 し ます ) ( 約 100 分 )※ 


成田 の 老舗 うな ぎ 店 [駿河 屋 | で 昼食 (13:30 頃 -) 





ーー の … (30 分 ) 一 一 


帳 (自由 散策 )※ 


※ 注 人 で の で る で の る で で @ ぐ で の で る ゃ で で 


この eeeeeeeeeeeeees JR 成田 駅 また は 京成 成田 駅 
za 肖 1 」GH82A-0( 申 込 締切 日 :14 日 前 最少 受付 人 員 :1 名) 








予約 方 や 注意 情報 は P.30 [ 販 1] 発 生 手配 。 電 話 手 配 要 。 問 合せ 先 は !-web 国 内 情報 No.383649 参 昭 





@ 新宿 駅 か ら 電 車 で 約 1 時 間 30 分 
@ 新 大 阪 駅 か ら 新幹線 で 約 3 時 間 30 分 
@ 名 古屋 駅 か ら 新 幹線 で 約 3 時 間 


部 屋 タ イプ ・ 宿 


宿泊 施設 は 
こち ら か ら 
エッ ツ } 


※ 掲 載 の 写真 は 全て イメ ー ジ で す 。 





江戸 時 代 に 水運 業 で 連 え た 商家 町 佐 

原 、 参 語 で に ぎわ っ た 門前 町 成田 を 巡る 

コー ス 。 歴史 的 建造 物 や 酒蔵 な ど レ トロ 
PO の 2 の 伝統 を 体感 する 2 日 間 。 





知 取 神宮 (写真 提供 : 千 取 神宮 ) 


| 過 清 


較 出 発 日 カレ ンダ ー 
[月] 月 II 天王] 目 有 [XX| 末 | 二 1 月 [| 下村 
っ Te 5 eraheemyrmimlhrbzanrmim 

中 還 還 時 胃 旨 回 回 回 固 ( 自国 章 還 画 還 : | 画 員 
2 月 | | | | |' 較 叶 半 還 "/|" 較 mw eribharaeaeih 員 lr 
本 時 回 回 層 回 回 較 加 回 眉間 遇 半 品 間 || | | 
2 月 | | | 「P ド 賠 呈 間 /「|" 間 胃 PDMUMCI 昌 画 
1 明 111' en 


田 旅 行 代 金 UEOSSRMRL ※ 名 地 の 宿泊 代金 は 含ま れ 
の 


※ 香 取 神 宮 に 直接 行か れる 場合 は 旅行 代金 か ら お ひと りー-1 9 
※20 歳 未満 の 方 は お 申込 みい た だ け ま せん 。 


※ 行 程 表 に 記載 され て いな い 乗 物 代 ・ 食 事 代 ・ 入 場 料 等 は 旅行 代金 に 含ま れ ま せん 。 ※ 雨 天 決 

行 で す が 、 行 程 や 安全 に 支障 を きた す 悪 天候 の 場合 は 一 部 行程 を 変更 また は 中 止 に する 場合 が 

あり ます 。 雨天 時 用 の 雨具 (カッ パ 等 ) を ご 用 意 く だ さい 。 ※ 歩 きやすい 靴 、 服 装 で ご 参加 くだ 

さい 。 ※ タ ダク シー の 発着 場所 は 、JR 成 田 駅 また は 京成 成田 駅 より ご 指定 くだ さい 

※ 注 答 : 沿 速 パ ス 等 で 香取 神宮 に 直接 行か れる 場合 は 、 香 取 神 宮前 パス 停 に 1 2:30 に ご 集合 くだ さ 
い 。 タ ダク シー 乗務 員 が お 待ち し て お り ま す 。 

※ 注 徐 : ご 昼食 終了 時 間 ご ろ に ガイ ド が お 迎え に あがり ます 。 

※ 注 輸 : 貸 切 小 江戸 さわ ら 舟 めぐ り は 旅行 代金 に 含ま れ ま す 。 乗船 時 間 は ガイ ド が ご 案内 いた し 
ます 。 天 候 状況 に より 舟 め ぐり が で き な か っ た 場合 は 、 見 合い 分 を 販売 店 に て 帰 蓄 後 30 
日 以内 に 返金 いた し ます 。 また 、 諸 事情 に より ガイ ド が 変更 に な る 場合 が あり ます 。 

※ 注 乾 : 夕 食 時 間 と コー ス 内 容 は 状況 に より 変更 に な る 場合 が あり ます 。 

※ 注 條 : 当 日 の 朝食 に て 納豆 、 ヨ ー グ ルト 類 は お 控え くだ さい 。 ま た 、 当 日 マス ク の 着用 を お 願い いた し ます 。 

※ 注 仙 : 昼 食後 成田 山 新 勝 寺 を 参拝 され た い 方 、 成 田山 表参道 散策 後に タク シー で 駅 まで 向 か 
いた い 場 合 は 、 駿 河 屋 に て 手荷物 預かり ・ タ クシ ー 配 車 が 可能 で す 。 ( 別 料 金 ) 当 日 駿河 屋 
係員 まで お 申し 付け くだ さい 、。 成 田山 表参道 は 、 成 田 駅 前 か ら 約 800m 続 く 表参道 で す 。 


( 表 中 

























一 お すす め の 宿 泊 施 設 の ご 案内 







宿泊 成田 4209-009 | きき 83| : 宿泊 ノ 成 田 4209-005 | ヶ - ト | 
ls な り た ・ な り た と う 本 
ANA ク ラウ ンプ ラ ザ ホ テル 成田 : 成田 東武 ホテ ル エ アポ ー ト 
各地 へ 旅立つ 心 を も : で 。 成田 空港 に いち ば 
8 て な し 、 く つろ ぎの ひび : に - 財 ん 近い シテ イィ ホテ 
< と と き を お 過ごし い - も ュ ル 。 都 内 まで の アク 
た だ く た め に 、 真 心 セス も 良好 で 、 空 洪 
= こめ た きめ 細やか な 側 の お 部 屋 で は 滑 
= サー ビス で 皆さま を 走路 や 飛行 機 を ご 
w _ お 迎え いた し ます 。 覧 いた だ け ま す 。 
外観 外観 


宿泊 プラ ン ・ 部 屋 タ イプ の 詳細 は 販売 店 係員 に お 問合せ くだ さい 
※ 宿 泊 施 設 ・ 宿 泊 プ ラン に より 、 最 少 受付 人 員 が 2 名 と な る 場合 が あり ます 。 ま た 、 一 室 あ た り の 宿泊 利用 人 数 が 異な り ます 。 
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当 プラ ン 専 用 の 地元 ガイ ド 高谷 さん 
佐原 を 知り ※ く し た 高谷 さん が 、 そ の 日 の 天候 や お 


客 様 の お 好み に 合わ せ て 佐原 の 町 並み を ご 案内 
いた し ます 。 





古 民 家 を 改築 し た 趣 の ある 空間 で 、 香 蕎 庵 自慢 
の 「 手 打ち 蕎麦 」 を 厳選 し た 食材 を 使用 し た 「 季 
節 の 蕎麦 膳 ] を お 召し 上 が りく だ さい 。 








駿河 屋 昼 食 (イメ ー ジ ) 


ーー 一 


小江 戸 さ わら 舟 め ぐり 


成田 の 老舗 うな ぎ 店 [駿河屋 | 


成田 山 新 勝 寺 総 門脇 に ある 寛政 年 間 創 業 
の 旅館 を ルー ツ と する 老舗 うな ぎ 料 理 専門 
店 。 幻 の うな ぎ と 呼ば れる 「 大 井川 共 水 うな 
ぎ 」 を 贅沢 に 蒲焼 で お 召し 上 が り い た だ き 
Nm 間 音 押 人 5 ま す 。 う な ぎ と | 鋼 店 」 
| の 日 本 酒 を 合わ せ て 
「 お 楽し みく だ さい 。 お 食 

語 』 事 は 個室 に て ご 用 意 
還 星 いた し ます 。 


駿河 屋 ( 外 観 ) 








ST 戸 時 代 、 利 根 川 水運 の 中 継 基 地 と し 
( て 栄え た 佐原 。 現 在 も 小野 川治 い を 
中 心 に 江戸 情緒 あふ れる 歴史 的 な 町 並み 
が 残っ て いま す 。 有 船頭 さん が 案内 し て くれ る 
舟 め ぐり や 日 本 全土 を 実測 し た 事 で 知ら れ 
る 伊能 思 敬 の 記念 館 は 必見 で す 。 佐 原 観 
光 の 定番 スポ ッ ト 小 江戸 さわ ら 舟 めぐ り は 
当 プ ラン で 貸切 で お 楽し みい た だ け ま す 。 





Restaurant LE UN (店 内 ) 


夕食 は | Restaurant LE UN| 


食材 は 地産 地 消 を 大 切 に 、 地 元 で 
醸造 され た 青 油 、 味 噌 、 麹 な どの 発 
酵 食品 を 取り 入れ 、 生 産 者 の 想い を 
料理 に 込め た 和 と 洋 が 融合 し た 本 格 
フレ ンチ を ご 賞味 いた だ きま す 。 


鋼 店 神崎 酒造 蔵 見 学 

元禄 2 年 (1689) 創業 。 

| 人 と 人 の 間 に 酒 が あり 、 心 と 心 
の 間 に 酒 が ある 。 そ ん な 心 に 故 く 
酒 を 造る こと が 私 の 使命 で す 。」 
を モッ トー に 心 に 響 く 酒 を 造っ て い 
ます 。「 仁 勇 ]「 不 動 」 の 醸造 元 で 
す 。 こ こ で は 当 プ ラン 専用 ガイ ド が 
酒蔵 内 を ご 案内 いた し ます 。 見学 
時 に は その 時 期 お すす め の 日 本 
酒 の 試飲 も 。 
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伸 と 目 然 と 人 が は 








較 行 程 . 人 > は レン タカ ー、 急 は 専属 ガイ ド が ご 案内 し ます 。 
以下 に 記載 の 行 牌 の うち お 客 様 の 都合 で 一 部 利用 され な く て も 払い 戻し は あり ませ ん 。 
最少 催行 人 員 :2 名 (最少 受付 人 員 : お と な 2 名 ) 


生地 ーー 宇治 山田 駅 (12:30 頃 発 )※ 注 條 一 一 gy (5 分 ) 一 一 


ふた み お きた まじ ん じゃ 
る 二見 興 玉 神 社 で の ご 祈 待 245-/ 約 90 人 ) 一 
馬 世 作 jo ( 豊 受 大 神宮 ) 


目 | 一 一 一 急 伊勢 神宮 外宮 ( 豊 受 大 神宮 ) (9709)% 注 の ーー 一 
@ss (10 分 ) 伊勢 以 以 選 


伊勢 一 一 oy co2) 一 一 和倉 田山 * 公 姫 文化 の 礎 ⑯70)*6 一 一 
る 伊勢 神宮 内 宮 ( 皇 大 神宮 ) 9709…… 
…… お は らい 町 ・ お か げ 横 丁 (自由 生食 ) 一 ge (40 人 ) 一 全 海 女 小 屋 
ティ ー タ イム と 相差 まち 歩き 1430-/909) 三 ey (202) 三島 羽 隊 | 及 | 
鳥羽 王 gy (509) か oe 
・・ 大 王 埼灯 台 (@920 人 ) 一 eS (25 分 ) 一 横山 展望 台 ( 約 25 分 ) 

急 志 摩 観光 ホテ ル 館 内 案内 ⑭403) ee 


…・ 伊 厄 志 摩 サ ミッ ト 記 念 ラ ンチ (13:00 頃 一 / 約 90 分 ) 一 eS (0 分 ) 一 


う が た Bl お 客 様 負 揚 
ーー 一 (15:20 遷 到着 ) 鵜 方 駅 ※ 注 パ mw 近畿 日 本 鉄道 | 各地 | 必 剛 | 


ss (20 分 ) 一 





 - 本 








ーー gy (10 分 ) 


皿 還 NO 








ーーー (15 分 ) 





思 四 6 う 


住 復 交 通 宿 泊 の セ と / トブ コン * 宿泊 ブ ラン も ご 用 意 ! 


各地 か ら 宇 治山 田 駅 まで の | e 東 京 駅 か ら 新幹線 + 近 鉄 観光 特急 し ま か ぜ で 3 時 間 15 分 
所 要 時 間 (目安 ) @ 大 阪 難波 駅 か ら 近鉄 観光 特急 し ま か ぜ で 約 1 時 間 40 分 
※ 近 鉄 観光 特急 し ま か ぜ 利 用 の 場合 | @ 近鉄 名 古屋 駅 か ら 近鉄 観光 特急 し ま か ぜ で 約 1 時 間 20 分 


宿泊 プラ ン ・ 部 屋 タ イプ ・ 宿 泊 先 で の お 食事 抄 件 も ご 希望 に 合わ せ て 
自由 に お 選び いた だ け ま す 。 当 カ タロ グ と あわ せ て ご 覧 くだ さい 。 


介 夫 放 き 
97p り チ 衣 岡 


デジ タル 
パン フレ ッ ト は 


※ 掲 載 の 写真 は 全て イメ ー ジ で す 。 支 ⑥ 〇 伊勢 志摩 観光 コン ベン ショ ン 機 構 


共存 する 伊勢 記 





1 泊 目 伊勢 
いにしえ の 宿 伊 










*… 宿 泊地 
※ 宿 泊 は 別途 手配 が 
學 要 と な り ま す 。 


志摩 観光 ホテ ルー 記 島 恥 


伊勢 志摩 は 多く の 人 が 生活 する 、 全国 で 
も 稀 な 国立 公園 。 次 久 の 歴史 を 持つ 伊 
和伸 叶 。 海 に 浮か ぶ 島 々 が 織り 成す 英 膚 
湾 。 豊か な 自然 の 中 で 育ま れ た 、 海女 文 
] じ や 神 人 共 食 の 精神 。 特異 な 環境 の 中 で 


暮らす 人 々 の 歴史 、 信 仰 に 触れ る 旅 。 





( 左 ) し ま か ぜ /( 右 ) 伊 勢 志 摩 ラ イナ ー※ 左 記 は お すす め 列 束 イ メー ジ で す 。 
ー 見 興 玉 神社 文 往路 : 宇 治山 田 駅 まで / 復 中 : 問 方 駅 か ら の 列車 は 旅行 代金 に 含ま れ て お り ま せん 。 注 修 


け 和 に | 


出発 日 カレ ンダ ー 、 占 
| 本] 金 | 二 | 目 | 月 | 火 | 水木 


水 | 木 | 金 
回 MM 届 還 還 由 
回 時 還 半 回 回 回 較 回 回 生 脱 細 還 画 画 南画 回 面 古 開 間 
四 軒 時 還 間 還 回避 旨 回 四 較 箇 男 血 男 男 敵 四 男 敵 瑞 
画 旅 行 代 金 レン タカ ーA フ ラス (1 組 に つき 1 台 ) 利 用 
※ 各 地 の 宿 泊 代金 は 含ま れ ませ ん 。 
全 出 発 日 


| 秋 擬 申 
ニニ 
50,600 54,600 62.500 


※ 小 学生 以下 ( 未 就学 児 合 お) は お 申込 みい た だ け ま せん 。 


人 【 乗 車 
員 】5 名  【 積 載 量 (目安 )】】 ス ー ツ ケー ス 約 2 個 分 【 配 返 車 】 配 車 は 伊勢 宇 
治山 田 営業 所 返 車 は 志摩 敵 方 営業 所 【 代 金 に 含ま れる も の 】 レ ンタ カー 
の れ 邊 目標 準 コ ー ス 基本 料金 、 車 両 ・ 対 物事 故 免責 額 補償 制度 加入 料 、 消 費 税 、 ガ ソ 
リン 満 タ ン 返 し 不要 (途中 給油 分 は お 客 様 負担 ) ※ カ ー ナ ビ ・ETC 車 載 
器 標準 装備 携帯 オ ー デ ィ オ 接続 端子 「Music Linel 標 準 装備 


※ レ ンタ カー 利用 時 の 有料 道路 代 ・ 駐 征 場 代 、 行 程 表 に 記載 され て いな い 乗 物 代 ・ 食 事 代 ・ 入 場 
料 等 は 旅行 代金 に 宮 ま れ ま せん 。 た だ し 、 一 部 入館 料 を 現地 で 別途 お 支払 いい た だ く 場 合 が あり 
ます 。(※ 注 傘 参 照 ) 
※ 1 日 目 二見 興 玉 神社 一 2 日 目 皇 大 神宮 まで は 同一 の 専属 ガイ ド が ご 案内 いた し ます 。 た だ し 、 事 
情 に より ガイ ド が 変更 に な る 場合 が び ざ い ます 。 ま た 、 レ ンタ カー に は 専属 ガイ ド は 同行 し ませ ん 。 
※ 1 日 目 二見 興 玉 神 社 の 祭事 や 神社 挙式 に より 、 ご 祈 複 が 受け られ な い 場 合 が あり ます 。 
※ 食 事 の アレ ルギー が ある お 客 様 は 、 中 信 時 に 販売 店 係員 へ お 申し 出 く だ さい 。 2 日 目 の 海女 小 
屋 テ ィ ー タ イム は 、 お 餅 ・ 焼 き 貝 等 を 提供 予定 
※ 注 旨 : 駅 は 近 日 本 首 利 用 の み と なり ま す 。 。 し ま か ぜ 又は 伊勢 志摩 ライ ナー 等 の 特急 列 
※ 注 人 :1 日 目 豊 受 大 神宮 せん ぐう 館 入館 料 、 ーー 訪 田 山 ・ 俊 姫 文 化 の 森 徴 古館 入館 料 (共通 
券 含 お ) は 別途 現地 で お 支払 いく だ さ 
※ 注 皿 : 時 場 は 大 表 還 場 利用 くだ さい (有料 ) 。 駐 車場 か ら 体 験 場所 まで は 徒歩 で 
約 10 分 か か り ま す 。 [ 取 1」 


zeE 衣 1 VGV321-E( 申 込 締切 日 :10 日 前 最少 受付 人 員 :2 名 ) 














売店 | 予約 方 や 注意 情報 は P.30 | 





一 お すす め の 宿 泊 施設 





6109-015 


い きゅう 


: 2 泊 目 鳥羽 6112-030 


うら し ま ゆう さと 


| サン 清 島 悠 地 の 時 


内 宮 ま で 徒歩 約 15 全て の お 部 屋 に 天 
分 と 、 伊 勢 神宮 の お 状 温 泉 を 利用 し た 
膝元 に 建つ 全 室 忠 解 天 風呂 を 備え 、 波 
天風 呂 付 の 宿 。 早 の 音 を 聞き な が ら 
朝 の 内 宮 の 散 策 に 温泉 を 楽し め ま す 。 
お すす めで す 。 

臨 天風 呂 「 森 の 湯 ] 角 天 風呂 「 外 の 宮 ] 
(入替 制 ) (男性 用 ) 





宿泊 プラ ン ・ 部 屋 タ イプ の 詳細 は 販売 店 係員 に お 問合せ くだ さい 
※ 宿 泊 施設 * 宿 泊 プ ラン に より 、 最 少 受 付 人 上 員 が 2 名 と な る 場合 が あり ます 。 ま た 、 一 室 あ た り の 宿泊 利用 人 数 が 異な り ます 。 
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神宮 徴 古 館 ・ ガ イド イ ea 
倉田 山 ・ 俊 姫 文化 の 森 


修 姫 宮 が ご 鎮座 する 侯 姫 文化 の 森 に は 、 神 宮 徴 古館 や 神宮 農業 
館 な どの 文化 施設 が あり 、 神 宮 の 精 神 文化 を 体感 いた だ きま す 。 
※ 当 日 の ガイ ド は 1 名 と な り ま す 。 ま た 、 ガ イド の 指定 は で きま せん 。 


色 の 煙 し 小屋 見 学 


神 営 祭 の 時 期 に 奉納 す 
る も の つく り を 源流 と し 
て いる 、 か つ お の 天 ば く 。 
2,000 年 前 か ら 、 鯉 節 は 
神様 の お 食事 | 神 鯖 」 と 
し て 献上 され て いま し た 。 
神々 に 捧げ 、 神 々 と 共に 
食す る | 神 人 共 食 ] の 精 
神 を 感じ て いた だ け ま す 。 














料理 イメ ー ジ 
志摩 観光 ホテ ル 伊勢 志摩 サミ ッ ト 記 念 ラ ンチ 
歴史 と 伝統 ある 志摩 観光 ホテ ル の 館内 を 特別 に ご 案内 し ます 。 


旅 の 最後 に は 、 サ ミッ ト の ワー キン グ デ ィ ナ ー の 会 場 に ちな っ た レス ト 


ラン で | 伊勢 志摩 サミ ッ ト 記念 ラン チ 」 を お 楽し みく だ さい 。 





伊勢 神宮 内 宮 


字 治 橋 前 の 
鳥居 か ら 昇 る 朝日 


日 の 神宮 は 静けさ が 満ち 、 
独り 占め し て いる よう な 気 
分 に な り ま す 。 ま た 冬至 前 後に は 、 
天 照 大 御 神 が 礼 ち られ て いる 宇治 
橋 前 の 鳥居 の 後ろ か ら 昇 る 朝日 
を 鳥居 の 真正 面 か ら 見 る こと が で 
きま す 。 ぜ ひ 早 朝 の 内 宮 で 荘厳 な 
雰囲気 を 感じ て みて くだ さい 。 


※ 載 日 を ご 覧 に な り た い 方 は 、 伊 勢 エ リア へ の ご 宿泊 を お すす めし ま 
す 。 た だ し 、 宿 泊 場 所 に よっ て は タク シー 利用 が 必要 な 場合 も あり ます 。 
※ 天 候 に よっ て は ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 


伊勢 神宮 内 宮 宇治 橋 選 大 ・ 朝 日 イメ ー ジ 雄 


N 





に 9 「 
海女 小屋 イメ ー ジ 石神 さん (神明 神社 ) 


海女 小屋 ティ ー タ イム 


日 本 一 海女 が 多い まち 相差 。 現 役 海 如 さん の 話 を 聞き な が ら の ティ ー タ イム 、 女 性 の 願い 
を 叶え て くれ る と いう 石神 さん を お 参り する 地元 ガイ ド と の まち 歩き で 、 海 女 文化 に 触れ て 
み ま せ ん か 。 


横山 展望 合 か ら 見 た 

笑 謀 湾 
標高 約 203m の 場所 に あ 
る 展望 台 か ら は 、 海 に 向 
か っ て 突き 出し た 幾つ も 
の 半島 や 島々 を ぐ で るり と 
見 渡せ ます 。 









レス トラ ン |「 ラ ・ メ ー ル ザ グラ シッ ク 」 
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熊野 本 宮 大 社 写真 提供 : 公 益 社 団 法 人 和歌 山県 観光 連 衣 


較 行 程 往路 / 高 野山 駅 前 9:45 発 の 聖地 巡礼 パス を ご 利用 くだ さい 。 

中 は 路線 バス 、 健 は 専属 ガイ ド が ご 案内 し ます 。 

※ 以 下 に 記載 の 行程 の つう ち 、 お 客 様 の 都合 で 一 部 利用 され な く て も 払い 戻し は あり ませ ん 。 
田 最 少 催 行人 員 :2 名 (最少 受付 人 員 : お と な 2 名 ) 


高野 山 駅 前 5 ニ 千 手 隊 橋 ( 東 


ーー 一 縛 ( 聖 地 タ 巡礼 バス ) 


ご まだ ん きん 
955 爺 一 人 ( 加 寺 礼二 護 礎 壇 山 (1055-11.05) 三 


き ら 5 

季 楽 里 龍神 (自由 玉 食 /11:40-12:20)(1220 発 ) - 一 
きゅう ば どう じ ぐち 

牛馬 童子 ロバ ス 停 (1323 縛 着 *・*・ 道 の 駅 


きゅう ば どう じ ぞう 


能 野 古道 な か へ ち (13:30-13:50)※ 注 ・・・ 牛馬 童子 像 ・・ 展望 台 ・・…・ 
( 手 倫 物 預かり ) 
ちか つゆ お う じ 


… 近 赴 王子 … 近 吉 王子 バス 停 (604 放 一 一 引 一 一 (648) 川 湯 温泉 


(手荷物 受取 り 
グ M 


川 湯 温泉 (807 移 ) 一 一 5 一 王 急 本 宮 大 社 前 バス 停 (820-8:30) ・・…・ 
お お 秒 の は ら 


「 ま よ ま 】 樹 の 里 ※ 注 @ EE Y 大 斎 原 の で る の 本 宮 大 社 前 バス 停 *% 注 @ 一 紀 三 
(手荷物 預かり ) (世界 選 産 セン ター: お 弁当 お 渡し ) 
は ほっ し ん も ん お う じ ン に みず の みお う じ ふし お が みお う じ 
ー 発 心 門 王子 バス 停 ⑨35 暑 ) … 発 心 門 王子 … 水 可 王子 …・ 伏 拝 王 子 … 
は 5 い と ど お うじ 


…… 三軒茶屋 跡 …… 見 晴 台 …… 麗 殿 王子 …… 熊野 本 宮 大 社 … 
… 樹 の 里 …・ 本 宮 大 社 前 バス 停 (1505 妨 三 9 三 (17:15 順 | JR 紀伊 田辺 駅 


手荷物 受取 り ) 











ーー 晶 N6 (聖地 巡礼 バス ) 





四 加 一 


(牛馬 童子 一 近 露 王子) 較 標準 歩行 時 間 : 約 50 分 


圏 歩行 距離 : 約 2.0km 圏 標高 差 : 約 90m 








思 軸 NO 


(大 斎 原 ) 較 標準 歩行 時 間 : 約 25 分 較 歩行 距離 : 約 1.5km 較 様 高 差 : 無 し 


( 発 心 門 王 子 一 熊野 本 宮 大 社 ) 時 標準 歩行 時 間 : 3 時 間 十 昼食 (休憩 
時 歩行 距離 : 約 7.0km 圏 標高 差 約 270m 





困 軌 





往復 交通 十 宿 泊 の セッ ト プ ラ ン ・ 宿 泊 プ ラン も ご 用 意 ! 
主 国 どこ か ら で も こ 出 発 い た だ け ま す 。 





@ 東京 駅 か ら 新 大 阪 駅 経由 で 約 5 時 間 
@ 新 大 阪 駅 か ら 約 2 時 間 
@ 名 古屋 駅 か ら 新 大 阪 駅 経由 で 約 3 時 間 


難 地 か ら 南 海 高野 山 駅 まで の 
所 要 時 間 (目安 ) 


宿泊 プラ ン ・ 部 屋 タ イプ ・ 宿 泊 先 で の お 食事 条件 も ご 希望 に 合わ せ て 
自由 に お 選び いた だ け ま す 。 当 カ タロ グ と あわ せ て ご 覧 くだ さい 。 


デジ タル 
パン フレ ッ ト は 


1 4 。※ 掲 載 の 写真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


世界 遺産 








前 泊 ノ 高野 山 


ほん が くい ん 








避 ヽ 


JR 紀伊 田辺 駅 


古く か ら 信仰 の 対象 と な っ て きた 熊野 古 
道 。 先 人 た ち が 求 め 、 信 じ 続 け て さき た も の 
は 何 か 。 その 足跡 を 地元 熊野 古道 を 知り 
尽 す | 古道 語り べ ・ 熊 野 赤 リ ュ ッ ク 」| が お 
客 様 の た め だ け に ご 案内 。 


深 本 除 。 






古 違 語 り べ 狂 野 赤 り ュ ッ フス タッ フ ( ガ イド ) 


( 表 張 


出発 日 カレ ンダ ー 














FEifEIPS | 土 | 日 月 | 炎 木 | 中 月 | 金 二 [日 PE3PSE3 日 月 [ 火 [ 永 [本 | 例 | 
[昌和 還 軸 由 
皿 軒 時間 。 。 | パパ 。 攻 画 画 画 画 咽 拓 還 間 半 
一 旅 行 代金 ※ 各 地 の 宿 泊 代 金 は 含ま れ ま せ / 


お ひと り (単位 : 円 ) 生出 発 日 


お う ./00 
と 5900 


10.200 
10,900 
12.800 


※ 未 就学 児 は お 申込 いた だ け ま せん 。 


※ 1 日 目 近畿 王子 バス 停 か ら ご 宿泊 地 ま で 、2 日 目 JR 紀伊 田辺 駅 以降 の 移動 は お 客 様 負 担 と な り ま す 。 

※ 行 程 表 に 記載 され て いな い 乗 物 代 ・ 食 事 代 ・ 入 場 料 等 は 旅行 代金 に 含ま れ ま せん 。 

※ 雨 天 決行 で す が 、 行 程 や 安全 に 支障 を きた す 悪 天候 の 場合 は 一 部 行程 を 変更 又は 中 止 す る 場合 

が あり ます 。 雨 天 時 用 に 雨具 (カッ パ 等 ) を ご 用 意 く だ さい 。 ま た 、 気 温 が 下がる 場合 が あり 、 上 着 も 

ご 準備 いた だ く こ と を お 勧め し ます 。 

※ 行 程 内 の 路線 パス 、 聖 地 巡 礼 パ ス は 最終 旅程 表 を 提示 し ご 乗車 くだ さい 。 ま た 、 記 載 時 刻 以 外 の 

パス は あり ませ ん の で 乗り 遅れ な いよ う ご 注 意 く だ さい 。 

※ 歩 きやすい 靴 、 服 装 で ご 参加 くだ さい 。 

※ 注 総 : 和 牛馬 本 子 ロバ ス 停 に て ガイ ド と 合流 し 、 パ ス 停 前 の 「 道 の 駅 熊野 古道 な か へ ち ] に て 受付 、 
手荷物 を お 預かり し ます 。 お 預かり し た 手荷物 は 、 近 名 王 子 パ ス 停 前 の 井谷 商店 で お 受取 
りく だ さい 。 

※ 注 引 : 本 宮 大 社 前 バス停 に て ガイ ド と 合流 し 、「 樹 の 里 ] に て 受付 、 手 荷物 を お 預かり し ます 。 (本 宮 
大 社 パ ス 停 か ら 徒歩 1 一 2 分 ) 

※ 注 修 : 弁 当 は 本 宮 大 社 前 バス 停 (世界 遺産 セン ター) に て お 受け 取り くだ さい 。 天 候 に か か わら ず 、 
伏 拝 王 子 ( 伏 拝 茶屋 ) で お 召し 上 が り い た だ く 予 定 で す 。 但 し 、 当 日 ご 参加 の お 客 様 の 様子 に 
より 、 三 軒 茶屋 跡 又 は 見 晴 台 に 変更 する 場合 が あり ます 。 


z め mi 肖 1 WGR113-8( 申 込 締切 日 :10 日 前 最少 受付 人 員 :2 名 ) 


na 生計 予約 方 や 注意 情報 は P.30 














一 お すす め の 宿 泊 施設 


6416-029 | 総合 82*| : 1 泊 目 / 薫 野本 宮 温 泉 久 ( 川 湯 ) 6522-002 | 総合 86。| 


山水 館 川 湯 み どり や 






閑静 な 樹林 の 中 に あ 川 と 緑 の 山 々 、 大 自然 に 
り 、 苔 を 配 し た 石 妖 : 池 囲ま れ た 神秘 的 な 癒し の 
泉 隆 な ど 五 つの 庭園 に 還 お 宿 で す 。 河 尿 の 器 大 風 
囲ま れ 、 お 部 屋 か ら は 二 1 混 浴 ) は 開放 的 川 
いずれ か の 庭園 を 上 譜 め gl の せせらぎ と 夜 に は 満点 
る こと が で きま す 。 説 g の 時 を 眺め な が ら 温 泉 を 
語 お 楽し みい た だ け ます 。 
外観 還 症 河原 の 混浴 趣 天 風呂 


宿泊 プラ ン ・ 部 屋 タ イプ の 詳細 は 販売 店 係員 に お 問合せ くだ さい 。 
※ 宿 泊 施 設 ・ 宿 泊 プ ラン に より 、 最 少 受付 人 員 が 2 名 と な る 場合 が あり ます 。 ま た 、 一 室 あ た り の 宿泊 利用 人 数 が 異な り ます 。 
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と 


小 し が 折り 重なる 紀伊 山地 の 
奥深 く の 熊野 。 古 より 神々 が 集 
時間 まる 聖地 と され 、 多 く の 巡 礼 者 
本 時 還 た ち が 踏 み し め た 道 を 、 古 道 の 
、 さ 呈 語り 部 と 歩き ます 。 


ヶ ゴ 伊 半島 南部 、 険 し い 山々 








で 
BE まで 。 』 
EE 


熊野 古道 写真 提供 : 公 益 社団 法人 和歌 山県 観光 連 避 


Tr い 玉 1 っ 
/ 『 に に Ce h 


「 議 し 





< で 





K - ri 夫 、 > 
と の 7 
古道 語り べ 熊野 赤 リ ュ ッ クス タッ フ ( ガ イド ) 音 か > が 
二 音 放り べ 能 最 夫 り ュ ュ ッ フ (ガイド) っ 
百 忠 語 リ べ 熊野 赤 リ ュ ッ クス タッ フ ( ガ イド) 、 
近 串 王 子 ( ち か つゆ お うじ ) 


| わか りや すい 、 た の し い 、 な る ほど 」 に 至る 、 語 り を 中辺路 ルー ト の シン ボル と も 
モッ トー に し て ふる さと 熊野 を ご 案内 。 行 程 の 最後 に いえ る 牛馬 に 乗っ た 童子 の 熊野 古道 の 要 所 で あり 、 五 体 王 子 の 次 に 重要 と され た 王子 。 日 置 川 に 架かる 
は 当 プ ラン オリ ジ ナ ル の 熊野 本 宮 大 社 の 御朱印 を 石像 。 高 さ 約 50cm 程 で 明 北野 橋 を 渡っ て すぐ の 所 に 近 釧 王 子 之 跡 と 刻ま れ た 目 然 石 の 婦 が ある 。 江 戸 
お 付け し た 特別 な 踏破 証明 証 を お 渡し いた し ます 。 治 時 代 に 作ら れ ま し た 。 時 代 に 宿場 町 と し て 栄え た 、 近 露 の 里 の 原 風景 が 広がり ます 。 


(お お ゆ の は ら ) 
神 が 舞 い 降 り た と さ 
れる 地 。 音 無 川 と 熊 
野川 の 水 の ア ニ マ 
が 集め た 肥 決 の 大 地 
「 旧 社 地 大 斎 原 」。 
その 入口 に は 、 日 本 
ー の 大 鳥居 が 旅人 発 心 四 王子 
を 迎え ます 。 発 心 門 王子 (ほっ し ん も ん お うじ ) 


大 氷原 (お お ゆ の は ら ) 「 菩 提 心 本 を 発する 門 ] と いう 意味 で 、 熊 野 大 社 の 聖域 の 入口 と され ます 。 








昼食 (2 日 目 ) 


ME 高菜 の 浅 漬け の 葉 で くる ん だ 郷土 料理 
2 8 eo の 浅 漬 け の 葉 で くる ん だ 料理 の 
犬 拝 王 子 ( ふ し お が みお うじ ) か る 山々 ana 

伏 揚 bo ( さ し お が メ お うじ ) カ ら 広 が る 山 マ め は り ず し を は じ め 、 季 節 の 野菜 や 女将 さ 


昔 の 旅人 が 初め て 熊野 本 宮 大 社 を 遠く に 見 て 、 伏 し て 拝ん だ と いう 伏 拝 王子 。 「 大 斎 原 ] の 大 鳥居 を 望む こと が で きま す 。 ん が 山 で 摘ん た 山菜 を 使っ た お 弁当 。 
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奈良 ノ 日 間 ※ 宿 泊 は 別途 手配 が 必要 と な り ま す 。 
示 区 還 [ 


り lo N 二 王 00 部 名 
1 招提 寺 奈良 駅 。 春日 ホテ ル 
1 ンプ *、 今 店 
e+ 一 下 運 堂 グ の で 
アー Ww リ L いこ ie 朱 寺 アグ ヽ ae 
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唐 招提 寺 月 頃 ) 奈良 公園 ( 冬 頃 ) 写真 提供 : 一 般 財団 法人 奈良 県 ビジ ター ズ ビ ュー ロー 


田 行 程 * 人 > は タクシ ー、 は ドラ イ バ ー ガ イド が ご 案内 し ます 。 較 出 発 日 カレ ンダ ー 


※ 以 下 に 記載 の 行程 の うち 、 お 客 様 の 都合 で 一 部 利用 され な く て も 払戻 し は あり ませ ん 。 天天 


re パ ーー | 大林 [金目 月 ] 火 [未森 | 金目 [月 | 火 | 水木 | 金目 [月 | 居 | 未 | 木 | 金目 [月 | 基 | 氷 | | 例 [ 目 月 [ 多 | 氷 | 本 
上 全員 の と な 2 る ) UEHUMUBMIMIIMIWBMMIIEiaieGi の ia 
5 回 回 回 回 憎 紹 国男 自 自 細 細 引 同 較 医 男 軍国 画 細 画 肖 胃 軒 軒 
近鉄 奈良 駅 また は JR 奈良 駅 |(13:oO 発 ) mw (15 分 ) 財 1LTPE 2131415]6]7 Th1213 17 21]22123124|25|26|27|28 

em ーー HH 
ーーーーー- 9 菊 一 文 珠 四 郎 包 永 (奈良 打 刃 物 店 見 学 ・ 包 丁 し 1 
田 旅 行 代金 タク シー( 定 員 4 名 / 1 組 に つき 1 台 ) 利 用 
Xe つく も て 全 ( 今生 】 1 ませ ん 






















































1 | 名 入れ 体験 ) 3:15-14:00/ 約 45 分 ) ニーーーーー es (30 分 ) ーーーーー 一  ※ 難 地 の 宿 泊 代 金 は 含ま れ ま せ 
日 し ょ う 9e く じ お ひと り (単位 : 円 | 
目 | 一 一 急 日 本 清酒 発祥 の 地 正 暦 寺 ($ ぬ 40 分 ) 一 一 > (Go 分) 一 一 4 名 1 台 
いま に し せい べ ペ い し ょ うてん ミ の 3 名 1 台 
ーー ょ 償 和 ( き 洒 了 msoy ーー |5 
ーーーーーーーーーーー…ーー 一 評 白 填 py ET ee A 
の 05 ニーーーーーー 奈良 市 内 アン  ※ 小 学生 以下 ( 林 就 学 児 含 お ) は お 申込 いた だ け ま せん 。 
ぽく うん どう な ら すみ ※ 1 日 目 近鉄 奈良 駅 また は JR 奈良 駅 まで 、2 日 目 近鉄 奈良 駅 また は JR 奈良 駅 以降 は お 客 様 負担 
奈良 市 内 一 一 一 @ (9 分 9 黒 運 堂 (奈良 墨 作業 見 学 ・ と な り ま す 。 
※ 駐 車 代 、 行 程 表 に 記載 され て いな い 乗物 代 、 食 事 代 、 入 場 * 拝 観 料 は 旅行 代金 に 含ま れ ま せん 。 
こ 補 り 黒 ・ 00>11:207 紹 80 公 ュ ※ 寺 社 の 急 な 法要 や 工事 等 、 お よび 予定 見 学 施設 の 都合 に より 時 間 、 コ ー ス の 前 後 、 変 更 ま た は 
に ぎり 暴 ・ 写 経 体験 ) (to:00-11:20/ 約 80 分 ) mw (5 分 ) 見 学 で き な い 場合 が あり ます 。 
や く し 。 じ と うし ょ うだ い じ ※ タ クシ ー の 発着 場所 は 、 近 名 奈 良 駅 も し く は JR 奈良 駅 より ご 指定 くだ さい 。 
日 | 一 ご 偶 薬 師 寺 ・ 唐 招提 寺 ( 約 80 分 ) sy (30 分 ) ※ う 2 日 間 同じ に ドライ パー ガイ ド が 担当 し ます 。 車 内 は 禁煙 で す 。 
目 な ら ふみ で ※ 菊 一 文 珠 四郎 包 永 お よび 肝 運 堂 で は 、 体 験 後 の 作品 を 化粧 箱 に お 入れ し 、 そ の まま お 持ち 帰 


ーー 9 あか し や 奈良 字 < 等 づくり (14:20<15:40/ 約 80 分 ) 王 り い た だ きま す 。 あ か し や で は 、 作 品 を 店 舗 に より 仕上 げ 後 化粧 比 に 入れ て 、 後 日 ご 指定 の 住 
(奈良 芋 作 業 見 学 ・ 筆 づく り 体験 所 へ 郵送 いた し ます (送料 込 / 送 り 先住 所 は 当日 お 申し 出 く だ さい ) 。 


Sn ※ 今 西 清 兵 衛 商店 で の 利き : は 予約 制 で は あり ませ ん 。? が 合 が あ ! > 
ーー ey (20 分 ) (16:00 着 ) 近鉄 奈良 駅 また は JR 奈良 駅 了 了 | 今西 清 兵 衛 商店 で の 利き 酒 体験 は 予約 制 で は あり ませ ん 。 待 ち 時 間 が 発生 する 場合 が あり ます 


久作 Ei 衣 1WGS234-1 (申込 締切 日 :8 日 前 最少 受付 人 員 :2 名 ) 


店 | 予約 方 や 注意 情報 は P.30 | 














往復 交通 十 宿 泊 の セッ ト プ ラ ン ・ 宿 泊 プ ラン も ご 用 意 ! お すす め の 宿 泊 施 設 の ご 案内 
全国 どこ か ら で も ご 出発 いた だ け ま す 。 








私 
す ゃ KR rt Ne 
お 宿泊 奈良 市 内 6269-001 | きき 90s| : 宿泊 奈良 市 内 6269-019 [86 
ビー と コ 2 ロ 
ルル に = _ @ 品川 駅 か ら 新幹線 ・ 在 来 線 で 約 3 時 間 45 分 コー エコ ーー な 本 ニー 
み 難 也 か がら 近 凌 宗良 駅 また は JR 半生 大阪 駅 か ら 在 来 線 で 約 1 時 間 春日 ホテ ル : 奈良 ホテ ル 
く まで の 所 要 時 間 (目安 ) e 名 古屋 駅 か ら 新幹線 - 在 来 線 で 約 1 時 間 30 分 2 
だ ー 近鉄 奈良 駅 か ら 徒 一 度 は 泊まっ て みた 
上 議 | 窒 泊 プラ ン ・ 部 屋 タイ プ ・ 宿 泊 先 で の お 食事 条件 も ご 希望 に 合わ せ て | gz 寺 本 寺 約 ら 分 。 奈 良 公 較 い 憧れ の クラ シッ ク 
いい 自由 に お 選び いた だ け ま す 。 当 カ タロ グ と あわ せ て ご 覧 くだ さい 。 | 畔 ヨ の 玄 関口 に 位置 し 、 間 ホテ ル 。 明 治 42 年 に 
に 拓 軸 細 衣 | 方 に は 興 祖 の [関西 の 迎 融 館 」 と し 
9 靖 間 義介 の 苦 が 聞こ える 風 て 誕生 。 奈 良 公園 の 
本 較 較 合 た っ ぷり の 古都 奈 高台 に 位置 し 、 観 光 の 
テ シ ジタル 細 詳 良 に 沿 け 込 む お 宿 詩 交点 と し て 最適 。 
パン フレ ッ ト は 露天 風呂 ( 岩 風呂) フロ ント ・- ロ ビー 





宿泊 プラ ン ・ 部 屋 タ イプ の 詳細 は 販売 店 係員 に お 問合せ くだ さい 。 
※ 宿 泊 施 設 ・ 宿 泊 プ ラン に より 、 最 少 受付 人 員 が 2 名 と な る 場合 が あり ます 。 ま た 、 一 室 あ た り の 宿泊 利用 人 数 が 異な り ます 。 





16  。※ 掲 載 の 写真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
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プ さ 良 打 刃物 、 奈良 時 、 奈 良 筆 。 大 人 に な っ た 今 だ か ら 
こそ 興味 深い 伝統 の 現場 、 匠 の 技 を 間近 に 見 て 、 
体験 し て み ま せ ん か 。 








央 奈良 打 刃 物 

[株 式 会 社 菊 一 文 珠 四 郎 包 永 】 
祭 倉 時 代 の 刀鍛冶 に 始ま り 現代 の 包丁 作り まで 
約 750 年 以上 の 歴史 を 持つ | 菊 一 文 珠 四郎 包 
永 」。 一 本 一 丁 職 人 の 手 に より 作り だ され た 包丁 
は 、 近年 で は 導 外 か ら も 向い 詳 休 を 1 PP 








ーー 包丁 名 入れ 体験 ※ 
\※ 刃物 3 種 より 1 種 選 択 、 名 入れ 後 お 持ち 帰り 








プ < 良 抽 還 拉 人 在 絆 的 革 呈 
ドド Pc 三 丘 。 一 届け 日 正 . 1 紗 し ロリ ーー で エロ ロー 


[株 式 会 社 あか し や 】 





人 半 詩 使 - 空 海 が 中 国 か ら 筆 の 製法 
中 国 度 を 持ち 帰り 、 奈 良 で 製造 され る よう に 
還 間 国 な っ た の が 日 本 の 筆 づ くり の 始ま り と = 時 seo 
胃 い い \ の ワウ に デー マー ニー 」 1 oro っ ベ ロロ 
ウリ 株 式 会 社 墨 運 堂 】 


古く より 筆 づ くり に 従事 し 、300 年 以 


上 に わた る 文化 を 継承 する 筆 専門 
メー カー あか し や 。 職 人 に よる 配分 ・ 
| 寸法 ・ 毛 組み な ど 丁 寧 に 時 間 を か け 
| る 絶妙 な 手 業 に 目 を 奪わ れ ます 。 


NM | 見学 ・ 体 験 内 容 > 


| 作業 現場 見 学説 明 * 筆 づく り 体験 ※ 
※ 大 等 、 細 筆 各 1 本 仕上 げた 筆 に 名 入れ 後 、 和 日 


ーー 寺 
に ze 
6 
SS ずっ 
こ コ ー 











作業 現場 (イメ ー ジ ) 


清酒 発祥 の 地 
So 止 礎 寺 


補 計 前 正 暦 3 年 (992 年 ) 一 条 天 
皇 の 勅命 を 受け 、 関 白 九 
者 朱 兼 家の子 兼 俊 に よっ 
巡 て 創建 され た 山間 の 豊か 
な 自然 を 身近 に 感じ られ 





る 院 。 清 洒 発 僚 の 地 と 。^ Ye 
し て も 知ら れ て いま す 。 


正 暦 寺 ( 冬 頃 イ メー ジ ) 


日 本 の 墨 の 歴史 は 奈良 で 始ま っ た と され 、 奈 良 墨 は 国内 に お ける 固形 
墨 の 約 95%% の シェ ア を 誇り ます 。 奈良 時 に よっ て 書か れる 文字 は 美 し 
く 衣 や か な 濃淡 を 酸 し 、 ま さ に 伝統 を 受け 継い で きた 職人 に よっ て 生み 
出さ れる 逸品 と 言え ます 。 墨 運 堂 で は 、 創 業 よ り 220 年 以上 の 伝統 と 礎 
史 を 継承 し 、 そ の 墨 は 今 な お 近隣 の 古寺 へ 納品 され 続け て いま す 。 


R LA テン 、 
| く 見 学 体 験 内 容 > 人 





資料 館 、 作 業 現場 見 学説 明 ・ に ぎり 墨 体験 ※、 写 経 体験 | 
い ※ 体 験 後 お 持ち 帰り リ 





・ 倒 
体験 


者 丘 衛 商 店 】 今西 清 兵衛 商店 外観 


日 本 清酒 発祥 の 地 | 奈良 」 で 明治 創業 以来 、 奥 深い 味わい を 追求 し 続 
ける 商店 。 | 春 鹿 」 の 代表 銘柄 で 広く 知ら れ て いま す 。 利 き 酒 体験 で は 、 
5 種類 の お 酒 を お 楽し みい た だ きま す 。 


款 市 主 
薬師 寺 


ュ ー オ ーー 1 を を 
3 を も = ロコ † ズ 
還 | 玉 | 果 夫 


約 12 年 間 に 及 ぶ 解 体 
PenA 
塔 。 令 和 2 年 4 月 に 予定 
され て いた 落慶 法要 が 
コロ ナ 宰 の 為 延期 と な 
り ま し た が 、 多 く の ご 希 
記者 に 応え 、 令 和 3 年 3 
月 1 日 より 初 層 が 特別 
薬 人 寺 開 扉 され て いま す 。 





JRE 
歴史 深い 奈良 を 巡る に は ガイ ド の 案 
内 が 不可 欠 。 奈良 まほ ろば ソム リエ 検 
定 有 資格 ドラ イ バ ー が ご 案内 し ます 。 






寺西 ん 

奈良 まほ ろば ソム リエ 検定 2 級 
※ 寺 西 さ ん 以外 の 有人 資格 ドラ イ 
バー が 担当 する 場合 が あり ます 。 
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衣 と な り ま 


日 御 二 条 台 八重 二 神 社 





い ず も る い ず も る 


紀 、 交 距 04 購 細 中 租 W - 守 ウー 






これ まで の 量 い 運気 を 断ち 、 新 し い 門 出 に 良い 緑 を 導く 
と いわ れる 緑 切り と 緑 結び の 両 祈願 の 宇美 神社 で お 願い 
し た 後 、 隣 の 松江 市 に ある 人 気 の 緑 結び パリ ワー ス ボ ポット 
"八重 垣 神社 "を 訪れ 、 そ の 人 後 、 出 雲 大 社 へ 。 代表 的 な 出 
震 神 話 ・ ヤ マタ ノ オ ロナ 伝説 の 由縁 の 地 や 出雲 大 社 だ け 
で な い 、 八 百 万 の 神々 の 由 級 の 出雲 の 地 を 巡る 。 





須 我 神社 ハ 算 生 神 社 鏡 の 池 ) 


較 行 程 < ぬ > は タク シー、 旦 は 専属 ガイ ド が ご 案内 し ます 。 は 御朱印 対応 が いた だ ける 神 画 出 発 日 カレ ンダ ー 
社 で す 。※ 以 下 に 記載 の 行程 の うち 、 お 客 様 の 都合 で 一 部 利用 され な く て も 払戻 し は あり ませ ん 。 還 F3Ea 還 ElPP3E3F3EaEI:IP9P3E3E3 


還 最 少 催 行人 員 :2 名 (最少 受付 人 員 : お と な 2 名 ) | 四 ) 人 人 六 間 | | | | 
mi 因 引 


ーー 二 き 97 明日 PUUDULED " 国 回 還 " 剛 還 " 問 | | 
出土 緑 結び 空港 [ooog) 王 “y 902) 三 全店 美 神社 815 IM に 回 ココ コロ 前 
回国" 較 間 "| | | | 

































































1 二瓶 電王 上 本科 東電 お が 人 8 全 王 1 
目 | 一 一 gy (40 る 八重 垣 神社 (960 人 9 ) 一 一 eS (eo 分) 一 一 ーー 
い ず も お お や し LIL 台所 = 一 旅 行 代金 タク シー(1 組 に つき 1 台 ) に ) 和 宿泊 代金 は 含ま れ ま せん 
ーー 出雲 大 社 (@80 人 ) 一 Gy (0 一 出雲 市 内 思 属 切 隊 如 人 W 破 末 EE 
あま ふち 
出雲 市 内 一 一 @ (3 分 ) 一 一 天 が 淵 ( 約 20 分 ) 一 一 15 分 ) 一 一 
や ぐち いん ぜ つぼ が み 
ーー 全 八 口 神社 ・ 印 瀬 の 神 ( 約 40 分 ) 5 (20 分 ) 
ク 2 す 。 が em = 
ャ = 8 ーー デー ※ 小 学生 以下 ( 未 就学 児 含 お ) は 、 お 申込 み で きま せん 。 月 曜日 の 出発 日 の 設定 は あり ませ ん 。 
日 | 一 八 本 杉 (⑭20 分 ) ーー ey (20 分 ) 一 一 信 須 我 神 社 ($ ぬ 30 人 2) 一 一 jk 出 市 双発 落 の 利用 も 可能 で す 。 詳 し く は 、 販 売店 係員 に お 尋ね くだ さい 1 日 目 に 玉造 温泉 に 
上 oo 宿泊 の 場合 、 翌 日 の 出発 時 間 は 、9 時 まで に 出発 を お 願い し ます 。 
ーー eo (20 分) 一 一 湯 の 川 温泉 (昼食) ) 
wm ※ 行 程 表 に 記載 され て いな い 乗 物 代 ・ 食 事 代 ・ 入 場 料 等 は 旅行 代金 に 含ま れ ま せん 。 
ーー 一 介 2 ( 約 30 分 ) ey (30 分 ) 一 一 出 圭 ※ 昼 食 時 の 飲み 物 代 は 、 含 まれ て お り ませ ん 。 お 客 様 支払 いと な り ます 。 
人 る 須佐 神社 宜 市 内 中 層 中 ※ ア レル ギー が 有る 場合 は 、 申 込 時 に 、 そ の 食材 に つい て お 知ら せく だ さい 、。 
ーー ※ ご 朱印 対応 が 可能 な 神社 で の ご 朱印 を 希望 の 場合 は 、 申 込 時 に 、 希 望 の 神社 を お 知ら せく だ さい 。 
出雲 市 内 一 一 仙人 ) 一 一 神社 (80 分 ) 一 一 g@> (So 人 ) 一 ュ ※ ご 朱印 代 は 、 含 まれ て お り ま せん の で 、 お 客 様 支 払い と な り ます 。 
ーー… Para 5 ※ ご 朱印 息 は 、 お 客 様 自身 で 、 ご 準備 いた だ く か 、 当 日 、 現 地 で 剖 入 し て くだ さい 。 
S SS 。。。。 1 ーー ーッ 角間 治り に くく 歩き や すい 靴 ・ 服 装 で お 越し くだ さい 。 
3 1 二 呈 の 0 人 9 8 ※ 寺 社 の 急 な 法要 や 工事 等 、 及 び 予 定 見 学 施設 の 都合 に より 時 間 、 コ ー ス の 前 後 、 変 更 又は 見 学 
0 の み さき の 了 で き な い 場合 が あり ます 。 
日 | - 一 急 日 御大 神 社 ( 約 15 分 ) …・ (徒歩 約 15 分 ) ** 日 御崎 灯台 (昼食 ) 一 一 ※4 名 定員 の 普通 車 を 時 本 と し ます 。 本 プラ ン で は 、 観 光 ガ イド も 乗車 し ます の で 、 感 染 症 対策 の 
目 Pr た め 3 名 以上 で 申込 の 場合 は 、 ジ ャ ン ボ タク シー と な り ま す 。 


ーーーーーーー ws (20 分 ) 一 一 一 一 一 一 万 九 千 神 社 ( ぬ 915 人 ーーーーーーー- 
z め 還 5 肖 1WGV1 39-4 (申込 締切 日 :10 日 前 最少 受付 人 員 :2 名 ) 
ーー 理緒 (30 分 ) 5:30 着 | 出雲 縁結び 空港 出雲 縁結び 空港 レイ レ | 上 明和 や き 意 情 laP30 。 。 

















所 要 時 間 (目安 ) @ 名 古屋 (小牧 ) 空港 か ら 飛 行 機 で 約 1 時 間 出雲 神話 の 世界 が 矯 
國 所 に 感じ られ る 、 重 厚 


ロー 一 年 前 洋 の 松 
と < ピン 江 「 皆 美 館 ] の 別 錠 と し 
上 っ て 、 昭 生年 に 開 


必 議 往復 交通 + 宿 泊 の セッ ト プ ラ ン ・ 宿 泊 プ ラン も ご 用 意 ! 田 お すす め の 宿 泊 施 設 の ご 案内 

主 国 と こ か ら で も こ 出 発 い た だ け ま す 。 1 泊 目玉 造 温泉 7323-003 [91s| : 2 泊 目 大 社 7329-013 [ea 91。 | 
読 也 = PRSP か すい えん みな み ・。 て ん ね ん お ん せん た いし ゃ 

タ 各地 か ら 出雲 緑 結び 空港 まで の | % 2H 補 か ら 飛 委 で 1 時間 20 佳 浴 苑 紅 美 天然 温泉 大 社 の 湯 いにしえ の 宿 価 有 
『 

さ 


宿泊 プラ ン ・ 部 屋 タ イプ ・ 宿 泊 先 で の お 食事 柔 件 も ご 希望 に 合わ せ て 
感 と 落ち 着き の ある 





い 自由 に お 選び いた だ け ま す 。 当 カ タロ グ と あわ せ て ご 覧 くだ さい 。 に ー 
「 ーー 張本人 和 全音  .、。 し た も 后 放 人 。 沈 泉 雰囲気 の 飲 内 畳 敷き 
ユー ルー 1 より ひい た 良質 の 「 神 の お 宿 。 貸 切 風呂 や 湯 
内 嶋 咽 : 開 aa om の 湯 ] を 心ゆく まで お 世 3 上 D 如 で の サー ビス な 
(ーー テ シ ジタル 加工 ※ し みい た だ け ま す 。 ど 、 お も て な し が 充実 。 

「 人 パン フレ ッ ト は Ma | メイ ン ロ ピ ー 大 浴場 


宿泊 プラ ン ・ 部 屋 タ イプ の 詳細 は 販売 店 係員 に お 問合せ くだ さ 
※ 宿 泊 施 設 ・ 宿 泊 プ ラン に より 、 最 少 受付 人 員 が 2 名 と な る 場合 が あり ます 。 AN ご り の 宿泊 利用 人 数 が 異な り ます 。 





1 。※ 掲 載 の 写真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
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< Be 
si 52 ぶっ 
JA 
と は 『 コ イム ゴウ み ー に ー、 了 
イー 2 『 ー4、 マ ケー * で SN 
素 珍 人 結 の 祖 世 
ルク ト クッ ルポ 作 小 リ マブ コト 
ナ テ ムー -kia Li 
ーー ーー ー- 才 - IF が ょ 5 
ーー に 。 一 たよ 人 企 了 
中 ン oh (4 
で 天 ラグ | | ] 敵 ラマ 
っ 
EE - 


ば ーf 祀 神 、 コ トサカ ノ オ ノ ミコ ト 
ーー デー キュ あら め 
る 悪 縁 消除 に ご 利益 が ある と 言 
われ て いま す 。 痛 切 札 に は 、 悪 
辺 の 願い を 記入 し 納め ます 。 





宇美 神社 


し 上 』 ョ 品 
LHf ご 時 光 


代表 
前 田 み の り 氏 


出雲 観光 ガイ ドク 
ラブ は 、 女 性 8 名 
で 構成 され て いま 
す 。 奥 が 深い 出雲 
神話 を わか りや す 
訓 く お 伝え し ご 満足 0 
還 いた だ ける 旅行 を 稲佐 の 浜 
| お 届け で きる よう 稲佐 の 浜 








神々 が お 越し に な られ る 浜 。 出 雲 大 社 の 神 迎 神事 が 催さ れる と ころ 。 高天原 (天上 の 神々 の 国 ) か ら 
員 央 観 ガ イド クラ ブ し * ま す 。 の 使者 が 大 国 主 大 神 ( オ オク ニ ヌ シノ ミコ ト ) に 、 国 譲り を 談判 し た 場所 と 言わ れ て いま す 。 


八重 垣 神社 


須佐 之 男 命 ( ス サ 
ノ オ ノ ミコ ト ) と 稲 
田 比 売 命 (イナ タ 
ヒメ ノミ コト ) が 新 
居 を 構え た 神社 。 
ヒメ が 鏡 に 使っ た [ | [ 
と 言わ れる | 鏡 の ーー 
池 ] で は 緑 占 い が 須 我 : 
で きま す 。 





須佐 之 男 命 ( ス サ ノ オ ノミ コト) が 稲田 比 売 命 ( イ ナタ 
ヒメ ノミ コト ) と 造っ た 「 日 本 初 之 宮 」 (日 本 で 最初 の 
神社 ) と 言わ れ 、 こ の 地 で スサノオ が 詠ん だ 日 本 初 の 
和歌 の 由縁 か ら 和 歌 発 祥 の 地 と も 言わ れ て いま す 。 





八重 坊 神 社 


化 房 日 本 : >/ 萌 皇 の 幸 御 吉 の ) 昼 1 食 


H 御 随 に ある 地元 の 食材 使用 する 料理 店 | 花 羽 |。 名 物 
の り ニ 井 が SNS 等 で 話題 に な り 、 待 ち 時 間 が 必要 な お 店 ”。 





と な り ま し た 。 利 昌 ニ ュー は 、 当 仕入れ 状況 に より 店 。 AP ee 

が 考え る 冬 度 パソ グン: 名 物 の ウニ 井 と 日 本 海 の 地 MM MA 肌 め 1 

産 [の とぐろ 」 の 煮つけ が メイ ン の オリ ジ ナ ル 御 膳 で す 。 W 在 穫 

※ ウ ニ が 苦手 な 方 は アレ ンジ も 可能 で す 。 て 11 月 30 日 ( 火 )・ 

8 f 神 に 去 出 奈 : 
日 御 際 神 社 11 月 30 日 (9 火 ) 

or OR 神 議 が 終わ り 出雲 大 社 を 
人 13 人 ま 用 発 た れ た 後に 、 帰 郷 前 の 万 九 千 神 社 ( 神 等 去 出 宗 ) 


日 の 本 の 夜 を 守る 神社 と 言わ れ て いま す 。 ( 朝 を 守 酒宴 会 場 と し て 立ち 寄ら れる 神社 。 全 国 に 帰っ て いた だ く 
る の は 伊勢 神宮 ) 神 々 は 出雲 大 社 に ご 滞在 の 間 、 [ 「 こと を 促す 神事 ・ 神 等 去 出 祭 が 執り 行わ れ 約 一 か 月 弱 の 
お 出かけ に な られ て いる の で し ょ う 。 3 日 目 昼食 イメ ー ジ 神々 の ご 滞在 は 終了 と な る の で す 。 
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か ずら 橋 ( 和 頂 イメ ー ジ ) 写真 提供 : 三 好 市 観光 協会 


較 行 程 .G ぷ > は タク シー、 昭 は 専属 ガイ ド が ご 案内 し ます 。 
※ 以 下 に 記載 の 行程 の うち 、 お 客 様 の 都合 で 一 部 利用 され な く て も 払戻 し は あり ませ ん 。 
還 最 少 催 行人 員 :2 名 (最少 受付 人 員 : お と な 1 名 以上 を 含む 2 名 ) 


お お ほ け 























い や けい 
JR 大 歩 危 駅 *※ 注 @ |(9:10 発 ) “> (20 分 ) 祖谷 渓 ( ひ の 字 ・ 
小便 小僧 像 ) (93o-9:5o) 一 一 @S (5 分 ) 一 一 か ずら 橋 (oo5-1o:3o) 一 
《 喜多 家 コ ー ス ※10.11 月 の み )》 
5 (45 分 ) 急 喜 多 家 ( 見 学 ・ 昼 食 ) (1s-1z:45) 一 一 


一 @e (20 分 ) 一 急落 合集 落 展望 所 (3:05-13:35) 三 
りゅう ぐう が 


ーー eS (5 分) - 王 旬 龍 宮 崖 (13:50-14:30/ ガ イド 降車 ) - 一 









民 食 プラ ン ーー ww (30 分 ) 一 一 一 (15:00 着 ) JR 大 歩 危 駅 *※ 注 @ 
※ 注 紛 
《 そ ば 打ち コー ス ) 


9 (30 分 ) 二 


9 都築 商店 (そば 打ち 体験 + 昼 食 ) 100-1230) ニ 
急 黄 合 集落 展望 所 (2:40-13:10) 王 
一 > (20 分 ) 三 昌平 家屋 敷 ・ 阿 佐 家 (3:30-14:o0) 三 


りゅう ぐう が け 


ーー ey (5 分 ) 一 急 龍 宮 居 (14:15-15:00/ ガ イド 降車 ) 一 


一軸 き * (10 分 ) 一 


一 @5 (30 分 ) 王 (15:30 着 )|JR 大 歩 


コー ス は (株 )JTB( 東 京都 品川 区 東 品 川 2-3-1 1 観光 店長 官 登録 mm 

企画 ・ 実 施す る 募集 型 企画 旅行 で す 。 お 申込 に 際 し て は 企画 ・ 実 施 会 社 の 定め る 契約 条件 を 必ず ご 
確認 選 くだ さい 。 本 コー ス に 参加 され る お 客 様 は 、8 明記 し て いる 企画 実施 会 社 と 募集 型 下 画 旅行 契約 を 
締結 する こと に な り ま す 。 取 消 料 な どの 詳細 は 企画 ・ 実 施 会 社 の 旅行 条件 書 (全文 )、 出 発 前 に お 渡し す 
る 最終 日 程 表 等 の 確定 書面 及び 旅行 業 約款 募集 型 企画 旅行 の 部 に より ます 。 


一 旅 行 企画 ・ 実 施 : (一 社 ) そら の 郷 徳島 県 知事 登録 旅行 業 第 2-148 号 
徳島 県 三好 市 池田 町 シマ 995 番 地 1 (一 社 ) 全国 旅行 業 協会 正会員 








ひ の 字 
祖谷 の か ずら 橋 
喜多 家 


洲 合 集落 





う 絶景 と 人 々 


日 本 三 大 秘境 の ひと つ で ある 祖谷 。 そこ 
に 暮らす 人 と 共に 、 大 自然 が 織り な す 絶 


景 ス ポッ ト を 巡り 、 昔 な が ら の 味 を 楽し 
うと 人 と 自然 の 
1 日 を 。 


共存 に 触れ 、 心 や すら ぐ 





旧 喜 多 家 住 宅 で の 昼食 (イメ ー ジ ) 
他社 募集 型 





軒 出 発 日 カレ ンダ ー 企画 旅行 AA / 
2 _ 000 放 640 まれ (喜多 家 コ ー ス は お 選び いた EE OO) 
員 玉生] 月 [X| 示 | 本 | 人] 下 ] 月 DX[| 林 | 会 | 


闘 丹 23|24 

中 HIGHHHUPMIPEIIIMIIPSIIP 回 詳細 | | | 
ea 年 男 軒下 呈 画 画 軸 画 画 男 当 
時 回 較 回 回 | 四 に 上 | 引 に に 邊 (| 帳 

世 上 HHUUHUMUMUUEELMUPCULPAGGO 

3 | | | 較 * 較 四半 洋 還 "回 軸 人 邊 自 靖 旨 邊 自生 生生 間 " 還 | 
本 TE 

日 代金 は 含ま れ ま せん 。 ※ 昼 食 プ ラン に よる 差額 は 発生 し ませ ん 。 





※ 行 程 表 に 記載 され て いな い 生 物 代 ・ 食 事 代 ・ 入 場 料 等 は 旅行 代金 に 宮 ま れ ま せん 。 
※ 落 合集 落 展望 所 より 、 タ クシ ー に 「 奥 祖谷 めん め 塾 」 の 専属 ガイ ド が 同乗 し 、 終 着地 まで ご 案内 し 
ます 。JR 大 歩 危 駅 出発 後 、 落 合集 落 展望 所 まで は 、 タ クシ ー の ドラ イ バ ー が 各所 を ご 案内 し ます 。 
※ 雨 天 決行 で す が 、 行 程 や 安全 に 支障 を きた す 悪 天候 の 場合 は 一 部 行程 を 変更 又は 中 止 す る 場 
合 が あり ます 。 
※ 歩 きやすい 靴 で お 越し くだ さい 
※ 注 夫 : 宿 泊 施 設 か ら ご 出発 いた だ く こ と も 可能 で す 。 祖谷 渓 地区 の 宿泊 施設 か ら ご 出発 の 場合 
は 9:15 発 、 00 発 と な り ま す 。 販 売店 係員 
へ お 申出 くだ さ 坂 1 
※ 注 紛 : コ ー ス に より 有 和 到着 時 間 が 異な り ま す 。 行程 を ご 確認 の 上 、 ご 希望 コー ス を 販売 店 係 
員 へ お 申出 くだ さ ず 
※ 注 皿 : 和光 務 ま で お 送り け する こと お 可能 で す 。 販売 店 係員 へ お 申出 くだ さ 1] 
※ 注 電 :4 名 定員 の 中 型 車 を 基本 と し ます が 、 感 染 症 対策 の た め 、 30 に より 
組 の 場合 は ジャ ン ボ タフ シー 等 の 大 型 車 に 変更 する 場合 が あり ます 。 


zaE5 肖 1 いり VGX139-A( 申 込 締切 日 :4 日 前 最少 受付 人 員 :2 名 ) 


販売 店 











予約 方 や 注意 情報 は P.30 








往復 交通 宿泊 の セッ ト プ ラ ン ・ 宿 泊 プ ラン も ご 用 意 ! 
王国 どこ か ら で も こ 出 発 い た だ け ま す 。 


@ 羽田 空港 か ら 飛 行 機 ・ 特 急 で 約 2 時 間 30 分 

@ 新 大 阪 駅 か ら 新幹線 特急 で 約 2 時 間 30 分 

@ 名 古屋 駅 か ら 新幹線 ・ 特 急 で 3 時 間 30 分 

(高松 空港 また は 岡山 駅 乗換 : 乗 換 時 間 は 信 み ませ ん ) 


宿泊 プラ ン ・ 部 屋 タイ プ ・ 宿 泊 先 で の お 食事 柔 件 も ご 希望 に 合わ せ て 
自由 に お 選び いた だ け ま す 。 当 カ タロ グ と あわ せ て ご 覧 くだ さい 。 


癌 地 か ら 大 歩 危 駅 まで の 
所 要 時 間 ( 目 安 ) 


パン フレ ッ ト は 
こち ら 


※ 掲 載 の 写真 は 全て イメ ー ジ で す 。 








還 お すす め の 宿 泊 施 設 
宿泊 祖谷 渓 
和 の 宿 ホ テル 祖谷 温 


7427-003 | 維 き 90| : 宿泊 祖谷 渓 7427-004 | 総合 88 
や お ん せん * 谷 温 泉 HE 呈 
: 新 祖谷 温泉 ホテ ル か ずら 橋 
傾斜 角 48 度 -170 : 天空 の 呈 天 風呂 へ と 
m 下 の 直 天 風呂 に 剛 が る ケー ブル カー 
は 、 片 道 5 分 の ケー 間 昌 は 、 自 分 で ボタ ン を 
ブル カー で 渓谷 の 骨 衣 較 押し て 出発 。 わ くわ く 
本 を き 坦 良 大 バ ノラ マ を 楽し み 剛 間 感 が 満載 で す 。 
蘭 思 症 な が ら 下り ます 。 
ES 弄 天 周 呂 (男女 入替 ) 天空 吉 天 風 





宿泊 プラ ン ・ 部 屋 タ イプ の 詳細 は 販売 店 係員 に お 問合せ くだ さい 
※ 宿 泊 施 設 ・ 宿 泊 プ ラン に より 、 最 少 受付 人 員 が 2 名 と な る 場合 が あり ます 。 ま た 、 一 室 あ た り の 宿泊 利用 人 数 が 異な り ます 。 
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ら 2 誠 パ 

に に 0 ヨコ iPJ22> っ 環 
に 実 屋 征 
正 \ 鯉 基 
_ 旧 書 多 家 住宅 』 
ンジ 人 1 正 ん 4 


ーー の 一 帯 は 、 屋 島 の 戦い に 
ーー 敗れ た 平 氏 一 族 が 落ち の 
び て き た 平家 縁 の 地 。 中 で も 名 
主 で あっ た 喜多 家 の お 屋敷 は 、 
重厚 で 一 見 の 価値 あり 。 こ の プ 





中 で 囲 炉 胃 を 囲ん で 昼食 を お 台 
し 上 が り い た だ け ま す 。 


日 多 家 住 宅 (喜多 家 コー ス を お 選び くだ さい 。※10・1 1 月 の み の 設定 ) 


る な 
日 喜多 家 住 宅 の 庭先 に ある 、 樹 齢 
推定 800 年 余 ・ 樹 周 約 11m の 鮮 艇 
は 、 平 国 盛 が 植え た と いう 伝説 が あ 
る も の 。 囲 炉 の 前 で の 昼食 が 終わ っ 
た ら 、 こ ちら の 見 学 も お 忘れ な く 。 





古式 そば 打ち 体験 
邊 合 そ ば 


ご 昼食 は 、 地 域 に 伝わる 貴重 な 在 来 種 で ある 祖 合 そば 。 山菜 の 天ぷら と 共に ご 
賞味 くだ さい 。 そ ば 打ち コー ス な ら 、 手 打ち 体験 や 店 主 に よる 祖 合 の 民謡 で 、 よ 
り 深く お 楽し みい た だ け ま す 。 

( 吾 多 家 コ ー ス の 場合 で も 同 内 容 を 提供 し ます が 、 そ ば の 手打 ち 体験 は で きま せん 。) 


奥 祖 合 め ん め 座 


「 め ん め ] は 、 祖 全 地 方 の 方 言 
で 「 そ れ ぞ れ に 」 と いう 意味 。 
祖 台 で 暮らす 人 々 が 、 そ れ ぞ 
れ の 食 文化 や 伝統 文化 を 観 
光 客 な と に 伝え る 活動 を し て 
いま す 。 祖谷 の 地元 ガイ ド と 
共に 各所 を 巡 れ ば 、 ま る で 田 
FPPRo 和 "PSRSProsrPearr 舎 に 帰っ て きた よう な 心温まる 
※ 写 真 と 異な る ガイ ド が ご 案内 する 場合 も ご ざい ます ひと 時 が 過ごせ る で し ょ う 。 





急 傾 冬 地 に 形成 され た 集落 で 、 集 落 内 の 高低 差 は 約 
390m。 国 の 重要 伝統 的 建造 物 群 保存 地区 に 選定 さ 


れ ま し た 。 (本 プラ ン で は 、 展 望 所 か ら 集落 全体 を ご 覧 いた だ きま す 。 集 


落 へ の 訪問 は いた し ませ ん 。) 層 宮 写真 提供 : 三好 市 光二 











旧 喜 多 家 住宅 内 観 (喜多 家 コ ー ス 昼食 場所 ) 


タク ンー で 絶景 めぐ り 


祖谷 を 知り 応 くし た ドラ イ バ ー が 
ご 案内 する タク シー の 旅 。 各 所 の 
見 どこ ろ な ども し っ か り ガ イド いた 
し ます 。 





タク シー( イ メー ジ ) 


祖 合川 を 眼下 に 見 下ろ す 吊 橋 が 貯 か 
る 紅葉 の 絶景 スポ ッ ト 。 か ずら 橋 と は 
違っ た スリ ル の ある 橋 か ら の 景色 を お 
楽し みく だ さい 。 
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本 末 遂 mm | 


修 久 の 阿 菊 大 目 然 の 記憶 を 訪ね て 





※ ス スキ の 景観 が 見 られ る の は 10・1 1 月 の み と な り ま す 。 


一 行程 な ぷ > は レン タカ ー 又 は タク シー、 急 は 専属 ガイ ド が ご 案内 し ます 。 
※ 以 下 に 記載 の 行程 の うち 、 お 客 様 の 都合 で 一 部 利用 され な く て も 払戻 し は あり ませ ん 。 
一 最少 催行 人 員 :2 名 (最少 受付 人 員 : お と な 1 名 以上 を 含む お 2 名 ) 


[熊本 駅 | (330 発 双 』| 熊本 空港 | 熊本 空港 | (14:00 発 ) 一 
一 急 阿蘇 火山 博物 館 で 火山 や カル デラ の 成り 立ち を 知る (1500-/602) 
…・ 名 こ の 時 期し か 見 られ な い 景観 案内 (1600-/502)※ 注 @ 一 一 


ーー gy qo2) 一 阿蘇 ・ 内 牧 温泉 又は 高森 ( 南 阿 菊 コカ 
阿 菊 ・ 内 牧 温 泉 又 は 高森 ( 南 阿 蘇 ) 一 一 (45 分 又は 20 分 一 一 
一 全 9 地元 に 暮らす ガイ ド と 過ごす 高森 呈 人 )(①C00-/180 人 9※ 注 @ 
一 急 岩 災 復興 へ の 思い を 体感 新区 大 橋 展 記 所 ヨミ ュー ル ・ 
者 流用 2 所 を 人 キ ャ ッ パス (1400-/120)※ 注 人 @ 一 @Q> (602X は 209 
一 瀬 の 本 ・ 黒 川 温泉 又は 阿蘇 ・ 内 牧 温 泉 又は 高森 ( 南 阿 鱗 ) 以 層 尺 
瀬 の 本 ・ 黒 川 温泉 又は 阿蘇 ・ 内 牧 温泉 又は 高森 ( 南 阿 蘇 ) 一 

< (中 観 ) 一 50 時 熊本 空港 | xetsso 天 | 熊本 駅 | ピロ 


@ の em (80 分 又は 50 分 ) 一 一 


皿 軌 一 


ーー ww (20 分 ) 


思 還 NO 


思 田 も う 


15G43MJ-A( 申 込 締切 日 :7 日 前 ノ 最 少 受 付 人 員 :2 名 ) 





予約 方 や 注意 情報 は P.30 


・ 宿 泊 プ ラン も ご 用 意 ! 
079/lp た る だ 
@ 羽田 空港 か ら 飛 行 機 で 約 1 時 間 45 分 


@ 伊丹 空港 か ら 飛 行 機 で 約 1 時 間 15 分 
@ 中 部 国際 空港 か ら 飛 行 機 で 約 1 時 間 25 分 


住人 通 + 宿 泊 の セッ ト プ ラン 


難 地 か ら 熊 本 空港 まで 
の 所 要 時 間 ( 目 安 ) 


宿泊 プラ ン ・ 部 屋 タ イプ ・ 宿 泊 先 で の お 食事 抄 件 も ご 希望 に 合わ せ て | 
自由 に お 選び いた だ け ま す 。 当 カ タロ グ と あわ せ て ご 覧 くだ さい 


デジ タル 
パン フレ ッ ト は 
こち ら 


※ 掲 載 の 写真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


スス キ の 景観 (写真 提供 : 同 菊 市 ) 














ws 

示 本 駅 寺 ( 責 阿 克 
*… 宿 泊地 
※ 電 泊 は 別 誠 手配 が 必要 と な り ます 。 


約 27 万 年 前 か ら 約 9 万 年 前 の 間 に わ た る 火山 の 
噴火 で で きた 巨大 なか なく ば み の | 阿蘇 カル デラ] 。 
この カル デラ の 中 に 現在 約 5 乃 人 も の 人 が 住む 
世界 で も 棒 な 地形 。 目 然 の 大 地 に 暮らす 人 々 の 
歴史 や 今 を 、 地 元 の 人 に 和 触れ な が ら 知る 旅 。 


ーー 





阿 交 中 岳 火 口 (写真 提供 : 賠 移 市 ) 





ーー 
多 | 二 | 自 月 [ 天 | 永 | 本 | 移 | | 邊 月 | 炎 | 氷 | 本 | 金 | 日 月 | 交 ] |] 金 | 主 ] 下 月 | 交 ] 氷 | 本 | 例 || 香 月 | 


用 
葬 日 了 較 罰 較 本 - 自 還 四 四 
ht | | 問 間 生生 間 仙 間 間 NII D 四則 | | 
| | 人 


一 旅 行 代 金 レン タカ ーB ク ラス (1 組 に つき 1 台 ) 利 用 ※ 各 地 の 宿 泊 代 金 は 含ま れ ま せん 。 
| 80 と り 但 位 同 |  。 。 全 出発 日 "。 | 
| 4 名 1 台 | 22.000 
| 3 名 1 介 | 24.500 
ーー ーーーーーー 


※ 未 就学 児 は お 申込 いた だ け ま せん 。 
※ タ ダク シー Nee 上 記 旅 行 代 金 に 2 名 
円 、4 名 1 台 お ひと り +23.000 円 。 





台 お ひと り +46.000 円 、3 名 1 台 お ひと り +30.000 


【 レ ンタ カー 会 社 ] ト ヨタ レン タカ ー 【 車 種 】B フ ラス 禁煙 車 (予防 安全 機能 付 プ リウ ス 指 定 ) 
レン タカ ー 【 乗 車 定員 】5 名 【 積 載 量 目 安 】 ス ー ツ ケー ス 約 2 個 分 【 貸 出 ・ 返 却 場所 ] ト ヨタ レン タカ ー 熊 
の ゴ 本 空港 店 ・ 和 熊本 駅 前 店 ・ 熊 本 新幹線 口 店 (3 営業 所 内 の 乗り 捨て 代金 不要 ) 【 代 金 に 訪 ま れる も 
ja の 】 レ ンタ カー 基本 代金 (走行 キロ 制限 な し )、 ガ ソリ ン 満 タン 返し 不要 (途中 給油 分 は お 客 様 負 
担 )、 免 責 補償 料 、 消 費 税 ※ そ の 他 注意 事項 は P.31 を ご 覧 くだ さい 


※ 有 料 道路 代 * 駐 車場 代 、 及 び 行 程 表 に 記載 され て いな い 乗 物 代 ・ 食 事 代 ・ 入 場 料 等 は 旅行 代金 に 含 
まれ ませ ん 。 ※ ガ イド 案内 の 開始 時 間 に 遅 れ な いよ う 到 席 くだ さい 。 ※1 日 目 出発 、3 日 目 到 藩 
時 間 は 目安 で す 。 レ ンタ カー は 難 営 業 所 の 営業 時 間 内 で の 配車 ・ 返 束 が 可能 で す ( 営 業 時 間 は 変更 
する 場合 が ある た め 、 ト ヨタ レン ダ タカ ー 公 式 ホ ー ム ペー ジ を ご 確認 くだ さい )。 タ クシ ー は 1 日 目 8:00 
か ら 、3 日 目 18:00 ま で の 利用 が 可能 で す 。 ※ 雨 天 決行 で す が 、 行 程 や 安全 に 支障 を きた す 悪 天候 
の 場合 は 、 一 部 行程 を 変更 又は 中 止 する 場合 が あり ます 。 雨 天 時 用 に 雨具 (カッ パ 等 ) を ご 用 聞 く だ さ 
い 。 ま た 、 気 温 が 下がる 場合 が あり 、 長 袖 や 薄手 の 上 着 を ご 準備 いた だ く こ と を お 勧め し ます 。 

※ 注 介 : 初 心 者 で も 楽し め る 草 和 寺 里 プチ トレ ッ キ ング に 変更 可能 で す 。 そ の 場合 、 所 要 時 間 が 変更 
と な る 場合 が あり ます 。 ※ 注 夫 : コ ー ス 選択 が 可能 で す 。 希 望 コ ー ス を 販売 店 係員 に お 伝え く 
だ さい 。 ま た 、 ご 利用 前 日 まで に 現地 ガイ ド よ り 代 表 の お 客 様 へ ご 挨拶 の お 電話 を いた し ます 。 
ご 案内 場所 の ご 要望 が ある 場合 は その 際 お 伝え くだ さい 。 コ ー ス に よっ て は 長い 階段 や 定 場 の 
悪い 道 を 歩く 場合 が あり ます 。 歩き や すい 服装 ・ 靴 で ご 参加 くだ さい 。※ 注 倫 :| 旧 東海 大 学 阿 菊 
キャ ン パ ス は 休館 の 場合 立寄り ませ ん 。 


圏 お すす め の 宿 泊 施 設 の ご 案内 
1 泊 目 阿蘇 ・ 内 牧 温 泉 8325-006 
阿蘇 プラ ザ ホ テル 


2 泊 目 / 瀬 の 本 * 黒 川 温泉 8332-004 


くろ か わ そ う 

款 川 斑 
| 阿 衣 五 岳 を は じ め 夜 に ライ ト ア ッ プ さ 
と し た 山々 の パ ノ れる 追 力 ある びょう 
ラマ を 一 望 で きる 点 害 を 望む 路 天 風 
絶景 温泉 宿 。 品 は 、 幻 想 的 な 雰 


囲 気 を 茶 し め ま す 。 





3 びょう ぶ 岩 器 天 風呂 
展望 天 風呂 [ 統 湯 空 拝 | ( 秋 頃 ) 


宿泊 プラ ン ・ 部 屋 タ イプ の 詳細 は 販売 店 係員 に お 問合せ くだ さい 
※ 宿 泊 施 設 宿 泊 プラ ン に より 、 最 少 受付 人 員 が 2 名 と な る 場合 が あり ます 。 ま た 、 一 室 あ た り の 宿泊 利用 人 数 が 異な り ます 。 
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特別 な こと で は な く 、 
日 々 の 暮らし を 感じ る 


温か な 笑顔 の 高林 の 
人 々 と 過 ご 


- 字 森町 は 「 日 本 で 最も 美しい 村 」 
| 連合 に 加盟 。 南 阿蘇 の 奥 座敷 と 
いわ れ 、 自 然 の 安らぎ が あふ れる 場所 
で す 。 温か な 笑顔 で 迎え て くれ る 人 々 


座 了 ( ど ん ) の 杉 
神話 ・ 民 話 が 多く 存在 する 「 神 秘 的 な まち 」。 
足 を 踏み 入れ る と 凛と し た 空気 が 漂い 、 全 身 
に パワ ー が みな ぎる よう で す 。 





510/29 出 発 (10/30 利 用 ) 限定 


野 の 花 と 風 莉 る 郷 * 高 森 で 
過ごす 癒 や し の ひと と き 

地元 新聞 で 阿蘇 の 自然 に 関す る コラ ム を 
長期 連載 し 、 ガ イド 歴 16 年 の 井上 さん と 
季節 に あわ せ た 自 然 ふ れ あ い 散 策 へ 出 か 
け ま し ょ う 。 高森 を こよ な く 愛 する 井上 さん 
の 案内 に は ワク ワク が 溢れ て いま す 。 


※ お 客 様 の こ 要 望 に あわ せ た お すす め ス ポッ ト へ 
ご 案内 し ます 。 
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ガイ ド ・ 井 上 さん 





の 11/26 出 発 (11/27 利 用 ) 限定 


高森 の 新 名 所 ・ 千 人 が くれ と 
千年 の 草原 プチ トレ ッ キ ング 
数 々 の パワ ー ス ボット や 熊本 を 代表 する 景 
観 な ど で 魅 了 す る 高森 町 に 、 新 た な 名 所 
が 誕生 ! 個 人 で は 立ち 入る こと が で き な い 、 
戦国 時 代 か ら の エピ ソー ド が 残る 岩 穴 「 千 
人 が くれ 」 を 目指 し 、 一 緒 に 歩き まし ょ う 。 





千年 の 草原 プチ トレ ッ キ ング 








新 阿 菊 大 橋 展 望 所 ヨ ・ ミ ュー ル か ら の 眺め 


農 災 復興 へ の 思い を 体感 (2 日 目 ) 





4 コ 


悲惨 な 地震 の 過去 で は な く 、 着 実に 復旧 が 進 王寺 王 計 生計 
ん で いる 現在 の 様子 見 て いた だ きま す 。 





旧東 海 大 学 阿 欧 キ ャ ン パス 地表 地震 断層 

















と 一 緒 に 高森 の 時 を 感じ て くだ さい 。 


地元 に 暮らす ガイ ド と 過ごす 高森 (2 日 目 ) 


①②⑦ の コー ス よ りお 選び いた だ け ま す 。 
⑤…-⑦ は 期間 限定 の 特別 コー ス と な り ま す 。 
(事前 選択 ) 
① パ ワー スポ ッ ト 巡 り 

(近年 人 気 の 上 色 見 熊野 座 神社 ・ 容 戸 岩 ・ 高 森 臣 の 杉 な ど ) 


③ 商 森町 な か の ん びり 散策 
(高森 町 の 素朴 な 商店 街 を の ん びり 散歩 ) 


き ③ 高 森 歴 史 まさ ん ぽ 
(パワ ー ス ボッ ト で 人 気 の 高森 殿 の 杉 ・ 六 蔵 禅 寺 な ど ) 


④ 尊 蘇 フ ォ ー ク スク ー ル と 水源 巡り 
(高森 湧 水 ト ン ネ ル 公 園 ・ 上 洗 川 神社 な ど ) 


申込 締切 日 :20 日 前 (出発 日 基準 ) 


⑤【10/29 出 発 (10/30 利 用 ) 限 定 】 
野 の 花 と 風 筐 る 卿 高森 で 過ごす 癒 や し の ひと と き 


⑥【11/22 出 発 (11/23 利 用 ) 限 定 】 
花 農 家 さ ん と 楽し お 花 換 か と フラ ワー アレ ンジ メン ト 
⑦【11/26 出 発 (11/27 利 用 ) 限 定 】 
高森 の 新 名 所 ・ 隔 人 が くれ と 千年 の 草原 プチ トレ ッ キ ング 


※ 緊 急 時 に 限り 、 ガ イド は 変更 と な る 場合 が あり ます 。 





6)11/22 出 発 (11/23 利 用 ) 限定 
花 農家 さん と 楽し む 花 摘み と 
フラ ワー アレ ンジ メン ト 
根子 岳 の 茜 、 外 輪 山 が ぐる り と 見 渡せ る 場 
所 で 、 ス ター チ ス な ど 一 年 を 通し て 様々 な 花 
を 栽培 する 花 農家 ・ 宇 藤 さ ん 。 大 切 に 育て 
た 花 に 触れ 、 笑 顔 が 印象 的 な 宇 藤 さ ん と 
和やか な ひと と き を 楽し み ま し ょ う 。 


フラ ウー 
アレ ンジ メン ト 





2 日 目 の 昼食 は 囲炉裏 を 囲ん で 食べ る 田 
楽 や 馬肉 な ど 高 森 の ご 馳走 を いた だ きま 
す 。 食材 の 大 半 を ご 主人 が 育て た も の を 
お 料理 に し て 提供 し ます 。 高台 に ある お 店 
か ら は 雄大 な 阿蘇 五岳 と 南郷 谷 の 田園 風 


ーー  、 箇 時 が 一 望 で き 、 お 腹 も 心 も 大 満足 で す 。 


2 日 目 昼食 イメ ー ジ 


※ 定 休日 は 別 会 場 別 メニ ュー と な り ま す 。 


熊本 地震 で 大 き な 被害 を 受け た 阿蘇 エリ ア 。 に に の 


2 日 目 昼食 会 場 
か ら の 眺め 
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宿泊 施設 


新 混 叉 中 





暴 雪 に 有 ま れ た | も の が た り ] の 世界 へ 


ー ェ ンー 


Ns 


ウ い 
アニー ン < ー ン デ 
や に Te 
こ > 
ー ze 


y 2 
っ 
テン _ が 1 * ォ の = ・ 届 
* お イリ シン い ン きく 0 、 項 ー て 
ve ィ 6 し が ュー ーー パ gz) 。 
だ ン に y に で の 、 2 こ の MM マー や ce っ アッ 
- と / の ) し J K と に /w - 
ーー FT ー 「f を ゃ 
テ < の 」 e - 2 ーー * ィ に 
こ *2 に こさ いう <・ 1 PS 『 2 a 
7 oe ww. SE ーー に の * 
ーー 5 に SS、 テ 。 か レー に ] 
KW、 ーーー < て こそ YE 同 ws1 
い m こ 4 > 日 ) ョ マル 
< トー デー ヽ ン ミ り ン 
こと 3 リン て = 挟 て ョ を っ も 
ンー も ※ こ つっ 3 っ の 5 oe 式 
ロ ーー ・ = r 諾 と ーーー+--- = 3 っ も に 
キー ゃ 。 LR a で レデ 還 二 * 
、 WE p " マ わか 」 か バ い ] 。 ん < - - む < 
ー ー 7 Lt こう ^ ・ 
まき ング フー < ーー 1 Po KN 
コト SI EANetor ' て ンタ ee NSK デュ 
に し * に て に こ ここ ン 9 
と い 」 3 ve | 
D て 9 C 
) し レン 1 く ご 


= デー・ 
< 





較 行 程 往路 ン 越 後 湯沢 駅 に 1 1.00 ま で に 到着 する 列 呈 復路 / 越 後 湯沢 駅 を 1700 以 降 に 
出発 する 列車 を ご 利用 くだ さい 。 @5> は タクシ ー、 昌 は 専属 ガイ ド が ご 案内 し ます 。 

※ 以 下 に 記載 の 行程 の うち 、 お 客 様 の 都合 で 一 部 利用 され な く て も 払戻 し は あり ませ ん 。 

較 最 少 催行 人 員 :2 名 (最少 受付 人 員 :2 名 ) 


諸語 地 sa | | 直後 湯沢 駅 越後 湯沢 駅 | 1:2o 一 一 (0) 一 
一 一 秋 ジビエ 料理 の 昼食 ・ 豪 雪 地 で の 暮らし を 体験 2o) 一 一 
ーー 人 日 本 三 大 峡谷 清 津 映 (90 


まつ の や ま 


松之山 温泉 ( 泊 ) 攻 


思 加 一 





ーー 一 四 な (10 分 ) 





の mw (30 分 ) 


で 議 - “Nd Ne やら 


きる mW 


es = の 

、ー こそ で ャ ンー 者 こ の ゲオ ンー ビ に に と uuP プ 

ee eoeeee ea な) で 
ニー ニニ 

























WW (10 分 ) 








皿 軸 NO 
む 
半 
8 


に =ーーー (昼食 ・ 休 憩 ) 一 の 


"ss0m 着 越後 湯沢 駅 | 一 | 各地 * き 9| 


(50 分 ) 


各地 へ 
到着 OK! 














形 屋 


宿泊 松之山 温泉 
ひな の 宿 ち と せ 


3151-002 


【1 泊 2 食 ]( 夕 〈 朝 〉 (和食 / 食 事 処 ) 

15:00 10:00 

北越 急行 ほくほく 線 ま つ だ い 駅 ー バ ス 約 
20 分 一 徒歩 約 2 分 ほくほく 線 ま つ だ い 駅 よ 
り 無 料 送 迎 が あり ます (定時 運行 / 事 前 申 
込 要 ) 。 詳 し く は 現地 へ お 問合せ くだ さい 。 

ナトリウム ・ カ ル シ ウ ム 塩 化物 泉 


(和室 (12.5 畳 ) 禁煙 ) (12.5 署 踏込 定員 2 一 4 名 ) [01」 で 。 |[ 唄 凶 
(和室 10 購 ) 禁 煙 〉 風 呂 な し (10 霊 + 踏 込 定 員 2 一 4 名 ) 02」 利 天 | 上 の 


な 限定 コー ス 下記 コー ス は 宿泊 交通 付 プ ラン と な り ま す 。 





いろ り と ほたる の 窒 
せ と ぐ ち ぢ ち 
松之山 温泉 
清 津 魚 
。…… 宿 泊地 誠人 





音 地 か ら 越 後 湯沢 駅 まで の 所 要 時 間 ( 目 安 ) 
@ 東京 駅 か ら 新幹線 で 約 1 時 間 30 分 
@ 伊丹 空港 か ら 飛 行 機 ・ リ ムジ ン バ パス ・ 新 
幹線 で 約 3 時 間 30 分 
@ 名 古屋 駅 か ら 新幹線 で 約 3 時 間 30 分 


日 本 遺産 に 認定 され た 十日町 市 の 豪雪 
文化 。 豪雪 と 暮らす 人 々 が 自然 と 共存 し 

育ま れ た 「" も の "が た り ( 美 ・ 建 "も の " 
食べ "も の ") 」 を 体感 する 旅 。 自然 と 雪 
が 代り 出し た 芸術 、 | 清津峡 」 や 「 美 人 
林 」 の 絶景 美 、 米どころ な ら で は の 郷土 
料理 を 五感 で 味わう 2 日 間 。 





冬 の 美人 林 


一 出発 日 カレ ンダ ー 
EMHUHDHJOUMLui ku 
an 


「 森 の 学校 」 キ ョ ロロ (設計 : 手 塚 四 晴 ・ 手 塚 由比 / 大 地 の 芸 術 祭 作品 ) 


EE 妥当 日 月 | 火 | 水 | 本 


寺 トー 邊 男 "|"| "部 純男 画 画 四 
医 男 還 較 軸 回 回 回 回国 同居 四 因 届 四 司 凡 Ei 間 
| | 問 * 培 "7 較 " 関 間 ] | 回" 還 還 | | 回 - 開 還 | | 関目 


お 申込 日 時 に より 旅行 代金 が 変わ り ま す 。 詳し く は 販売 店 係員 に お 問合せ くだ さい 。 


※ 未 就学 児 は お 申込 いた だ け ま せん 。 

※ 行 程 表 に 記載 され て いな い 乗 物 代 ・ 食 事 代 ・ 入 場 料 等 は 旅行 代金 に 含ま れ ま せん 。 

※ 行 程 内 の タクシー: 清津峡 渓谷 トン ネル 見 学 ・ 昼 食 場所 は 、 最 終 旅程 表 を ご 提示 くだ さい 。 

ーー 
合 が あり ます 。 雨 天 時 用 に 雨具 (カッ パ 等 ) を ご 用 意 く だ さい 。 

※ 冬 期 は 冷え 込む た め 、 上 着 や 手袋 を ご 持参 くだ さい 。 又 、 消 き や すい 隊 靴 で お 越し くだ さ 

※ 積 雪 量 に よっ て は 、 催 行 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 

※ ガ イド に よる ご 案内 は 他 の お 客 様 と 一 緒 に な る 場合 が あり ます 。 

※ 注 和 : 発 着地 に より 、 前 泊 ・ 後 泊 が 必要 な 場合 が あり ます 。 

※ 注 夫 : ア ウタ ー ウ ェ ア と 長靴 を 無料 で 貸出 し て いま す 。 


sp の 議 蘭 出発 日 の 7 日 前 
1JGD910-0 国内 個人 商品 群 


予約 方 や 注意 情報 は P.30 | 





最少 受付 人 員 
np ジ ァ ル セル アノ = に に 





販売 店 





ラウ ンジ 「 じ ょ ん の び ] 委 見 久 天 風呂 
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地元 ガイ ド が ご 案内 


滑 洋 峡 渓谷 
トン ネル 











本 三 大 峡谷 の 一 つ 清 津 峡 は 、 近 年 フォ 
ト ジ ェ ニッ ク ( 写 真 映え ) な スポ ッ ト と し 
て 人 気 で す 。 清 津 峡 渓 谷 ト ン ネ ル の 終点 ( パ 
ノラ マス テー ショ ン ) に て 、 水 鏡 に 映る 雪景 色 
の 大 峡谷 と 雪が 創り 出す 冬 な ら で は の 美しい 
コン トラ スト を お 楽し みく だ さい 。 当 プラ ン こ だ 
わり の 地元 ガイ ド が 、 と っ て お き の 景 色 や トン 
ネル 建設 に まつ わる 秘話 等 を ご 案内 し ます 。 


水鏡 に 映る 清 津 二 ( き よ つ き ょ う ) の 絶景 ママ ヤン ソン /IMAD ア ー キ テク ツ 「Tunnel of Light」 (大 地 の 芸 術 祭 作品 ) 提供 :( 一 社 ) 十日町 市 観光 協会 


ジン ビエ 料理 と 伝統 食 作り ・ 
か まく ら 体 験 伝統 食 の [あん ほぼ] 


1 日 目 は 囲炉裏 を 囲み 、 山 の 恵み を ふ 
ん だ ん に 使っ た シビ エ 料 理 を お 百 し 上 
が り い た だ きま す 。 食後 は 米粉 の お 団 
子 、 伝 統 食 の 「 あ ん ば ぼ 」 作り を 体験 。 
昼食 の 間 に 焼 き あ が り ま す 。 









か まく ら 体 験 


『[ 森 の 学校 ] キ ョ ロロ に て 
囲炉裏 体験 ・- ブ フナ の 箸 づ くり 
里山 保全 の 為 に 重要 な ブナ の 間伐 に 


よっ て 伐採 され た 美人 林 の ブナ の 端 
材 に よる 和 閉 つ くり を 体験 し ます 。 


湯治 豚 ( と うじ ぶた ) 重 定食 





松之山 卿 に て 衝 土 料理 の 昼食 


2 日 目 は 、 地 元 の 食材 を 温泉 熱 で 低温 調理 し た | 湯治 有 
(と うじ ぶた )」 を お 召し 上 が り い た だ きま す 。 


ガイ ド と 歩く 美人 林 


デン | を の 美人 林 を スノー シュ ー( 西 洋 か ん じき ) を 履い て 散策 、 
「 ペ | 雪 の 華 を 鑑賞 し ます 。 美 人 林 の 果たす 役割 や 生態 系 に つ 
ー ガイ ドイ メー ジ いて 、 ガ イド が ご 案内 し ます 。 
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倫 泊 施設 


な 限定 コー ス 下記 コー ス は 宿 泊 + 交通 付 プ ラン と な り ま す 。 












ルミ エー ル ワ イ ナリ ー 地下 セラ ー 


較 行 程 代 往 路 ン 塩 山 駅 に 12:00 ま で に 到着 する 列車 、 復 路 ノ 石和 温泉 駅 を 15:00 以 降 に 
出発 する 列車 を ご 利用 くだ さい 。 5 は タク シー、 旬 は 専属 ガイ ド が ご 案内 し ます 。 

※ 以 下 に 記載 の 行程 の うち 、 お 客 様 の 都合 で 一 部 利用 され な く て も 払戻 し は あり ませ ん 。 

一 最少 催行 人 員 :2 名 (最少 受付 人 員 :2 名 ) 


| 各地 * ま @| 一 塩山 駅 lt2oo 計 ーー sy (15 分 ) 一 一 一 


一 一 レス トラ ン テ 「 風 | (昼食 ※ ス パー クリ ング ワイ ン 1 杯 ・ 白 ワイ ン 2 杯 付 /12:30_ 


地図 を 片手 に 勝沼 の ワイ ン 街 道 で 


笛吹 川 温泉 ( 泊 ) 





14:00 ※ 注 ぬ ゆめ) 一 一 一 W ざ (10 分 ) 一 一 


思 加 一 


※ 注 9 - 一 @y (25 分 ) 一 


ワイ ナリ ー 巡 り ( 自 由 散 策 ) ( 約 60 分 ) 





記 悦 錠 
る ルミ エー ル ワ イ ナリ ー 
見 学 ・ 試 飲 (11:30-12:30/ 約 60 分 ) ワイ ナリ ー レス トラ ン | Zelkova」 


笛吹 川 温泉 (oo 一 一 (20) 一 


皿 四 NO 


※ 注 人 ぬ 一 一 人 w 和 (20 分 ) 


(15:0O 頃 着 ) | 石和 温泉 駅 一 | 各地 | | 


(ゼル コバ ) (昼食 ※ 赤 ワイ ン 1 杯 ・ 白 ワイ ン 1 杯 付 /13:00 一 14:30) 








朝 属 ピ 


宿 泊 / 笛吹 川 温 


いえ 


笛吹 川 温泉 和 忘 


4287-001 | 総 人 94』 | 


* 販 つう 





(②)〉 ( 茶 料理 ※ ワ イン 3 杯 付 / 食 事 処 ) 

( 朝 ) (和食 / 食 事 処 ) 

14:00 12:00 

世 計 冒 JR 塩山 駅 一 車 約 10 分 ンチ 

アル カリ 性 単純 温泉 別邸 客室 第 天 風呂 (一 例 ) 
(別邸 離れ 特別 室 和洋 室 2 ベッ ド 禁煙 吉 天 風呂 付 PR 細 に に 
内 風呂 な し (12 畳 + 洋 間 16m ン 定員 2 一 4 名 ) [04] 1 

※ 客 室 の 名 天 風呂 は 温泉 で す 。 239ls 培 


※ 掲 載 の 写真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


至極 の 時 間 


ルミ エー ル 
ワイ ナリ ー 
勝沼 ワイ ン 
街 間 


石和 温泉 駅 


レス トラ ン テ [ 風 ] 





癌 地 か ら 塩 山 駅 まで の 所 本 時間 (目安 ) 


@ 新宿 駅 か ら 特 急 列 車 で 約 1 時 間 20 分 

@ 新 大 阪 駅 か ら 新幹線 と 特急 列車 で 約 4 
時 間 30 分 

@ 名 古屋 駅 か ら 新 幹線 と 特 如 列 車 で 約 3 
時 間 50 分 


世界 的 な 評価 が 年 々 高まる 日 本 ワイ ン 。 
その 発祥 の 地 で ある |「 ワ イン 県 」 山梨 で 
ワイ ン を 味わい 尽く す 。 食 と の マリ アー 
ジュ 、 ブ ドウ 畑 が 織り な す 景 色 。 至極 の 
時 を 五感 で 味わい 、 感じ る 2 日 間 。 





、 甲州 プ ドウ 短 


一 出発 日 カレ ンダ ー 









| | 金 土 日 月 | 火 | 水 | 木 ] 金 | 土日 月 | 火 | 水木] 金 | 日 月 火 ] 水 | 木 ] 金 ] 土 ! 日 | 月 火 | 水 | 本 | 金 | 日 ] 月 | 火 [ 水 | 本 | 多 
BLHHHJHHMLMGkylkwmJamom-M_iwa 
kp | 画 - 画 | 四半 較 叶 

回 回 | 因 固 | 還 老  、 敵 較 還 回 

を に MRREHCHDMI 

・ 半 還 呈 "|" 還 " 較 昌 「 較 | 較 間 | | | | | | 

較 引出 回 。。 自 暫 四 。。 正 画 訓 。。 加 還 m 目 

た り ) 開 が 変わ り ま す 。 詳し く は 販売 店 係員 に お 問合せ くだ さい 「 


※20 歳 未満 の 方 は お 申込 いた だ け ま せん 。 

※ 行 程 表 に 記載 され て いな い 乗 物 代 ・ 食 事 代 ・ 入 場 料 等 は 旅行 代金 に 各 ま れ ま せん 。 

※ 行 程 内 の タク シー・ ワ イナ リー 見 学 ・ レ スト ラン は 最終 旅程 表 を ご 提示 くだ さい 。 

※ ガ イド に よる ご 案内 は 他 の お 客 様 と 一 緒 に な る 場合 が あり ます 。 

※ 注 輸 : 発 着地 に より 、 前 泊 ・ 後 泊 が 必要 な 場合 が あり ます 。 

※ 注 償 : 圭 日 祝日 は 昼食 時 間 が 13:30 一 15:00 と な り ま す 。 往 路 塩山 駅 に 13:00 ま で に 到 交 す 
る 列車 を ご 利用 くだ さい 。 

※ 注 全 : 地 図 は 昼食 場所 の レス トラ ン テ 「 風 」 に て お 受取 りく だ さい 。 

※ 注 人 別途 事前 お 申込 代金 が 必要 で す 。【 所 要 時 間 ・ 料 金 】 約 70 分 (21:00 出 発 ) 、 雨 天 決行 、 
JTB 特 別 料金 (お と な 500 円 ) 詳 し く は 販売 店 係員 に お 碧 ね くだ さい 。 

※ 注 邊 :10/9・16、11/6・13・20 は 、 ワ イナ リー 見 学 時 間 が 11:15 一 12:15、 昼 食 時 間 が 12:30 
ー13:50 と な り ま す 。 メ ニュ ー は 季節 に より 変更 と な る 場合 が あり ます 。 


2 名 。 詳 論 訪 議 較 出発 日 の 10 日 前 
1JGE86A-0 国内 個人 商品 群 


予約 方 や 注意 情報 は P.30 ] 





最少 受付 人 員 


トリ ッ プ スプ ラ レア に コ に 





販売 店 





ライ ブラ リー ラウ ンジ 
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欧風 料理 を 碑 沢 に 


レス トラ ン テ [| 風 」 





"ドウ 畑 を 見 渡せ る 丘 の 上 

に 建つ 、 教 会 を イメ ー ジ し 
た レス トラ ン 。 ア ル ガ 六 攻 園 ( 勝 
沼 醸造 ) 直 営 で 、 勝 沼 に ある ワイ 
ン を 数 多く 取り 揃え て いま す 。 


レス トラ ン テ [ 風 ] 


まる き 科 人 夫 酒 か ら の 夜景 
まる き 入 入 酒 か ら の 夜景 
「 旬 感 日 本 ] 限定 ! 勝沼 か ら 望 む 夜 景 と と も に 、 ま 
る き 世 罰 酒 が 厳選 し た ワイ ン に 酔い し れる 。 最高 
の ロケ ーション で 最高 の 一 夜 を お 過ごし くだ さい 。 


料理 (イメ ー ジ ) 
レス トラ ン テ | 風 ] 特選 ロー スト ビー フ 

た っ ぷり の わさび と 醤油 で さっ ぱり いた だ く 、 特 選 
和 和 牛 の ロ ー ス トビ ー フ は 、 白 ワイ ン と の 相性 が 抜 
群 で す 。 シ ェ フ オス ス メ の 白 ワ イン と と も に 口 の 中 


で と ろ け る ロー スト ビー フ を ご 賞味 くだ さい 。 
(飲み 物 は 1 名 様 分 で は あり ませ ん ) 





ガイ ド に よる ワイ ナリ ー 見 学 
お 客 様 と の 会 話 も 大 切 に し な が ら 、 歴 史 と 伝統 の ワ 
イナ リー を ご 案内 し ます 。 


ワイ ナリ ー 見 学 


ルミ エー ルプ イナ リー 
レス ト フ ン Zelkova 
ヤマ ナン ・ フ レン チ 
山梨 の 旬 の 食材 を 生か し 
た 珠玉 の 「 ヤ マナ シ ・ フ レ 
ンチ 」 と 、 味 わい 豊か な ルミ 
エー ル ワ イ ン と の マリ アー 
ジュ を お 楽し みく だ さい 。 





料理 (イメ ー ジ ) 
ルミ エー ル ワ イ ナリ ー 
1885 年 創業 と 非常 に 歴史 が あり 、 ブ ドウ 栽培 か ら ワ イ 
ン の 醸造 まで を 一 貫 し て 手掛け る ワイ ナリ ー。 創業 当 
時 か ら 「 本 物 の ワイ ン を 作る に は 、 本 物 の ブドウ を 育 
て る こと 」 に こだわ り 、 品 質 を 重視 し た 味わい 豊か な ワ 
イン を つく り 続け て いま す 。 世界 的 な コン クー ル で 日 
ーー 本 ワイ ン と し て 初め て 受賞 し て 以来 、 数 多く の 受賞 礎 
FR が あり 、 世 界 の 愛飲 家 も 注目 する ワイ ナリ ー で す 。 
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べ ベネ ッ セ ハウ ス ビー チ 女 木島 
目 目 島 で 過 ご こす ア 一 ト 7 た 時 画 吉 地 か ら 宮 浦 港 ま で の 所 要 時 間 (目安 ) 
き @ 東京 駅 か ら 新幹線 ・ 船 で 約 5 時 間 40 分 
(岡山 駅 で 乗換 ) 
る 人 は 感動 し 、 上 自ら を 見 つめ る 。 海 や 景色 を 眺め る 。 


宿泊 施設 限定 ゴー ス :: 下 記 コ ー ス は 宿泊 交通 付 プ ラン と な り ます 。 。 手 時 2 
家 プ ロジ ェクト エリ ア | 宮浦 港 /@ 
直島 
な 間 川 較 1 日 間 ps = 
本 高 槍 港 e 
@ 新 大 阪 駅 か ら 新 幹線 ・ 船 で 約 3 時 間 20 分 
@ 名 古屋 駅 か ら 新幹線 ・ 船 で 約 4 時 間 
ikko ト 作 品 と 、 そ れ ら を と り ま く 海 、 
空 、 夕 陽 、 町 並み 。 瀬戸 内 海 に 浮か ぶ そ の 島 で 、 訪れ 
じっくり と 作品 を 対 央 する 。 自然 と 触れ 合い 、 アー ト 
と 建築 と 出合 う 直 島 で の 滞在 は 、 様 々 な こと に 想い 











を 馳せ る きっ 
_ 抽 請 較 還 か け と な る だ 
- 維 半 請 旧 ろう 。 
ベネッセ ハウ ス 写真 : 山 本 弓 ベネ ッ セ ハウ ス ミュ ー ジ アム 大竹 伸 閉 f「 シ ッ プ ヤー ド ・ ワ ー ク ス 毅 底 と 穴 ] 

較 行 程 代 往 路 ン 宮浦 港 に 17:00 頃 まで に 到 着 の フェ リー (また は 高速 船 )、 復 路 プ 宮浦 港 ーー こい 
を 10:00 以 降 に 出発 の フェ リー (また は 高速 船 ) に 乗り 継げ る JR・ 航 空 機 を ご 利用 くだ さい BBB 特有 II 永 | 目 | 月 ! 居 [水木 | 金 | 目 月 | 以 | 信 
(@⑯) は 宿泊 ゲス ト 専 用 パス 、 eS は タフ シー、 は 専属 ガイ ド が ご 案内 し ます 。※ 以 下 に 記 23 Mic Hmihhuhh 間 | | | | 
載 の 行程 の うち 、 お 客 様 の 都合 で 一 部 利用 され な く て も 払い 戻し は あり ませ ん 。 EEE hhsh 2122|2324|25|26.22282950| | | | 
画 最 少 催行 人 只 :2 名 (最少 受付 人 員 :2 名 ) 四則 回 回 dh 本 林 の 


表 
旧 粒 に 12P 直 年 ルド トード トド トキ イツ トト トド トキ イコ | | 11 


















































\ こ 3 で レー リド た 
1 各地 ※ 注 @ 宮浦 港 記 : 較 時 較 昌 回 久司 回 回 回 回 届 滞 生生 生 沿 肖 細 押下 届 折 硬 画 右 古 還 四半 
rm 上 時 半量 四 加 回 回 罰 回 回 回 還 還 悦 自 届 自 司 央 引 自 詳 画 還 画 員 沿 下 画 細 四半 
ーー (⑯ ゆ (12 分 ) ※ ま @ ニ ーー 一 ペ ネ ッ セハ ウス ( 泊 ) 由 四 図 お 申込 日 時 に より 旅行 代金 が 変わ り ま す 。 詳しく は 販売 店 係員 に お 問合せ くだ さい 。 
ベネ ッ セ ハウ ス (9:50 計 ーーーーーーーー gy (10 分 ) ーーーーーーーー ※ 行 程 表 に 記載 され て いな い 乗 物 代 ・ 食 事 代入 場 料 等 は 旅行 代金 に 含ま れ ま せん 。 
B ※ 注 介 : 発 着地 に より 、 前 泊 ・* 後 泊 が 必要 な 場合 が あり ます 。 
@ 〇 ひ 宗 ーッ 所 語 ※ 注 候 : ベ ネッ セハ ウス 宿泊 ゲス ト 専 用 パス を ご 利用 いた だ け ま す 。 (予約 不要 ) ベ ネッ セハ ウス 
王 9 家 プ ロン ェクト ※ 注 @・ *ANDO MUSEUM(4980 分 ) 四 明 日 ホー ムペ ー ジ に て 運行 時 間 な ど を ご 確認 の 上 ご 利用 くだ さい 
sg 3 Ss ※ 注 人 : 家 プロ ジェ クト は 「 き ん ざ ] を 除く 2 箇所 の ご 案内 を 予定 し て お り ま す 。 見 学科 所 の 指定 は 
ーーーーー ey 0) = ベネ ッ セ ハウ ス ミュ ー ジ ア . 馬 で きま せん 。 
人 8 ※ 注 昼食 は 「 日 本 料理 一 扇 ] で 旬 彩 弁当 を ご 用 意 い た し ます 。 
レス トラ ン に て 昼食 ※ 注 @ ( 約 45 分 ) EE 当 演 当 15 ーーーーー 中 較 2 日 目 の 行程 は 、 見 学 箇所 に より 鑑賞 人 数 や 時 間 を 調整 する 場合 が ある た め 、 出 発 日 に よっ て 
上 し 行程 順 が 変更 に な る 可能 性 が あり ます 。 ー 
ンー 7 ば ※ ベ ネッ セハ ウス 宿泊 ゲス ト に 限り 、① ペ ネッ セハ ウス ミュ ー ジ アム の 入館 料 無料 ②23 時 まで 
ーー 名 た 内 天 伸 Pi (15 分 ) 一 一 鑑賞 可能 3 べ ベネッセ ハウ ス パー ク アー ト ツ アー 参加 可能 の 特典 が あり ます 。 
- ぁ 9 地 中 美 条 pe ニ ニー ニー ※ ベ ネッ セハ ウス ミュ ー ジ アム で は ギャ ラリ ー ツ アー を 行っ て いま す 。 ギ ャ ラリ ー ツ アー 及び 
ーー づ 和 す ! 半 NM 術 館 (《902) ーーーー ge 5 分) ーー 一 アー ト ツ アー( い ずれ も 予約 不要 ) の 催行 日 時 は 施設 に 直接 お 問い 合わ せく だ さい 
= (tstem 和 ) ペ ネッ セハ ウス ( 治 ) 2 人 5 人間 間 間 症 識 eo 記 SZEE 
トリ ッ プ スプ ラッ コード MESBE 議 田邊 人 再 
3 | ベネ ッ セ ハウ ス ーーーー @jp(t29) ーーーー 宮浦 港 間 rose 
日 
各地 ssie 
| 各 地 * き | の 
宿泊 直島 7540-001 | ヶ - ト 上 【2 泊 5 食 (2 日 目 昼食 含む) ] 115:00 11:00 eye 
) (1 泊 目 : 洋 食 / レ スト ラン 、2 泊 目 : 和 食 / レ スト ラン ) ) (61m/ 定 員 2 一 3 名 ) [( 引 球 
ベネ ッ セ / \ ウ ス * 財 に よっ て 、12 上 と 2 失 の 会 場 が 入れ 替わる 場合 が あり ます 。 SET 無料 | 肖 和 光 
( 朝 / (27 了 が 。 





ベネ ッ セ ハウ ス ビーチ ピーチ ス イー ト 客室 例 客室 か ら の 氷 


2 。※ 掲 載 の 写真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
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目 然 と 


共生 する アー ト 









半生 
| コン セプト と し 、 美 術 館 と ホ 
テル が 一 体 と な っ た | ミュ ー ジ アム 」 。 
アー ト 作 品 は 、 展 示 ス ペー ス だ け で 
上 還 目 請 請 証 記 な く 、 施 設 を と り まく 海岸 線 や 林 の 中 
csup え = ュー5z ム wsszA な ど 、 王 る 所 に 点 在 し て いま す 。 









ここ 


ベネ ッ セ ハウ ス テラ スレ スト ラン 写真: 藤岡 みき こ 


ベネ ッ セ ハウ ス TTP 音 半 。 
ュー ジア ムレ スト ラン 日 本 料理 一 扇 
[ミュ ー ジ アム 」 に ある 大 き な 開 口 を も つ 店 内 か ら は 、 ど の 


テフラ スレ スト ラン 
「 パ ー ク ] に 併設 する 瀬戸 内 海 に 面 し た 大 き な 窓 と 高い 天 
井 が 特徴 の 、 解 放 感 あ る レス トラ ン で す 。 夕食 時 に は 暮れ 席 か ら も 瀬戸 内 海 と 現代 アー ト を 鑑賞 で きま す 。 恒 食 時 、 


ゆく の 光 の 映り 変わ り の 中 で フラ ンス 料理 を 、 朝 食 時 に は 夕食 時 と も に 、 瀬 戸 内 の 海 の 幸 を 素材 に し た 季節 感 あふ 
まばゆい 朝日 の 中 で 洋 朝 食 を 、 お 楽し み 頂 け ま す 。 テラ スレ スト ラン 料理 れる 料理 を お 楽し み 頂 け ま す 。 





知識 に 富ん だ アー ト ガ イド 


直島 全体 に 点 在 す る 多く の 作品 を 、 自 分 の 足 で 巡り 、 自 分 な り に ピピ デーCPRPRPPRPPEWRC2YTaoP 
鑑賞 する の も 旅 の 一 つ で す が 、 こ の プラ ン で は 、 プ ライ ベー ト ガ イド 6 

赤 が *( 
が 見 どこ ろ を お さえ て し っ か り ご 案内 し ます 。 訪 れる 方 が より 深い 体 草間 縛 生 | 赤 か ぼ ちゃ 」 
験 を 得 ら れる よう 、 直 島 や 近隣 諸島 で アー ト 活 動 を 続け る ベネ ッ セ 直島 の 入り 口 で ある 宮浦 港 で 人 々 を 出迎え る の は 、 島 の シン ボル 「 赤 か ぼ ぽちゃ]」。「 大 陽 
アー ト サ イ ト 直 島 の これ まで の 取り 組み や 歩み る お 伝え し な が ら 、 主 の 「 赤 い 光 」 を 宇宙 の 果て まで 探し て き て 、 そ れ は 直島 の 海 の 中 で 赤 カ ボ チ ャ に 変身 し 
要 施 設 を 巡り ます 。 て し まっ た 」 と 草間 弥生 自身 が 誇 の 一 部 で 語っ た 作品 で す 。 
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販売 店 の 皆様 へ 
全 コ ー ス 共通 
予約 操作 に つい て 


外 必 要 に 応じ 受付 時 に 「 ヒ アリ ンプ グ シート] を 活用 し 、 各 施設 へ MS 入力 等 で お 客 様 の ご 要望 を お 伝え くだ さい 。 
人 @ 類 天 候 又 は 諸 条 件 に より 運休 、 休 業 、 中 止 と な っ た 場合 の 返金 は 販売 資料 参照 。 


P.4 一 23 掲 載 コ ー ス : 国 内 シス テム (トリ ッ プ ス ) で 現地 素材 を 予約 し て くだ さい 。 現 地 ま で の 往復 の 交通 、 宿 泊 は 含ま れ て いま せん の で 別途 ご 案内 くだ さい 。 
P.24 一 29 掲 載 コ ー ス : 国 内 シス テム (トリ ッ プ ス ) で 現地 素材 を 予約 、 国 内 個人 旅行 シス テム に て アプ ロー チ + 宿 泊 + 現 地 素材 (料金 用 ) の 両方 を 必ず 予約 し て くだ さい 。 


国内 シス テム (トリ ッ プ ス ) 予約 操作 に つい て 


人 @ 国 内 シス テム (トリップ ス ) 検索 種別 : 現 地 オ プシ ョ ン ・ 日 帰り エス コー ト 
【P.4 一 23 掲 載 コ ー ス 】 
信 こ ども は 「 小 人 」、 幼 児 は [幼児 」 で 入力 くだ さい 。 


【P.24 一 29 掲 載 コ ー ス 】 
@ こ ども (JR 利用 は 小学 生 、 航 空 機 利 用 は 6 一 11 歳 ) は 「 小 人 」 で 入力 、 幼 児 (JR 利用 は 3 歳 一 未 就学 児 、 
航空 機 利 用 は 3 一 5 歳 ) は 「 幼 児 」、 無 賃 幼児 (0 一 2 歳 ) は [無賃 幼 児 」 で 入力 くだ さい 。 欠 無 賃 幼 児 で 
AIR 席 を 必要 と する 場合 は 、「 幼 児 ] 予 約 。 豊 ア プロ ー チ の 予約 便 名 ・ 列 車 名 及び 行程 中 の 宿泊 施設 
名 と 行程 以外 で 前 泊 ・ 後 泊 等 アレ ンジ が ある 場合 は 「 ア レン ジ 有 」 を 必須 現地 素材 (X で 始ま る 素材 ) に 
MS 報告 くだ さい 。 欠 氏 名 入力 で 参加 者 全員 分 の 氏名 入力 後 「 予 約 情報 内 操作 ] 一 「 参 加 者 氏名 登録 ] 一 
登録 」 が 必要 で す 。 


P .4・5 


国内 シス テム (トリ ッ プ ス ) 検 索 種別 現地 オプ ショ ン 日 帰り エス コー ト 

最少 受付 人 員 プ お と な 2 名 又は お と な 1 名 を 含む 2 名 

@/VS 要 :【 ハ イヤ ー】 代 表 者 の 携帯 番号 (使用 目的 : お 客 様 と の 皿 急 連絡 ) 、 配 返 車 場所 (INZOUT 便 ) 

@/VS 要 :[ 注 ] 代表 者 の 携帯 番号 (使用 目的 : お 客 様 と の 事前 連絡 、 お 客 様 と の 区 連 絡 ) 、 参 加 者 全員 の 年 齢 、 性 別 

@5 要 :[ 注 人 ぬ ・ め ] 代表 者 の 携帯 番号 (使用 目的 : お 客 様 と の 緊 誠 連 絡 ) 

人 @[ 注 ⑨] オ プシ ョ ナル プラ ン で す 。 プ ラン コー ド :1AGB024-G( 申 込 締切 日 : 出 発 前 まで ノ 最 少 催行 人 員 ・ 最 
少 受付 人 員 :1 名) 取消 料 他 ( 取 消 料 な し ) 

信 天 候 に よる 催行 有無 、 最 終 確認 電話 の 要 ・ 不 要 、 送 迎 や 服装 に 関す る 注意 事項 は 販売 資料 及び 最終 旅程 表 を 参照 の 上 案内 。 

@ ジ ャ ン ボ タク シー の 手配 方 (発生 手配 ) 、 各 種 FAX フ ォ ー ム に つい て は HIweb 国 内 情報 No.483392 を 参照 。 

久手 交 要 :BOXNo.28099( 阿 塞 ア イヌ ガイ ド *・ 提 出 用 利用 票 ) 

※ 往 復 ア プロ ー チ 、 宿 泊 は 別 放 手 配 必要 (MySTYLE な ど ) 


と ニン タン た コー バーP。42 生か "4 1 円 し 0) 


P .6・Z 
国内 シス テム (トリ ッ プ ス ) 検 索 種 別 : 現 地 オ プシ ョ ン : 日 帰り エス コー ト 
最少 受付 人 員 / お と な 2 名 
@MS 要 :[ レ ンタ カー 又は タフ ク シー] 代表 者 の 携帯 電話 番号 (使用 目的 : お 客 様 と の 或 急 連 絡 ) 乗 車場 所 ・ 時 
間 及 び IN プ OUT 航 空 又 は JR 便 名 。 
@/WS 要 : [共通] 代表 者 の 携帯 電話 番号 (使用 目的 : お 客 様 と の 緊 切 連絡 ) 
人 @ | 日 目 ・2 日 目 の 選べ る 体験 は 、 癌 選択 コー ス の 現地 素材 で 予約 念 追 加 ・ 手 仕舞 後 の 手配 不可 。 
※ 往 復 ア プロ ー チ 、 宿 泊 は 別途 手配 必要 (MySTYLE な ど ) 


海 と 生き る 三陸 海岸 








P .8・9 


いま な お 地域 に 愛さ れる 会 津 の 廃 線 跡 の 旅 

国内 シス テム (トリ ッ プス ) 検 索 種別 : 現 地 オ プシ ョ ン ン 日 帰り エス コー ト 

最少 受付 人 員 / お と な 2 名 

WS 要 : [タクシー] 代表 者 の 携帯 電話 番号 (使用 目的 : お 客 様 と の 緊急 連絡 ) 乗車 場所 ・ 時 間 及 び IN ノ 
OUT 航 空 又 は JR 便 名 。 

@S 要 :[ 共 通 ] 代 表 者 の 携帯 電話 番号 (使用 目的 : お 客 様 と の 緊急 連絡 ) 

※ 往 復 ア プロ ー チ 、 宿 泊 は 別途 手配 必要 (MySTYLE な ど ) 


PO 「 江 戸 優 り ] の 町 に 際 酔 する 時 空 の 旅 
国内 シス テム (トリ ッ プ ス ) 検 索 種 別 : 現 地 オ プシ ョ ン : 日 帰り エス コー ト 
最少 受付 人 員 プ 1 名 
@S 要 :[ タ フシ ー] 代 表 者 の 携帯 電話 番号 (使用 目的 : お 客 様 と の 緊急 連絡 )、 配 車 時 間 ・ 場 所 
@V5 要 :[ 佐 原 ガ イド ] 代 表 者 の 携帯 電話 番号 (使用 目的 : お 客 様 と の 緊 旋 連 絡 ) 
@S 要 :[1 日 目 昼 食 ] ア レル ギー や 食べ られ な い 食 材 が ある 場合 は 報告 要 。 
@S 要 :[1 日 目 夕食 ] ア レル ギー や 食べ られ な い 食材 が ある 場合 は 報告 要 。 
@ 時 [1 日 目 夕食 ] は 発生 手配 。 電 話 手配 要 。 問 合せ 先 は LVWVeb 国 内 情報 No.383649 参 昭 。 
@ い WS 要 :[2 日 目 慎 食 ] ア レル ギー や 食べ られ な い 食 材 が ある 場合 は 報告 要 。 
@ 追 加 - 手 仕舞 後手 配 不可 。 
※ 往 復 アプ ロー チ 、 宿 泊 は 別途 手配 必要 (MySTYLE な ど ) 


Pl2n3 神 と 自然 と 人 が 共存 する 伊勢 志摩 





国内 シス テム (トリ ッ プ ス ) 検索 種別 : 現 地 オ プシ ョ ン ン 日 帰り エス コー ト 

最少 受付 人 員 / お と な 2 名 

人 @ 過 |」 明 の 畑 し 小屋 体験 は 発生 手配 。 手 配 方 は BOXNo.29209 参 照 。 

人 @ 中 込 時 に 「BOXNo.29209] を 手 交 の こと 。 

@ い 5 要 :[ 共 通 ] 代 表 者 の 携帯 電話 番号 (使用 目的 : お 客 様 と の 緊急 連結 

@VS 要 :[ レ ンタ カー」 配 返 車 場所 ・ 時 刻 ・ 乗 車 人 数 

@VS 要 :[2 日 目 : 海 女 小 屋 テ ィ ー タ イム と 相差 まち 歩き ] ア レル ギー 食材 が ある 場合 は 報告 要 

@S 要 :[3 日 目 : 伊 勢 志摩 サミ ッ ト 記念 ラン チ ] ア レル ギー 食材 や 食べ られ な い 食 材 が ある 場合 は 報告 要 
人 の 追加 ・ 手 仕舞 後 の 手配 不可 

※ 往 復 ア プロ ー チ 、 宿 泊 は 別途 手配 必要 (MySTYLE な ど ) 


Pi14。05 | 癒し と 祈り の 道 世界 遺産 熊野 古道 


国内 シス テム (トリ ッ プ ス ) 検 索 種別 現地 オプ ショ ン 日 帰り エス コー ト 

最少 受付 人 員 / お と な 2 名 又は お と な 1 名 含む 2 名 

@ い S 要 : 聖 地 巡 礼 バス 乗車 場所 、 代 表 者 の 携帯 電話 番号 (使用 目的 : お 客 様 と の 緊 交 連 絡 ) 、) 川 湯 み どり や は 
送迎 不要 。 

人 @ 追 加 ・ 手 仕舞 後手 配 先 は 販売 資料 を 参照 。 

※ 往 復 ア プロ ー チ 、 宿 泊 は 別途 手配 必要 (MySTYLE な ど ) 


国内 個人 旅行 シス テム 予約 操作 に つい て ※P.24 一 29 掲 載 コ ー ス は 必須 





人 @ 国 内 個人 旅行 シス テム で は 検索 条件 で 商品 群 【VX】 を 指定 し て 検索 。 
人 @JR マ イレ ー ル を 利用 の 場合 は 契約 範囲 で の アレ ンジ の み 可 能 。 利 用 可能 区 間 以 外 は 個 札 に て 手配 。 


レン タカ ー に つい て 
今 配 返 車 時 間 ・ 場 所 を MS 要 。 氏 チ ャ イル ド シ ー ト は 種類 と 台数 を MS 要 ( チ ャ イル ド シ ー ト 利用 の 際 の 乗車 
定 具 に つい て 不明 な 場合 は 各 レ ンタ カー 会 社 へ 確認 の こと ) 。 

お 客 様 お 渡し 書面 に つい て 


念 取引 条件 説明 ・ 書 面 手 交 時 の 行程 表 は 行程 表 出力 サー ビス (検索 画面 )/ に て プラ ンコ ー ド 出発 日 を 入力 
し て 出力 し て くだ さい 。 【P.24 一 29 掲 載 コ ー ス 】 国内 個人 旅行 シス テム の 最終 旅程 表 出 力 時 は 自動 出力 
され ます 。 ア プロ ー チ ・ 宿 泊 部 分 は 国内 個人 旅行 シス テム 0 信 を 出力 くだ さい 。 


ゴリ し PIE た ん に 5: ま コ 幅 (もう 


国内 シス テム (トリ ッ プス) 検索 種別 現地 オプ ショ ン ・ 日 帰り エス コー ト 最少 受付 人 員 / お と な 2 名 
@S5 要 :[ 共 通 ] 代 表 者 の 携帯 電話 番号 (使用 目的 : お 客 様 と の 寂 意 連絡 ) 
[タク シー] 配 返 車 場所 : 近 鉄 奈良 駅 も し く は JR 奈良 駅 より 選択 の うえ 入力 。 
配 返 車 時 間 :1 日 目 13:00、2 日 目 16:00 と 入力 。 宿 泊 施 設 名 入力 要 。 
人 @ 追 加 ・ 手 仕手 後 の 手配 不可 。 
※ 往 復 ア プロ ー チ 、 宿 泊 は 別途 手配 必要 (MySTYLE な ど ) 





PiI8r19 』 郷 の 出雲 、 森 の 出雲 、 海 の 出雲 を 巡る 良縁 祈願 と 出雲 神話 の 旅 





国内 シス テム (トリ ッ プ ス ) 検 索 種 別 : 現 地 オ プシ ョ ン ・ 日 帰り エス コー ト 

最少 受付 人 員 プ お と な 2 名 

人 @W5 要 : 代 表 者 の 携帯 電話 番号 (使用 目的 : お 客 様 と の 緊 吉 連 絡 ) 
【1 日 目 】 乗 車場 所 (出雲 空港 又は JR 出雲 市 駅 ) と 到着 時 間 (IN 又 は JR 便 名 )、 宿 泊 施 設 名 
【2 日 目 】 出 発 時 間 (8 時 一 10 時 の 間 ) (1 日 目 に 玉造 温泉 宿泊 の 場合 は 、 出 発 時 間 8 時 9 時 の 間 ) 、 宿 泊 施設 名 
【3 日 目 】 出 発 時 間 (8 時 一 10 時 の 間 )、 下 車場 所 (出雲 空港 又は JR 出雲 市 駅 ) と 出発 時 間 (OUT 又 は JR 便 名 ) 
昼食] アレ ルギー 食材 の 有無 (有る 場合 は 、 そ の 食材 の 報告 要 ) 。 
ご 朱 E ご 朱印 の 希望 の 有無 (有る 場合 は 、 ご 朱印 希望 神社 の 報告 要 ) 。 

信 追 加 ・ 手 仕舞 後 の 手 配 不 可 

※ 往 復 ア プロ ー チ 、 宿 泊 は 別途 手配 必要 (MySTYLE な ど ) 

※1 日 目 に 玉造 温泉 に 宿泊 の 場合 、 翌 日 の 出発 時 間 は 、9 時 まで に 出発 を お 願い し ます 。 


Ri20x21 秘境 | 祖谷 」 で 出会う 絶景 と た 人々 
国内 シス テム (トリ ッ プ ス ) 検索 種別 : 現 地 オ プシ ョ ン ・ 日 帰り エス コー ト 
最少 受付 人 只 プ お と な 2 名 又は お と な 1 名 を 含む 2 名 (お 宿 に より お と な 2 名 ) 
! 販 1」MS に て 配 返 車 場所 を 入力 要 。 | 天 2] 該 当 素材 を 選択 要 。 
人 @ 申 込 時 に 「BOXNo.45607」 を 手 交 の こと 。 
人 @VS 要 : 代 表 者 の 携帯 電話 番号 (使用 目的 : お 客 様 と の 緊 連 絡 )、 タ フシ ー 配 返還 場所 
@ 追 加 ・ 手 仕舞 後手 配 先 は 販売 資料 を 参照 。 
※ 往 復 ア プロ ー チ 、 宿 泊 は 別途 手配 必要 (MySTYLE な ど ) 


P .22・23 


悠 ス の 阿蘇 大 自然 の 記憶 を 訪ね て 

国内 シス テム (トリ ッ プス) 検索 種別 : 現 地 オ プシ ョ ン 日 帰り エス コー ト 

最少 受付 人 員 ン お と な 1 名 を 含む 2 名 

@VS 要 :[ 共 通 ] 代 表 者 の 携帯 電話 番号 (使用 目的 : お 客 様 と の 緊急 連絡 及び 事前 連絡 ) 
【 レ ンタ カー 又は タク シー】 配 返 車 場所 ・ 時 刻 .IN/OUT の 航空 又は JR 便 名 
【2 日 目 昼食 】 ア レル ギー 食材 が ある 場合 は あわ せ て 報告 要 

※ 往 復 ア プロ ー チ 、 宿 泊 は 別途 手配 必要 (MySTYLE な ど ) 





Pi2425 | 球 二 に 育ま れ た 「" も の "が た り 」 の 世界 へ 





国内 シス テム (トリ ッ プ ス ) 検 索 種別 : 現 地 オ プシ ョ ン ・ 日 帰り エス コー ト 国内 個人 商品 群 : MX 

最少 受付 人 員 / お と な 1 名 を 含む 2 名 

條 国内 個人 予約 操作" 宿泊 (1) キ アプ ロー チ (2)+ 現 地 素 材 (1) を 選択 。 現 地 素 材 は 別 放 国 内 ツ ス テム (トリ ッ プス ) に て 手配 。 
@ ジ ャ ン ボ タフ シー は 発生 手配 。 手 配 方 は 販売 資料 参照 。 

@S5 要 :[ タ フク シー] 代表 者 の 携帯 電話 番号 (使用 目的 : お 客 様 こ の 緊急 連絡 ) 、 配 車 時 間 ・ 場 所 

人 @VS 要 :[ ゆ ざわ 魚沼 タクシー: 清 津 魚 ガイ ド ・ 美 人 林 ガ イド ] 代 表 者 の 携帯 電話 番号 (使用 目的 : お 客 様 と の 緊急 連絡 ) 

人 @VS 要 :[1 日 目 昼食 ] は アレ ルギー や 食べ られ な い 食 材 が ある 場合 は 報告 要 。 

人 追加 ・ 手 仕舞 後手 配 不可 。 


Bi26x27W ワイ ン の 里 で 醸す 至極 の 時 間 


国内 シス テム (トリ ッ プス) 検索 種別 : 現 地 オ プシ ョ ン ・ 日 帰り エス コー ト 国内 個人 商品 群 : MX 

最少 受付 人 員 /2 名 

人 @ 国 内 個人 予約 操作 宿泊 (1)+ ア プロ ー チ (2)+ 現 地 素 材 (1) を 選択 。 現 地 素材 は 別途 国内 ツ ス テム (トリ ッ プス ) に て 手配 。 

@MS 要 :[ タ クシ ー] 代 表 者 の 携帯 電話 番号 (使用 目的 : お 客 様 と の 皿 誠 連 絡 )、 配 車 時 間 ・ 場 所 

人 @[ 注 ⑨] 本 プラ ン 限 定 の オプ ショ ナル プラ ン で す 。 プ ラン コー ド :1JGE864-1 (申込 締切 日 :10 日 前 最少 
催行 人 員 ・ 最 少 受付 人 員 :2 名 ) 取 消 料 他 (取消 料 は 前 日 まで 不要 、 当 日 は 100%。) 

人 @ 追 加 ・ 手 仕舞 後手 配 先 は 販売 資料 を 参照 。 


P .28・29 

国内 シス テム (トリップ ス ) 検 索 種別 : 現 地 オ プシ ョ ン : 日 帰り エス コー ト 国内 個人 商品 群 : MX 

最少 受付 人 上 員 ン お と な 2 名 

国内 個人 予約 近 作 / 宿 泊 (2)+ ア プロ ー チ (2)+ 現 地 素 材 (1) を 選択 現地 素材 は 別途 国内 シス テム (トリ ッ プス ) に て 手配 。 

@ い WS 要 : 代 表 者 の 携帯 電話 番号 (使用 目的 お客様 と の 緊急 連絡 ) 

@ 追 加 手配 先 は 販売 資料 を 参照 。 手 仕舞 後手 配 不可 。 

アプローチ 情報 往路 / 岡 山 空港 また は 岡山 駅 宮浦 港 復路 / 宮 浦 港 岡 山 空港 また は 岡山 駅 は お 客 様 負担 
と な り 、 別 途 手配 が 必要 で す 。 
手配 例 : 商 山 駅 一 (JR) 宇野 駅 ・ 宇 野 港 ご (フェリー) 一 宮浦 江 
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直島 で 過ごす アー ト な 時 間 





謗 み く だ で 


も) 下記 事項 は 取引 示 件 説明 書面 の 補 助 資料 と な り ます 。 


% 下記 は JTB 商 品 共通 の ご 案内 と な り ま す 。 当 カタ ログ に 記載 の な い 項 目 も 含ま れ ま す の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 





較 当 カタ ログ に 記載 の プラ ン は 全て 個人 型 プ ラン で す 。 


添乗 員 ・ 現 地 係 貞 は 同行 し ませ ん 。 ご 旅行 に 必要 な 最終 旅程 表 ・ エ ー ス 整理 票 類 を 
お 渡し し ます の で 、 旅 行 中 の 手続 き は お 客 様 ご 自身 で 行っ て くだ さい 。 


休 最 少 催行 人 員 ・ 申 込 受 付 人 員 : 各 コー スペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 

※ お 客 様 の ご 希望 に よる 取消 で 最少 受付 人 員 未 満 と な る 場合 は 全員 取消 、 又 は 最少 受付 人 員 分 
は 払戻 し な し で お 受け で きる 場合 も あり ます 。 販 売店 係員 に お 問合せ くだ さい 。 

條 旅 行 代金 : 出発 日 、 ご 利用 人 数 、 日 程 、 食 事 条 件 に より 異な り ま す 。 ま た 、 同 じ 条 件 で あっ て も 
お 申込 日 時 に よっ て 旅行 代金 が 変動 する プラ ン で す 。 詳 し く は 販売 店 係員 に お 尋ね くだ さい 。 
※ カ レン ダー 内 色付き 又は アル ファ ベッ ト 記 載 の 日 が プラ ン の 出発 日 で す 。 

価 食 事 条 件 は 旅行 代金 の 中 に 含ま れ て いる 食事 を 表示 し て いま す 。 

商 に 朝食 、 昼 昼食 、| タ ビタ 食 、| 弁 お 弁当 の 食事 、[ プ 付い て いま せん 。 
※ お 申込 みい た だ く 宿 泊 プ ラン に より 食事 条件 は 異な り ま す 。 

価 「 休 前 日 = 祝祭 日 の 前 日 と 土曜 日 ] 「 休 日 = 休 和 前 日 以外 の 日 曜日 と 祝祭 日 「 平 日 = 休 和 前 日 ・ 休 日 
以外 の 月 一 金曜 日 」 「 平 休日 = 平日 と 休日 ]」 を 意味 し ます 。 

信 各 宿泊 施設 欄 記 載 の エー ス JTB の お 約束 ・ お すす め ポ イン ト 等 は 旅行 代金 に 含ま れ ま す 。 但 し 、 
ご 利用 に な ら な い 場 合 で も 返金 は あり ませ ん 。 ま た 、 特 に 記載 の な い 限 り 滞 在 中 お ひと り 1 回 ( 連 泊 
で も 1 回 の み ) と な り ま す 。 内 容 が アル コー ル 類 の 場合 、 未 成年 の お 客 様 は 対象 外 と な り ま す 。 

人 滞在 期間 中 と は 、 チ ェ ッ クイ ン 後 一 チェ ッ ク ア ウト 迄 の 間 を 指し ます 。 

人 @ ご 旅行 中 に 、 お 客 様 の 都合 で 使用 され な か っ た 切符 や クー ポン 券 類 の 払戻 し は 一 切 で きま せん 
の で 、 、 予 め ご 了承 くだ だ さい 。 

人 行程 の 凡例 確 通 宮 ) 航空 機 、 理 - 更 - 更 - JR、met 鉄道 (JR 以外 ) 、…… 徒歩 、 
ーー パス ・ タ クシ ー・ ハ イヤ ー・ レ ンタ カー、~ーーー 船 、、 マ ^ マ ー ケー ブル カー・ 

お 客 税 負担 現地 お 客 様 負 担 (旅行 代金 に は 含ま れ ま せん ) 、 ( ) の ( ) 内 
は 経由 又は 乗換 えと な り ま す 。 バ パス ・ タ クシ ー・ ハイ ヤー- レ ンタ カー 乗車 中 は シー トペ ルト を 着用 
し て くだ さい 。 

@ お 申込 締切 日 に つい て : 各 コ ー ス ペー ジ を ご 覧 くだ さ 

きま す 。※ 但 し 、 店 舗 休業 日 等 に より 異な る 場合 が あり ます 。 


ロー プ ウ ェ イ ・ リ フト 、 











い 。 出 発 日 の 前 日 まで お 申込 で 


こども ・ 幼 児 に つい て 





1. 旅館 は 食事 の 内 容 に より こども A・ こ ども B の 2 種類 の 旅行 代金 に 分 か れ ま す 。 
こども A : お と な に 準じ た (数 品 少な い 程度 の ) 食事 及び 寝具 の 使用 
こども B : こども 用 の 食事 及び 寝具 の 使用 
※ 一 部 宿泊 施設 (ホテ ル タ イ プ 等 ) で 、 お と な ・ こ ども 同額 や AB パタ ー ン に 区 別 で き な い 施 設 も あり ます 。 
2. こども 旅行 代金 適用 年 齢 に つい て 
こども 旅行 代金 は 小学 生 (旅行 開始 日 当日 基準 ) の 方 に 適用 と な り ま す 。 航 空 機 利用 を 含む 
商品 の み 6 歳 一 1 1 歳 (旅行 開始 日 基準 ) は こども 旅行 代金 を 適用 し ます 。 
※ 適 用 年 齢 が 異な る 場合 、 そ の 旨 を 各 宿 泊 施 設 欄 に 明記 し て いま す ( 宿 泊 日 基準 の 年 齢 )。 
3. 幼児 旅行 代金 に つい て 
3 歳 一 5 歳 で 航空 機 利 用 の 場合 は 幼児 旅行 代金 が か か り ま す 。 (搭乗 日 基準 ) 
※3 歳 未満 の 幼児 が 航空 機 の 座席 を 使用 する 場合 、 別 傍 幼 児 旅行 代金 が 必要 と な り ま す 。 





※ 往 路 2 歳 、 復 路 3 歳 の 場合 は 往路 復路 共に 幼児 旅行 代金 が 適用 と な り ます 。 [ 計 往 路 人 8 共に 3 城 で 手 
幼児 施設 使用 笠 に つい て 





当 カ タロ グ で は 、 こ ども 旅行 代金 を 適用 し な い 幼 児 で 、 寝 具 や 食事 を 必要 と され な い 場 合 、 お 客 
様 の ご 希望 の 有無 に 関わ ら ず 現 地 で 施設 使用 料 が 必要 と な る 宿泊 施設 が あり ます 。 そ の [幼児 
施設 使用 料 」 の 対象 年 齢 及び 料金 (税込 ) を 間 宿 泊 施 設 欄 で 表示 し て いま す (募集 型 企画 旅行 に 

は まれ ませ ん 。 ) 「 一 末 就 学 児 ] は 、 宿 泊 の み ・JR・ 列 車 ・ フ ェ リ ー・ 有 船 ・ 高 速 パ バス 利 用 プラ ン は 小 

学生 未満 まで 、 航 空 機 利 用 プラ ン は 6 歳 よ りこ ども 旅行 代金 が 適用 の た め 、5 歳 まで の 適用 と な 

り ま す 。 ま た 、 人 金額 は 変更 と な る 場合 が あり ます 。 現地 に て ご 確認 くだ さい 。 幼 児 施設 使用 料 に 

宮 ま れ て いる も の は 各 宿泊 施設 に より 異な り ま す の で 現地 に て ご 確認 くだ さい 。 

※ 洒 い 寝 の お 子 様 は 、 お と な と 同じ 人 数 まで の 受付 と な り ま す 。 

※ 布 団 不要 の た め 「 定 員 ] と し て は 数 えな い “ 添 い 寝 "の お 子 様 の 人 数 に よっ て は 、「『 消 防 法 ] 等 各 
種 法令 に よる 法定 定員 を 超え て し まう こと が あり ます 。 その 際 は 、 い っ た ん 成立 し た ご 予約 で 
あっ て も 、 各 施設 か ら ご 利用 部 屋 数 の 変更 等 の 依頼 が ある 場合 が あり ます 。 

※ ア メニ ティ 、 エ ー ス JTB の お 約束 ・ お すす め ポ イン ト 等 の ご 提供 は あり ませ ん 。 


温泉 (鉱泉 含む お ) に つい て 

筐 お 客 様 が 快適 に ご 入浴 いた だ ける よう に 適切 な 温度 ・ 成 分 と な る よう 加水 ・ 加 温 等 を し て いる 
場合 が あり ます 。 

代 浴 槽 が 多数 ある 宿泊 施設 の 場合 、 ご 入浴 を より 楽し ん で いた だ ける よう に 、 入 浴 剤 を 使用 する 
場合 が あり ます ( 例 : ワ イン 風呂 、 酒 風呂 、 薬 湯 等 ) 。 

僅 安 心して ご 入浴 いた だ ける よう に 、 殺 菌 消毒 を し て いる 宿泊 施設 も あり ます (厚生 労働 省 告知 
を 居 守 し た 消毒 を 行っ て お り 、 加 水 ・ 加 温 ・ 循 環 ろ 過 ・ 入 浴 剤 使用 の つい ずれ も 行っ て いな いり 場合 
は [源泉 100%」 の 表示 を し て いま す ) 。 5 対 温泉 の 詳細 情報 は タリ フ 参 照 | 


宿泊 税 に つい て 
旅行 代金 と は 別に 「 宿 泊 税 」 が 必要 と な る 地域 が あり ます 。 金 額 は 、 補 お ひと り 1 あ た り 四 
安 と し て 100 円 一 1,.000 円 の 範囲 - な り ま す 。 各 自治 体 ホ ー ム ペー ジ 等 で ご 確認 くだ さ 


宿泊 施設 に 関す る マー ク 表 記 に つい て 
| 拉 前 ほ の 無料 送迎 が あり ます 。 


8 好 に つい て は [送り の み ] [迎え の み ] の 場合 や 、 対 応 時 間 
場所 が 限定 され る 場合 が あり ます の で 必ず ご 確認 くだ さい 。 


かけ 2 臣 し | 加水 ・ 加 温 ・ ろ 過 装 置 等 の 使用 を 行っ て いな い 
RiN、| [か け 流 し の 温泉 が あり ます (全て の 浴槽 が 
[かけ 流し 源泉 10096] と は 限り ませ ん )) 


さき さめ | 有料 の 貸切 ・ 家 族 
貸切 風 局 がめ り ま す 。 






幼児 は 小 D で 入力 








無料 の 駐車 場 が あり ます 。 
(屋内 ・ 屋 外 契 約 駐 車場 生む ) 


_』』)、| 温泉 又は 鉱泉 が あり ます 。 (大 浴場 ・ 
名 天 風呂 貸切 風 呂 ・ 家 族 風 呂 の 全て 
” の 浴 棋 が 温泉 と は 限り ませ ん ) 


加水 ・ 加 温 等 の 使用 を 行っ て いる 「 か 
、 け 流し 」 の 温泉 が あり ます 。 (全て の 
論 林 が 「 か け 流 し 」 と は 限り ませ ん ) 


記 露 天風 呂 が 
し 幸 天 」 天 あり ます 。 











癌 客室 に 洗浄 器 付 トイ レ 
3 器 が あり ます 。 





NN = いる 。 > キー ゴ 
く の ご 注意 
と トー ーー シーバ 必 て 


必ず ご 


交通 手段 に つい て 

(共通 ) 

5 

(JR 利用 ) 

條 JR 利用 プラ ン は 特に 記載 の な い 限 り 普通 車 指定 席 の ご 利用 と な り ます 。 但 し 、 募 集 型 企画 旅 
行 用 の 運賃 ・ 料 金 を 適用 し て いる た め 、 一 部 指定 駅 を 除く 途中 下車 の 不可 、 乗 車 変更 の 制限 
等 、 ご 利用 に 際 し て 一 部 制限 が あり ます 。 

借 JR の 座席 は 1 ヶ月 前 の 発売 と な り ま す 。 座 席 数 に 限り が あり ご 希望 に 沿え な い 場 合 が あり ま 
す 。 予 め ご 了承 くだ さい 。 

(航空 機 利用 ) 

@ 航 空 機 利 用 プラ ン は 特に 記載 の な い 限 り 普通 席 の ご 利用 と な り ま す 。 但し 、 適 用 運賃 は 個人 
包括 旅行 割引 運賃 又は 包括 旅行 割引 運賃 と な り 、 ご 利用 上 の 制限 が あり ます 。 


航空 運賃 変動 型 プ ラン の ご 注意 
お 申込 いた だ く 日 時 に よっ て (おぉ 申込 内 容 が 同じ で も ) 「 
ご 照会 の 人 数 に よっ て 空席 状況 や 旅行 代金 が 異な る 場合 が あり ます 。 
ご 予約 後 、 旅行 代金 に | 


予め ご 了承 くだ さい 。 
お 支払 いと な り ま す 。 


ご 旅行 代金 の 

ご 旅程 (日時. 航空 便 ・ 座 席 ク ラス ・ 宿 泊 施 設 ・ プ ラン * レ ンタ カー) 
の 変更 や 追加 、 旅行 参加 者 の 変更 (氏名 ・ 年 齢 * 性 別 の 変更 、 訂正 を 含む ) は お 受け で きま せん 。 
1 予約 に つき 6 名 ( 席 ) まで 、 航空 座席 が 不要 な 0~2 歳 の 無賃 幼児 は 2 名 まで の 手配 と な り ま す 。 


是 送迎 に つい て 

念 最 寄 の 駅 ・ バ ス 停 等 一 各 宿 泊 施 設問 の 送迎 は 時 間 や ご 利用 人 数 に より 対応 で き な い 場合 が あ 
り ま す 。 申 込 が 必要 な 場合 や 送迎 の で きる 区 間 ・ 時 間 に つ いて は 各 和 宿泊 施設 へ お 電話 に て ご 確 
認 く だ さい 。 送 迎 は エー ス JTB の 取扱 い に は 含ま れ ま せん 。 お 客 様 自身 で ご 確認 くだ さい 

プラ ン の 選択 に つい て 

人 @ 客 室 食事 条件 ・ 食 事 内 容 等 の 選択 は 特に 記載 の な い 限 り 、 グ ルー プ で の 選択 と な り ま す 。 
お ひと り 毎 の 選択 は で きま せん 。 

客室 に つい て 

命 持 に 記載 の な い 限 り 、 客 室 は 風呂 : ト イレ 付 で す 。 

今宿 泊 施 設 の 客室 が 洋室 の 場合 、 ご 利用 人 数 に よっ て は ソフ ァ ー ベ ッ ド 又は エキ スト ラベ ッ ド 
使用 と な る 場合 が あり ます 。 販 売店 係員 へ お 問合せ くだ さい 。 ス タ ジ オ ツイ ン は 、 シ ンプ グル 
ベッ ド + エ キス トラ ベッ ド の ご 利用 と な り ま す 。 カ タロ グ に 掲載 され て いる 客室 の 写真 は 

一例 と な り 、 実 際 と は 異な る 場合 が あり ます 。 

kl 僅 和 洋室 の 場合 、 特 に 記載 の な い 限 り 1 室 に 「 正 ベッ ド 」 は 2 台 で す 。 

泊 但 ブ ル ベ ッ ドル ー ム の 場合 、 ベ ッ ド 2 台 を つなぎ あわ せ て ベッ ド メ イ キ ング する 場合 も あり ます 。 

lm 念 客室 の 眺望 に つい て 

ー オー シャ ン フ ロン ト … 海 辺 に 位置 し 、 正 面 に 海 を 眺め る こと が で きる 部 尾 。 

オー シャ ン ピ ュ ー… お 部 屋 ( パ ルコ ニー を 除く ) か ら 見 える 海 が 視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる 部 屋 。 

gz 訓 パー シャ ルオ ー シ ャ ン ピ ビュ ー… お 部 屋 の 中 か ら は 海 が 見 えな い が バ ルコ ニー か ら 海 が 見 える 部 屋 。 

pp 但 [ 政 天風 呂 付 ] と は 、 外 気 に 触 れる こと が で き 、 開 放 感 の ある 屋外 に 路 天 風呂 が 付い て いる 

Ni お 部 屋 で す 。※ 但 し 、 構 造 上 、 天 井 や 側面 に 壁 が ある 場合 が あり ます 。 ま た 、 天 候 ( 乱 冬期 ・ 

いこ コ 荒天 時 ) や お 客 様 の 希望 に より 、 密 閉 す る こと が 可能 な 造り に な っ て いる 場合 が あり ます 。 

= 食事 に つい て 

意 菩 人 ぃ 連 泊 の 場合 、2 泊 目 以降 の 食事 内 容 は カタ ログ 記載 内 容 と 異な る 場合 が あり ます 。 

@ 食 事 場所 - 内 容 は 、 1 室 の 入室 人 員 毎 の 対応 に つい て 記載 し て いま す 。 複 数 客室 で ご 予約 
の グル ー プ は 、 人 員 及 び 室 数 に より 記載 の 場所 と 異な る 場合 が あり ます 。 

念 食 物 ア レル ギー に 関し て は 必ず お 申込 時 に 販売 店 係員 に お 申出 くだ さい 。 ご 旅行 中 は 、 厳 密 
な 「 ア レル ギー 物質 除去 食 」 の 提供 は で きま せん 。 ア レル ギー 対応 で 追加 代金 が 発生 する 

合 、 現 地 払 いと な り ま す 。 

料理 写真 に つい て 

人 季節 ・ 仕 入 等 の 都合 に より 料理 内 容 ・ 器 が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 

車椅子 ご 利用 の お 客 様 、 身 体 障 害 者 補助 大 に つい て 

@ ご 利用 の お 客 様 は 必ず お 申込 時 に 販売 店 係員 に お 申出 くだ さい 。 





で す 。 






お 客 様 の 状況 に よっ て は 、 当 初 の 手配 内 容 に 含ま れ て いな い 特 別 な 配慮 措置 が 必要 に な る 


場合 が あり ます 。 詳 細 は 、「 旅 行 条件 書 ] の 「 お 申込 み 条 件 ] を ご 確認 くだ さい 。 特 別 な 配慮 * 措 
| 置 が 必要 と な る 可能 性 が ある 場合 は 、 ご 相談 させ て いた だ きま す の で 、 必 ず お 申出 くだ さい 


| ⑯ 言 ペー ジ に 掲載 され て いる 宿泊 施設 や 入場 施設 の 情報 は 、 営 業 時 間 、 食 事 場所 ・ 内 容 ・ 時 間 、 入 浴場 所 ・ 

時 間 、 プ ー ル 営業 ・ 時 間 等 が 予告 な く 変更 と な っ た り 、 サ ービス の 提供 が 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 

また 、 指 定 さ れ た 列車 ・ 便 の 運休 等 に より 、 列 車 ・ 便 の 変更 や 行程 の 変更 が 行わ れる 場合 が あり ます 。 
記 人 @ 天 候 等 の 諸 条 件 に より 、 記 載 の 観光 内 容 が ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 

9』 倫 掲 載 の イベ ント は 特に 記載 の な い 限 り 202 1 年 7 月 現在 の 予定 と な り ま す 。 内 容 等 は 変更 と な る 場 

』 合 が あり ます の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 

中 @ 宗 花火 ・ 大 規模 スポ ー ツ 大 会 等 の イベ ント が 開催 され る 際 、 現 地 に て 公共 交通 機関 の 運行 が 規制 

誌 縛 され る 場合 が あり ます 。 

二条 国内 旅行 総合 保険 ] を お すす めし ます 。 販 売店 係員 に お 尋ね くだ さ 

吊 較 販売 店 が あり ます )。 

信号 真 は イメ ー ジ で す 。 花 ・ 飲 料 等 の 装飾 は 付き ませ ん 。 

還 較 人 ⑯ ぐ 宿泊 施 設 に よっ て は チェ ッ ク イ ン の 際 、 デ ポジ ッ ト と し て グレ ジッ トカ ー ド の 提示 等 を 求め られ る 場合 が あり ます 。 


プラ ン に 関す る マー ク 表 記 に つい て 


以下 の マー グ が ある 商品 に つい て は 、 (株 )JTB 下 [ 当 社 ]」 と いい ます ) は 販売 店 の 手配 代行 者 と な り 、 
当社 の 旅行 条件 は 適用 され ませ ん 。 お 申込 に 際 し て は 、 そ れ ぞ れ の 胡 約 条件 を 必ず ご 確認 くだ さい 。 


!-【W * も 当社 以外 の 旅行 会 社 が 企画 ・ 実 施す 
1 kg 計る 募集 型 企画 旅行 で す 。 





い (一 部 お 取り 扱い で き な い 





EE) HE] 取消 料 基 準 は 条件 A 又 は 条件 B を 適用 し ます 。 
こ 恒 ( 更 表 紙 を ご 覧 くだ さい ) 





こっ も あか 1 


ー fp 不 s 1 旨 ーー ー Ep と | 9 
四 0 て る だ さい 。 


= U 庄 C り 崩 m ヽ よ 日 





一 全車 オー トマ チッ ク 車 、 カ ー ナ ビ 、ETC 車 載 器 標準 装備 で す 。 較 運転 免許 証 :ETC カ ー ド を ご 持参 くだ さ 


い 。 当 日 免許 証 を お 持ち で な い 場 合 は 、 い か な る 理由 で も 貸出 で きま せん 。 そ の 場合 で も 所 定 の 取消 


料 を 申し 受け ます 。 較 利用 開始 お よび 返 車 の 時 刻 は レン タカ ー 会 社 指定 営業 所 の 営業 時 間 内 で す 。 較 車種 の 指定 は で きま せん 。 較 ノン オペ レー ショ ンチ ャ ー ジ は 含ま れ ま せん 。 較 営業 時 間 、 保 険 補償 料 等 の 
詳細 は レン タカ ー 会 社 へ お 問合せ くだ さい 。 圏 お 子 様 用 シー ト を 追加 代金 不要 で ご 用 意 し ます 。 事 前 予約 が 必要 で す の で 、 販 売店 係員 に サイ ズ と 個数 を お 申し 出 く だ さい 。 お 子 様 用 シー ト 設 置 の 場合 、1 台 に 
つき 約 1.5 人 分 の 座席 が 必要 で す 。 合 計 乗車 定員 に ご 注意 くだ さい 。※ ジ ュ ニ アシ ー ト (目安 幼稚園 位 ・32kg 未 満 ・135cm 以 下 ) 玉 該当 コー ス の 「 レ ンタ カー の ご 案内 」 記 載 の スー ツケ ー ス と は 、W55cmx 
H40cmxXD25cm を 表し ます (航空 機内 持 込 手荷物 サイ ズ と 同等 )。 積 載 量 は 最大 定員 利用 で の 個数 を 表記 し て お り 、 車 種 ・ 人 数 に より 異な り ま す 。 還 レン タカ ー 会 社 受付 時 に 最終 旅程 表 を ご 提示 くだ さい 。 
る | 
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JTB 符 泊 ア ン ケ ー ト で 名 産品 が 当たる ! 
(名 産品 〉 毎月 50 名 様 ーー 選べ ませ ん 。 


10 月 栃 木 : 日 光 銘 菓 セ ッ ト 1 月 広 島 : 宮 み や げ セ ッ ト 
11 月 長 野 : 信 州 名 物 そ ば セッ ト 2 月 長 崎 : カス テラ セッ ト 
12 月 福 : 福 委 銘 杜 セッ ト 3 月 沖 縄 : 視 菓 子 件 典 の お 菓子 セッ ト 


に 号 征 お客様 か ら お 寄せ いた だ く 40 万 件 以上 の [宿泊 ア ン ケ ー テー タダ を 集計 し 、 お 客 様 の お 和 宿 選 びに ご 利用 いた だ く ほ か 
“ いた だ ける 商品 づく jne3::IPrGL 2E 才 :」 


応募 方 法 / ノ メール に て ご 案内 の URL か ら WEB に て JTB 宿 泊 ア ン ケ ー ト に ご 回 答 を お 願い いた し き 厳正 な 抽選 の 上 、 当 選者 の 発表 は 賞品 の 「 御 菓 厄 御殿 の お 菓子 セン ド 
E+ 大 2 す で て も し 17 tj、 笠 刀 、 月末 まで に 発送 と な ! 提 問 :2021 年 10 月 022 年 3 月 31 日 宿泊 分 


を も っ で か えさ せ で 


JTB ダ イナ ミッ ク パ ッ ケ ー ジ ea 


呈 ah ー へ 、 
_ ヾ 航空 |* JR X| 瘍 泊 | を 自由 自在 に 組合 せ ! 
// (フラ イト ) (列車 ) ※1 ( 旅館 ・ ホ テル ) 
※1 JR 利用 プラ ン の 場合 、 JR 自体 の 価格 は 変動 し ませ ん 。 JR の 座席 は ご 乗車 1 ヶ月 前 の 発売 と な り ま す 。 


いつ で も 最新 の 旅行 代金 を 恥 旬 | の 豊富 な 宿泊 ライ ン ナ ッ プ 


ご 確認 で きま す ! か ・ 連 泊 で も 1 泊 ず つ 異 な る ホテ ル で も OKI 
・ 二 次 元 バ ー コ ー ド また は WEB に て 最新 の ・ 選 べ る 旅館 ・ ホ テル は 約 6.900 軒 ! 
旅行 代金 を 検索 ! 面 倒 な 旅行 代金 の 計算 な し ! ※ 一 部 オン ライ ン 限 定 販売 施設 を 含み ます 。 


・ 出 発 前 日 まで ご 予約 OK! 
PD) 日 程 表 が お 客 様 の スマ ー ト フォ ン ・ 


こだわ り 検 索 機 能 が 充実 紙 の 「 日 程 表 ] や ゃ 「e チ ケッ ト お 客 様 控 え 」 を / 


・400 種 類 以 上 の こだわ り ポ イン ト で 自分 の こだわ り ・* 好 み ・ 持っ て いか な く て も ご 旅行 へ ご 出発 可能 に ! 
過ごし 方 を 検索 すれ ば 、 自分 に あっ た お 宿 が 見 つか る ! 二 次 元 バ ー コ ー ド で 飛行 機 の チェ ッ ク イ ン も JR きっ ぷ の 発券 も ご 利用 OK! 


詳し く は こち ら 防 |JTB ダ イナ ミッ ク バ パッケ ー ジ ※2021 年 7 月 現在 





取消 料 : 旅行 契約 成立 後 、 お 客 様 の 都合 で 契約 を 解除 され る と き は 、 次 の 金額 を 取消 料 と し て 申し 受け ます 。 












り 下 記 3②39) 以 外 の 場合 、 及 び 12731 一 1/ < 井 分 4 航空 運賃 変動 型 プ ラン の 取消 料 :JJP を 除く 航空 会 社 が 旅行 会 社 に 請求 する 航空 券 取消 茶 件 は 以下 の サイ ト で 
下 約 際 の 日 利用 航空 会 社 の 個人 包括 旅行 運賃 (価格 変動 型 ) を 利用 の 場合 乙 覧 いた だ け ま す 。 
1 日 本 航空 ウェ ブサ イト 
日 の 前 日 | う ) ーー ニー 上 重 | 称 料 ーー 00 https://www.jaLcOo.jP/dom/change/charge.html 
6 55 日 前 (FDA は 5 日 前 ) に あたる 日 まで の 解除 3 
(3 一 6 を 除く ) A https://www.ana.cO.jP/ja/jp/Siteinfo/domestic/conditions-Of-carriage/ 


の ぼっ て 7 厚 に あたる 日 隊 の 前 陸 | mft 多 の 30% | 
層 4) 旅行 開始 日 の 前 日 の 解除 


* 当 社 の 責任 と な ら な い 難 種 ロ ー ン の 取扱 上 の 事由 に 基づき 、 お 取消 に な る 場合 
も 左記 取消 料 を お 支払 いた だ きま す 。 

を お客様 の ご 都合 に よる 出発 日 お よび コー スズ の 変更 、 運 送 - 宿 泊 機 関 等 行程 中 の 一 部 
の 変更 に つい て も 、 全 体 に 対す る お 取消 と みな し 、 取 消 料 の 対象 と な り ま す 。 


旅行 開始 日 の 前 日 か ら 起算 し て さか の ぼっ て 
\| 20 日 目 に あたる 日 以降 に 解除 する 場合 旅行 代金 の 20% 
( 二 か ら ト まで に 掲げ る 場合 を 除く ) 


人 の KS 


5) 当日 の 解除 (6 を 除く ) 
6) 旅行 開 始 後 の 解除 また は 拓 連 絡 不参加 
宿泊 の み の 場 合 ( 但 し 、12/31 一 1/ 2 宿泊 分 を 除く ) 


壮 98 
ご うっ こ あ た 
21 日 前 に あたる 日 まで の 解除 ( ハ に 掲げ る 場合 を 除く ) 1I 間 に つき 2.000R 





上 


7 日 目 に あたる 日 以降 に 解除 す 旅行 代金 の 30% 
契約 解除 の 日 3 と り 様 ) (ホホ か ら ト ま で に 掲げ る 場合 を 暑く) 
1) 日 目 に あたる 日 以前 の 解除 | 。 無料” | 旅行 刀 日 の 前 日 の 解除 利用 航空 便 の 航空 会 社 : - 
旅行 始 日 当日 の 解除 ( ト を 除く ) ANA( 全 日 本 空輸 )・ADO (エア ・ ド ゥ ) ・SFJ( ス ター フラ イヤ ー)・ 


旅行 開始 

日 の 前 日 こ 以降 の 解除 日 本 空輸 

か ら 起 算 きら を 除く ) 0 | ト | 旅行 開始 後 の 解 除 ま た は 無 連絡 不参加 SNA( ソ ラ シ ド エア )・JAL( 日 本 航空 )・JAC( 日 本 エア コミ ュー ター)・ 
し て さか RAC( 琉 球 エ アコ ミュ ー タ ー)・FDA( フ ジ ド リー ム エ ア ライ ンズ )・ 


の ぼっ て TB ー ク 人 JJP (ジェ ッ ト ス ター・ ジ ャ パン ) 


| 、 RE | maonoos も だ 8CCO ※ 当 カタ ログ は 2021 年 7 月 1 日 時 点 の 情報 を 基 に 作成 し て いま す 。 





"eeeospostr 画 当 カタ ログ は 募集 広告 で は あり ませ ん 。 商品 の 詳細 は 、 お 申込 の 際 に ご 契約 に 必要 な 書類 を お 渡し の 上 、 ご 案内 いた し ます 。 


それ ぞ れ に 記載 の ある 取消 料 を 適用 し ます 。 
* 貸 切 鍋 舶 を 利用 する 旅行 に つい て は 、 上 記 の 表 に よら ず 、 コ ー ス ペー ジ 内 に 記載 
する 取消 料 に 損 り ます 。 


旅行 企画 ・ 実 施 観光 庁 長官 登録 旅行 業 第 64 号 
an 日 本 旅行 業 協会 正会員 
人 式 会 社 J 本 貞 東京 都 品川 区 東 品川 2-3-11 
〒140-8602 


商品 群 : MX ( 旬 感 日 本 ) 総合 (国内 ) 旅 行 業務 取扱 管理 者 と は 、 お 客 様 の 旅行 を 取り 扱う 営業 所 で の 取引 に 関す る 旨 任 者 で す 。 
ac 人 この 旅行 契約 に 関し て ご 不明 な 点 が あれ ば 、 ご 遠慮 な お く 上 記 の 取扱 管理 者 に お 吉 ね くだ さい 。 


の 九州 エリ ア 
1813020 





ポコ 保証 二 員 


一 般 社団 法人 日 本 旅行 業 協会 正会員 


旅行 業 公正 取引 
協議 会 会 員 





10450057 





